








































僕の珈琲店には小さな魔法使いが居候している
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　珈琲コーヒー店てん『ロッコ』──カウンター席を含めても十六席しかない小さな店だ。

　床や壁は磨みがかれた樫かしの木でできていて、天てん井じようやその近くの壁は真まっ白しろな漆しつ喰くいで塗り固められている。珈琲係バリスタが歩くたびに木の板が小さく軋きしみ、ケルト調の静かな音楽ＢＧＭが流れる店内にメトロノームのように響ひびく。

　時刻は午前十時。まだ開店直後ということもあり、店内に客はひとりしかいない。

　そんな寂さびれた喫茶店だが、ここにはひとつだけ秘密があった。




「いらっしゃいませ」

　本日最初の客は、小さな少女だった。

　腰こしまで覆おおう真っ黒な髪は赤いカチューシャで整えられている。大きく瑠る璃りのような瞳ひとみは長いまつげで縁ふち取どられ、幼いながらも鼻はツンと尖り、整った顔立ちをしている。あと十年もすればさぞや美しい娘むすめに成長するだろう。そんな可か憐れんな少女だ。

　細い指で顔にかかる長い髪を掬すくい上あげると、片耳に下げられた大きなイヤリングが揺ゆれた。

　金色の十字架だが、その中心に輪を重ねた独特な意い匠しようだ。ケルト十字という種類のものらしい。よほど大切なものなのか、彼女があのイヤリングを外しているところは見たことがない。

「……本日の珈琲を、お願いします」

　ペコリと頭を下げて注文を済すませると、そのまま窓際の席へと腰を下ろす。

　ただ、その格好はセーラー服なのだが、背中には赤いランドセルを背負っていた。

　どう見ても小学校高学年くらいの女の子だ。

　義務教育も満了していない、そんな幼い少女が、なぜか平日の午前中から珈琲店の片かた隅すみで分厚い本を広げている。奇妙な光景だ。

　九く条じよう篤あつ志しはカウンターの内側からそんな少女を眺ながめ、コーヒーサイフォンをアルコールランプにかける。

　サイフォンは下半分は閉じた球体で、上半分はビーカーのように口の開いた形状の器具だ。下部に水を、上部に挽ひいた珈琲豆を入れるようになっており、火にかけると湯が独ひとりでに上へと移動する。蒸気に押されてそういう現象が起きるらしい。

　見み栄ばえがよいので、客引きの意味もあって外からも見える場所で注そそぐようになっているのだが、あまり効果があるようには思えない。

　やがてロートを伝って湯が昇り始め、珈琲豆が収まる上部へと移動すると篤志は火を止める。透明から黒へと染そまっていく湯を、マドラーで軽く混まぜるのだ。

　このまま湯が落ちるのを待てば完成だが『ロッコ』ではもう一度火にかける。

　この方がより深い味わいの珈琲を搾しぼり出だせるという効果はあるのだが、この店の場合はただ単に経費節減のためだ。少ない珈琲豆でよりよい味を出そうとするとこうなる。

　そうして珈琲ができあがると、サイフォンをアルコールランプから下ろし、カップと共にトレイへと載せる。小さな容器にミルクを注ぎ、角砂糖の詰まった小こ瓶びんも忘れない。

　篤志はカウンターから出ると、トレイを片手に唯一の客である少女の元に向かう。

　近付いてみると少女には表情らしい表情が浮かんでおらず、よくできた人形が座っているのではないかという錯さつ覚かくを覚えた。

　それでもコホンと咳せき払ばらいをして、篤志は声を上げる。

「お待たせしました。本日の珈琲です。銘めい柄がらは……」

　篤志の言葉を遮さえぎるように、少女がじっと瞳を向けてくる。

　その瞳は両方とも瑠璃色のようでいて、よく見ると左目は翠みどりだった。虹彩異色オツドアイというもので猫などの動物によく見られる症状だ。日本の女性芸能人にもこういう瞳の人物がおり、人間でも稀まれにいるものらしい。

　まるで表情が変わらないため睨にらまれているようにも見えるが、彼女は別に珈琲が気に入らなかったわけでも篤志に敵意を持っているわけでもない。

　銘柄は自分で当てるという意思表示だった。

　篤志は肩を竦すくめてテーブルにカップや小瓶を並べていくと、最後にサイフォンからカップへと珈琲を注ぐ。

　胸がすくようなこうばしい香りが店内に広がる。

　少女はカップを手に取り、静かに香りを楽しむと口を開く。

「この少し酸さん味みの強い香りは、マンデリンですね」

　鈴を転がすような声に、篤志は思わず口笛を返す。

「正解。よく香りだけでわかるね、亜あ理り寿すちゃん」

　篤志がここの店員になってひと月になるが、未いまだに味で銘柄を当てるのは難しい。香りだけとなればなおのこと困難だろう。

　なのにこの少女──亜理寿は幼い外見に反して香りだけで銘柄を当ててしまう。

　この才能を使えば将来は素晴らしい珈琲係バリスタになれるだろう。

「当然のことです。これだけ丁てい寧ねいに香りを立てていただいたのに銘もわからなかったら、珈琲に対して失礼ですから」

　奇妙なほど大人びた少女は自慢げに胸を張る。




「でも、砂糖とミルクは入れるんだよね？」




　篤志の迂う闊かつなひと言に、亜理寿の硬い表情がにわかに引きつる。

「あ、いや、別に意地悪で言ったわけじゃないんだ。美お味いしく飲んでくれるのならなんでもいいんだよ？」

　篤志はあくまでなだめているつもりだが、それは火に油を注いでいるだけだった。

　キュッと唇くちびるを結ぶと、亜理寿は宣言する。

「わかりました。では、今日はミルクを入れずに飲んでみます」

　──砂糖は入れるんだね……。

　さすがに口には出さなかったが、亜理寿はそんな篤志の内心を読んだかのように言葉をつけ加える。

「わたしは勇気と蛮ばん勇ゆうを取り違えるほど幼くはないつもりです。砂糖も入れないのは珈琲を美味しく飲むことを放ほう棄きする行為だと思います」

　本人は毅き然ぜんとしているつもりなのだろうが、微笑ほほえましくて顔が緩ゆるみそうだった。

　亜理寿は砂糖の小瓶を開けると大粒の塊かたまりをきっかりみっつ放り込む。スプーンでカラカラと混ぜると、小さく深呼吸をする。

　まるで死地におもむくかのように目を見開くと、熱い液体で満たされたカップに唇をつけた。

　こくりと咽のどが鳴る。

　それから、少女は静かにカップを受け皿に戻した。

「……どうやら、わたしにはまだ早かったようです」

　心なしか青ざめた顔で、亜理寿は迷わずミルクを全部投入した。真っ黒な液体はまたたく間にクリーム色に染め上げられる。

　──こういうところは、やっぱり子供なんだよな。

　なんだかホッとする姿だ。

　すでに元の珈琲の味は霞かすんで消えているだろうに、亜理寿は満足そうに唇をつける。

「今日も篤志さんの珈琲は美味しいです」

「それはよかった」

　このときばかりは少女の澄すました顔も年相応に見えた。

　普段、表情の変化に乏とぼしく、口数も少ないこの少女だが、珈琲のことになると饒じよう舌ぜつになる。

　と、その傍かたわらに開かれた分厚い本に目がいく。装そう丁ていもずいぶん立派なもので金色の装飾まで施ほどこされていた。

「なんだか難しそうな本を読んでいるね。洋書かい？」

　ページを覗のぞくと、並ぶ文字も英語どころかアルファベットでさえないようだった。

　──何語かはわからないけど、よくこんなものを読めるな。

　こんな昼前から珈琲店に居座っていることといい、謎なぞの多い少女だ。

　篤志の質問に、亜理寿はどこか自慢げに頷うなずく。

「はい。愛蘭アイルランド辺りから流れてきた本だそうです。虚こ空くう堂どうに置いてありました。珍しいものだったのでつい、衝動買いをしてしまいました」

「虚空堂って、古書店の？」

　珈琲店『ロッコ』の表通りを少し南下すると古書店街が広がっている。各分野ごとに古今東西の書物が揃そろえられており、脇わき道みちに入れば大小二百もの書店があるという。

　虚空堂というのはその中のひとつで、洋書ばかり扱あつかう不思議な店だった。

「へえ、どんなお話なんだい？」

「いえ、文学ではありません。なんというか……植物の育て方、のような本です」

「園芸かな？　それは確かに珍しいね」

　大きな書店であれば洋書もそれなりに取り寄せてあるものだが、それでも人気小説くらいのものだ。それ以外ではせいぜい論文などの載った科学誌くらいだろうか。

　海外の園芸本など、篤志も初めて見た。

「なら今度、僕にも教えてもらえるかな？　そこの鉢植えなんだけど、育て方がわからなくて枯かれさせてしまいそうなんだ」

　亜理寿の席のすぐ近く、壁際には小ぢんまりとした鉢植えが飾られている。

　秋になると小さな赤い実を付ける、クランベリーという植物だ。店長がまるで手入れをしようとしないので篤志が世話を始めてみたのだが、やはり素人しろうとでは駄だ目めらしい。水のやり方が悪かったのか枯れ始めている。

　亜理寿は鉢植えに目を向けると、コクンと頷いた。

「これならたぶん、なんとかなると思います」

　カップを受け皿に戻すと、亜理寿は分厚い本を掲かかげてそっと目を閉じる。

　淡い桃もも色いろの唇から、震ふるえるような旋せん律りつがこぼれた。





『──Ask him to find１エーカーの土地を me an acre of land見つけるよう言つて,Parsley,パセリ、 sage, rosemary and thymeセージ、ローズマリーにタイム──』

『──Between the salt water and the sea海水と波打ち際の間に strand,For then he'll be a true love of mineそうしたら彼は私の恋人──』






　どこかの民みん謡ようだろうか。短い詩しい歌かではあるが、独特な響きでいつまでも耳を傾けていたくなるような唄うただった。

　思わず聴き入って、篤志は目を見開くことになった。

　枯れかけたクランベリーが、淡い光に包まれたのだ。

　茶色に変色し始めていた葉が瑞みず々みずしさを取り戻し、くたびれた茎くきが見る見る真まっ直すぐに伸びていく。さらには小さなつぼみまでもがふくらんでいた。

　そこで、亜理寿は歌声を止める。

「どうやら、上う手まくいったみたいですね」

　ホッとしたように呟つぶやく亜理寿に、篤志は自分の目を疑うように問いかける。

「なにを、したんだい？」

「お花に元気をあげてみました」

　そう言って、自分の顔を隠すように分厚い書物を掲げる。その仕草で見上げられるのは、小動物にでも様子を窺うかがわれているような気分だった。

「ちょうど、この本にやり方が書いていたもので」

「あー……つまり、その、あれかい？」

　後頭部をかきながら篤志は問いかける。




「〝魔法〟……なのかな？」




　亜理寿は無感動にコクンと頷いた。

　硬直しながらも、篤志は乾かわいた笑みを浮かべた。

「そんな本が一般の古書店に流通していていいものなのかい？」

　魔法の使い方なんてものが書いてあるなら、それはいわゆる魔導書とかそういうものなのだろう。現代日本の古書店に平然と置かれていいものではないと思う。

「大丈夫です。普通の方には変な記号が並んでいるようにしか見えませんから」

　自信たっぷりに答えられ、篤志はなんとかため息を呑のみ込んだ。




　美み坂さか亜理寿は魔法使いである。

　それがこの珈琲店『ロッコ』の秘密。

　そしてこれは小さな小さな魔法使いと、若い珈琲係バリスタの物語。




　──僕の珈琲店には小さな魔法使いが居い候そうろうしている。




























「じゃあ、行ってきます」

　玄関で靴くつを履はき、家の中へ振り返る。

　篤あつ志しの声に、応えはない。

　毎朝しつこいくらいに見送ってくれたあの声は、もう二度と聞くことはできないのだ。

　無人の家に出かけの挨あい拶さつを投げることにはなんの意味もないのだろうが、まだそんなふうに割り切るのは難しかった。

　篤志は気合いを入れるように自分の顔を叩たたく。

「よし。今日も一日がんばっていこう」

　篤志には幽霊なんてものは見えないし、いるとも思っていない。それでも、ここにいない彼らが見ても恥はじない自分でいたいとは思うのだ。

　だから、今日も篤志はなんでもない顔で出かけていく。

　貯金はまだあるが、生活していくには働かなければならないのだから。




　家を出て十数分ほど歩くと、大勢の人でごった返す通りに突き当たる。

　文学の街、あるいは古書の都みやこ、この辺りはそんなふうに呼ばれていた。

　この街を歩いていると古い本独特のにおいが鼻をつく。嫌がる人もいるのだろうが、篤志はこのにおいが嫌いではない。

　もうじき梅つ雨ゆに入ることもあって、通りに沿そって陳ちん列れつする平台には透明なビニールがかけられているところが多かった。

　篤志が歩く通りを進めば大小二百に及およぶ古書店が出迎えてくれ、さらに北に向かえば著名な作家たちが籠こもって執筆に勤いそしんだという老舗しにせホテルがある。その向こうには環状線列車の駅と楽器店が集まっていた。

　見み飽あきることがなく、いつ歩いても時間を忘れてしまうような街ではあるが、これから外を出歩くこと自体が億おつ劫くうな季節が来てしまう。

　気温はまだそこまででもないが湿度は早くも七十パーセントに達し、今年も猛暑になるだろうと予想されている。篤志もジーンズのズボンにシャツ一枚という、ラフな格好だった。

　篤志が初めて〝魔法〟というものを目まの当あたりにしたのは、そんな五月のある日のことだった。




　明らかに客の多いこの街だが、北と南の境さかいになると人の通りがぱたりと途と絶だえる地点がある。その通行人が少ない境目をさらに脇道に入ると、寂さびれた珈琲コーヒー店てんがあった。

　真しん鍮ちゆう製せいの鈴を下げた、飴あめ色いろの木製扉。窓にはアンティーク調の格こう子しが嵌はめられ、屋根からぶら下がる古びた一枚板の看板には『Roccoロツコ』と書かれている。イタリア語で〝休息〟という意味なのだそうだ。

　壁は漆しつ喰くいで塗り固められ、秘密の休息場所のような空気を醸かもし出だしている。決して店としての雰ふん囲い気きは悪くないと思う。

　しかしせっかくの休憩場所も人通りから完全に隠れた場所にあっては、客足が近付くはずもない。

　まだ午前十時という時間とはいえ、今日も今日とて『ロッコ』からは客の気配がまったく感じられなかった。

　……いや、客が入らないのは立地以前の問題だったようだ。

「……閉店中になってるじゃないか」

　篤志は扉のかけ札を〝CLOSED〟から〝OPEN〟に変えると扉を押し開ける。

「いらっしゃい……って、なんだ、篤志か」

　飴色の扉の向こうから、すぐにそんな声がかけられる。

　果はたしてカウンター席にはひとりの青年が腰かけていた。

　まだ二十代半なかばといったところだろう。スラリとした長身ながら、野や暮ぼったい不ぶ精しよう髭ひげにぼさぼさの髪。『ロッコ』の制服を身につけてはいるが、シャツの襟えり元もとはだらしなく開いている。

　経営者としては若すぎるきらいはあるが、彼はこの『ロッコ』の店長だった。

　口には煙草たばこを咥くわえていて、もくもくと紫し煙えんが立ち上っている。手に広げているのは新聞……には違いないのだが競馬新聞だった。

　篤志はじとっと男を睨にらむ。

「なんだ、じゃないですよ庄しよう太た郎ろうさん。扉のかけ札、閉店中になってましたよ？」

「おいおい、そこはきちんとかけ直しておいてくれよ。商売あがったりじゃないか」

「ここの店長は庄太郎さんで、朝に店を開けてるのも庄太郎さんなんですが」

　青年──庄太郎はへらっと笑うと肩を竦すくめる。

　絵に描いたような駄目な大人だ。この駄目な大人が珈琲店『ロッコ』の店長だと考えると悲しくなる。

　ため息をもらす篤志に、庄太郎は悪びれた様子もなく新聞を畳たたむ。

「固いこと言うなって。人間、娯楽を楽しむゆとりってものがないと豊かな人生とは呼べないもんだぜ？」

「人生が豊かでも店が潰つぶれそうなんですが……」

「そいつは困るぜ。なんとかしてくれ」

「一いつ介かいのアルバイトにどんな責任負おわせるつもりですか」

　頭が痛くなってきて、篤志は乱暴に扉を閉める。

　庄太郎は身を縮ちぢませると、そそくさと新聞と灰皿を片付け始めた。

「んじゃ、早いとこカウンターに入ってくれ、篤志」

「……着替えの時間くらいくださいよ」

　この店長はまるで働こうとはしない。おかげでいまではただのアルバイトだというのに店の仕事はほぼ全て篤志が仕切っていた。

　──僕がここで働き始めて、まだひと月くらいなんだけどな……。

　時給もそれほどよいわけでもなく、アルバイト初日に勤つとめる店を間違えたことには気づいていたのだが、なぜかいまもこうして働きに来ている。

　──まあ、こんな職場だけど珈琲は自由に飲めるものな。

　珈琲豆は一度淹いれたあともまだ搾り出すことができる。それにカップに注そそぎきれなかった分が残ることもある。そういったものをアルバイトは好きに飲んでいいのだ。

　もちろんお客さんのいない時間に限られるが、この店に客が入っている時間など一日の何割もない。

　篤志は駄目な店長を置いてカウンターの奧へと入る。

　スタッフオンリーと書かれたここは、従業員のための部屋だ。経理用の古い型のパソコンが一台、折りたたみ式のテーブルがひとつに、背もたれのない丸まる椅い子すがよっつ並んでいる。

　篤志も休憩時間はここで食事を摂とるのだが、庄太郎がいつもここで煙草を吹かしているため、紫煙のにおいが強く残っている。

「換かん気き扇せんくらい、つけてもらいたいものだな」

　煙草にはそれほど抵抗はないつもりだが、さすがに空気が悪くなるほどだと苦情も言いたくなる。

　……まあ『ロッコ』の経営状態では無理な相談だというのもわかっているが。

　空気の入いれ換かえに窓を開けてから休憩室のさらに奧に進むと、カーテンで仕切られたスペースがある。そこには小型のロッカーがむっつ並んでいて更衣室になっていた。

　篤志は更衣室に足を踏み入れると、後ろ手にカーテンを閉めながら自分のロッカーを開く。中には篤志の制服とくたびれた上着が入っている。上着はそろそろ季節外れなのでもう少ししたら持ち帰らなければならない。

　上着はともかく、制服の方は週に一度は自宅に持ち帰ってアイロンをかけている。今日も皺しわひとつなくピシッとしていた。

　着替えといってもシャツとズボンだけなのですぐ終わる。

　篤志はさっさと制服を着ると、店内に戻る。

　せいぜい一、二分しかかかっていないはずだが、カウンターでは庄太郎がまた新しい煙草に火を点つけていた。

「篤志さん、休憩なら奧へ行ってくださいよ」

「あん？　うちは喫煙自由だぞ？」

「そういう問題ではなくてですね……」

　この店は特に喫煙と禁煙で席を分けてはいないが、さすがに店長がここまでだらけきった姿をさらしていては、なにかの間違いで扉を叩いてくれたお客様も回れ右をしてしまうだろう。

「わかったわかった。まあ、この店を潰したら死んだじじいが化ばけて出そうだしな」

　庄太郎は仕方なさそうに煙草を灰皿に乗せる。彼がこの若さで店長を務めているのは、祖そ父ふから相続したかららしい。

「ならもう少し真ま面じ目めに働いてくださいよ」

　篤志が呆あきれた声をもらすと、庄太郎は立ち上がる前にポケットから鎖くさりに繋つながれた金色の円盤を取り出す。

　真鍮製の懐中時計だ。

　庄太郎は時計の竜ネ頭ジをキリキリと回すと、再びポケットに戻す。

「その時計、いつもネジ巻いてないですか？」

　時計のネジなど一度巻けば一日くらいは保もつだろうに、庄太郎は気がつくと懐中時計をいじっているように思える。確かめたことはないが、下へ手たをすると一時間おきくらいには巻いているのではないだろうか。

　駄目な大人は仕方なさそうに肩を竦めた。

「おんぼろだからな。こまめに巻いてやらないと効果がなくなっちまうのさ」

　なにやら奇妙な言い回しに聞こえて、篤志は首を傾かしげる。

「それもおじいさんの形見とかだったりするんですか？」

「似たようなもんだ」

　そう言い残すと、庄太郎は灰皿と新聞紙を抱かかえて立ち上がる。

　それを横目に、篤志は腰にエプロンを巻いてカウンターに立つのだった。




　仕事の支し度たくを始めると、背後の壁に不自然な空白ができていた。

　この店ではカウンターの壁が丸々食器棚になっており、そこに美しいカップが規則正しく並べられているのだ。いわばカップも装飾品のひとつなのだが、そのうちのひとつがなくなっているのだ。

　流しシンクに目を向けると、案の定というか汚れたカップが転がっていた。恐らく庄太郎が飲んだものだろう。

　じとっと庄太郎を睨むと、彼はペタンと額ひたいを叩く。

「おっと悪い。片付けておいてくれ」

「悪いとは微み塵じんも思ってませんよね？」

　ため息をつきながらも手際よくカップを洗っていると、庄太郎が業務連絡をする。

「本日の珈琲はお前が適当に決めておけ。あとストレートはマンデリンに続いてコロンビアが品切れだ」

「……ブラジルもあと少しじゃありませんでしたっけ？」

「あと十杯ってところかな。飲むならいまのうちに飲んどけ」

「お客さんのために取っておくとか、補充するとかいう概がい念ねんはないんですか」

　珈琲の種類は産地ごとに分かれている。産地がそのまま珈琲の名になっていて、そのまま淹れたものをストレートと呼ぶ。しかし『ロッコ』のストレート珈琲は品切れのものが多かった。

　──きちんとしたお店なら、品しな薄うすになる前にちゃんと補充するだろうに……。

　店長に小言をもらしながら、カップを綺き麗れいに磨いて棚へと収納する。

　続いて店内に流す音楽を設定し──基本的には篤志が持ち込んだＣＤだ──サイフォンとアルコールランプの手入れを始める。ケルト調のＢＧＭに耳を傾けていると、店の扉が遠えん慮りよがちに開かれた。

　本日最初の客が来てくれたらしい。

　──亜あ理り寿すちゃんだろうな。

　真鍮の鈴の音で篤志には客の顔が想像できた。

「いらっしゃいませ……？」

　そう言って振り返ると、そこにいたのはあの幼い少女ではなかった。

「やあ、このお店は営業中……で、いいんだよね？」

　戸惑い混まじりにそう言ったのは、まだ若い男性客だった。





　　　　　◇






　入ってきた客は青年と呼ぶほど若くはないが、中年と呼ぶほど老ふけてもいない男性だった。三み十そ路じに足を突っ込んでいるかいないかといったところだろう。困ったような笑顔からはなんだか普段から苦労していそうな印象を受ける。

　薄手のジャケットに肩ほどもある長髪。よれたシャツにブラウンの革かわ靴ぐつを履いていて、くだけたその格好は会社員というよりジャズマンかなにかに見えた。

　北は楽器、南は本に埋もれているのがこの街なのだから。

　男性客はザッと店内を見渡してから、カウンター席へと腰をかける。

　──なんというか、勇気のある人だな。

　普通は店員がダラッとカウンターに腰掛けているような店に入ってしまったら、回れ右をするか隅すみっこの席に座るだろう。

　そこで退ひくどころかカウンター席を選んだのだからもはや挑戦者でさえある。

　篤志はそんな客に敬意を払うようにメニューを差し出した。

「ご注文はなんにいたしましょうか？」

「そうだな。……とは言っても、こういう喫茶店に入るのは初めてなんだ。なにがいいかな？」

　厳げん密みつには喫茶店と珈琲店は別物だが、初めてのお客さまにそんなウンチクをぶつけても引かせるだけだ。

　篤志は軽く頷き返してメニューを示す。

「そうですね。気軽に楽しんでいただくなら本日の珈琲などがお勧すすめです。ストレート珈琲ならブラジルを推おしております。あとは、アルコールもご注文いただけますが」

　ここで品切れのストレート以外のものに誘導するのも忘れてはいけない。

　説明を聞いて、男性客は意外そうに目を丸くする。

「喫茶店なのにアルコールもあるのかい？」

「当店は営業免許的には喫茶店ではなく飲食店になりますから」

　喫茶店営業許可ではアルコールが出せないらしいのだが、両者の違いはそれくらいのものだろう。あとは呼び方のイメージくらいのものだ。

　しばらくメニューと睨み合って、男性客は首を横に振った。

「いや、今日は酔よいたい気分じゃないから本日の珈琲というのを頼むよ」

「かしこまりました」

　メニューを回収して、篤志はコーヒーサイフォンの準備に入る。

　男性客は独り言のように呟つぶやいた。

「しかし、この辺りは何度も歩いているんだけど、こんなところに喫茶店があるとは知らなかった」

「よく言われます。表の通りの方に看板でも出した方がいいとは思ってるんですが」

〝この先何メートルで珈琲店『ロッコ』〟という具合の看板だ。大通りに設置すれば少しは効果があると思うのだが。

「まあ、そうするといろいろ手続きが面倒でね」

　責任者がこんな寝言を呟くために一向に実現できないのだった。

　もちろん、看板一枚設置するにも法的な手続きや料金というものが発生するのだが、それをやるのが店長の仕事だろうに。

　──働いてください。責任者はあなたでしょう？

　男性客の意識が自分から外れているのを確かめてから、篤志は苛か烈れつに庄太郎を睨みつけた。

　視線だけで射い殺ころせそうな眼まな差ざしに、駄目な大人はビクリと身を震わせる。

「……？　どうかしたのかい？」

「い、いやあ、なぜか天から怒りの声のようなものが聞こえてね！　ははは……」

「はあ」

　男性客は怪け訝げんそうな顔をしていたが、彼が体を正面に向けるころには篤志も温おん和わな笑顔を貼はり付けていた。

「どうぞ。本日の珈琲──当店オリジナルブレンドになります」

「ああ、ありがとう」

　この珈琲は篤志の自信作だ。

　男性客も口を付けようとして、まずはその香りにため息を漏もらす。

「へえ、やっぱりちゃんとしたお店の珈琲は香りも違うんだね」

「恐きよう縮しゆくです」

　褒ほめ言葉は素直に嬉うれしい。頭を下げて返しつつ、横目で庄太郎を睨みつける。

　──きちんとした店に見えるんだから庄太郎さんもきちんとしてください。

　目は口ほどにものを言う。庄太郎が額から冷や汗を伝わせていた。

　そんな密ひそかな戦いを繰り広げる間に、男性客は満足そうにカップを傾けていた。

「うん。美う味まいな。こんな珈琲を飲めたのが今日だったのは幸運だ」

「……？　とおっしゃいますと？」

「あ、いや……」

　男性客はうっかりしていたというふうに口を押さえるが、やがて躊躇ためらいがちに訊きいてくる。

「そうだな。店員さんは、今日が人生最後の日だったらなにを食べたいとか、そういうのはあるかい？」

「それは……難しい質問ですね」

　とうとつな質問に、篤志は腕を組んで頭を捻ひねる。

　庄太郎が呆れたような顔をした。

「なんだ、死刑囚みたいなことを言うな」

「ちょっと庄太郎さん、お客さんに失礼ですよ」

　人前だが、さすがに諫いさめる声を上げると客はなんでもなさそうに首を横に振る。

「いや、いまのは俺の訊き方が悪かった。気にしないでくれ」

　それから、カップの中の珈琲を揺ゆらす。

「ただ単に、それくらい美味しかったというだけだよ」

　男性客は苦笑するが、その顔を見るとなぜか不安が込み上げてきた。

　──この人、自殺を考えてたりするわけじゃないよな？

　初対面の客に失礼かもしれないが、そんなふうに見えた。

　戸と惑まどったものの、篤志はコホンと咳払いをして笑い返す。

「そこまで仰おつしやっていただけるとは光栄です。気に入っていただけたのなら、明日もまたいらっしゃってください。明日は明日で別の珈琲をお淹れしますよ」

　男性客は驚いたようにまばたきをして、それから笑った。

「それは楽しみだ。じゃあ、今日は死なないようにがんばらないとな」

　最後に残った珈琲を飲み干すと、男性客は立ち上がって財布を取り出す。

「美味しい珈琲をありがとう。俺は笹ささ倉くら成せい悟ごというんだ。また寄らせてもらうよ」

「はい。僕は九く条じよう篤志といいます。ありがとうございました」

　会計を済ませると、その男性客は去っていった。

　──明日も、来てくれるといいんだけど……。

　来てくれないと、そのまま死んだのではないかと不安になりそうな客だった。





　　　　　◇






　最初の男性客が帰ってから数分ほど経たつと、入れ替わるようにまた真鍮の鈴が鳴った。

　目を向けると、飴色の扉を重たそうに開いてひとりの少女が立っていた。

　わずかに息を切らせながらもまるで変わらない表情。真まっ赤かなカチューシャとケルト十字のイヤリング。

　今度こそ亜理寿だ。

「いらっしゃいませ、亜理寿ちゃん」

　時計を見ればまだ十一時半。小学校では四時間目が始まっているころだろう。もちろん本日は平日である。

　なのに小学生の亜理寿は堂々と珈琲店の扉を叩いていた。

　篤志に顔を向けると、ペコリと頭を下げる。

「おはようございます、篤志さん」

「おはよう。今日も早いね」

　篤志が笑い返すと、庄太郎が胡う乱ろんげな顔をする。

「亜理寿……。俺には、挨拶ないの？」

「はい。ありません」

　ピクリとも表情を変えず、幼い少女は淡たん々たんと告つげた。

　うぐっと怯ひるみながらも庄太郎は負けじと言い返す。

「というかお前、いつも篤志がシフトに入ってから来るよなあ。んん？　なんでだ？」

　どちらが子供かわからなくなるような言動に、亜理寿は無感動にこう答えた。




「美味しい珈琲を飲める時間がわかっているのに、不ま味ずい珈琲しか飲めない時間に来る意味があるんですか？」




「ぎゅはっ？」

　胸を押さえて庄太郎が悶もん絶ぜつした。

　──まあ、この人の珈琲、本当にひどい味だからなあ……。

　客どころか他人に出せる味ではない。苦いとか薄いとかそういう次元の話ではなく、胃が爛ただれるような不快な刺激なのだ。篤志もひと口飲んだだけで涙が滲にじんだ。

　庄太郎自身、なりゆきでこの店を相続したらしいので仕方がないのかもしれないが、それでももう少しまともな珈琲を淹れられないものかと思う。

　亜理寿は庄太郎の祖父が経営していたころからの常連客だという。

　突然行きつけの店の店主が違う人間になって、味も落ちたのでは文句のひとつくらいは言いたくなるだろう。

「まあ、おじいさんの珈琲も負けず劣おとらずひどい味でしたけど」

　……前の店主も、庄太郎似だったようだ。

　小学生に言い負かされた可か哀わい相そうな大人を横目に、篤志は口を開く。

「それより、そんなところに立っていると疲れるだろう？　いつもの席、空あいてるよ」

　いつもの席どころか、ひとつとして席は埋うまっていないが。

　庄太郎と言い争っても不毛だとはわかっているのだろう。亜理寿は篤志に体を向けてペコリと腰を折った。

「失礼しました。本日の珈琲をお願いします」

　このメニューは日替わり珈琲と言うべきか、毎日種類の変わる珈琲だ。客にいろんな味を楽しんでもらいたいというのが本来の趣しゆ旨しなのだが、庄太郎は『在庫の偏かたより解消』などと身も蓋ふたもないことを言う。

　だから篤志はせめて一杯一杯丁てい寧ねいに淹れようと心がけている。

　注文を済ませると、亜理寿は窓際の席へと腰掛ける。扉から一番遠い隅っこで、ここが彼女の指定席だった。庄太郎も泣きべそをかきながらカウンター席に腰掛けると、またしても新聞を開いてしまう。

　それを眺めながら、篤志は新しいコーヒーサイフォンを取り出す。また珈琲豆を挽ひくところから始めると、五分と経たず店内にほろ苦い香りが広がった。

　珈琲が出来上がるとトレイに角砂糖とミルクの小こ瓶びんを載せ、小さな常連客の席へと向かう。

「お待たせいたしました。本日の珈琲です」

　亜理寿は左右で色の違う瞳をじっと向けてくる。

　今日も銘めい当あてをしたいのだろう。篤志も慣なれた調子でテーブルへカップを並べていく。

　サイフォンから珈琲を注ぐと、亜理寿は改まった様子でカップを手に取った。

「………………」

　亜理寿の眉まゆが難しそうに跳はね上あがる。

　──今日のはブレンドだからなあ。

　それも篤志のオリジナルである。香りだけで配合まで当てるのはプロの珈琲係バリスタでも難しいだろう。

　すぐに銘を当てられない亜理寿に、庄太郎がからかうような声を上げる。

「お、珍しいな。今日のはわからないのか？」

「庄太郎さんはわかるんですか？」

「はっは、なに言ってんだ。飲んだってなんの珈琲かわからねえのに、においだけでわかるわけないだろう？」

「なら黙だまっていてください」

　ピシャリと言い放つと、亜理寿はカップに唇くちびるを近づける。

「砂糖やミルクは入れなくていいのかい？」

「大丈夫です。銘を当てるんですから」

　そう言ってちろりと舌した先さきで舐なめるようにブラックのままの珈琲を口に含む。

　苦そうに眉み間けんにしわを寄せながらも、亜理寿はハッとしてまばたきをした。




「これ、篤志さんが初めて入れてくれたときの珈琲です」




　完璧な正解を言い当てられ、篤志は口笛を吹いた。

「正解。よく覚えてたね」

「忘れるはずがないです。わたしにとっては運命の一杯だったんですから」

　なにやら恥ずかしいことを言われているような気がするが、篤志は初対面のときのことを思い出す。




　当時、篤志は一浪が決まった直後で生活費を得えるためのアルバイトを探していた。

　フラリと迷い込んだ通りで、張り出されていたアルバイトの募集を見て、そのまま店に入った。

　そのときもすでに亜理寿はいつもの席に座っていたのだが、なにをどうしたのか面接代わりに彼女に珈琲を入れることになった。

　もともと篤志は自分でブレンドを配合するくらいには珈琲好きだったが、これにはさすがに躊ちゆう躇ちよした。しかしだんだん入れてみないことには店からも出してもらえないような雰囲気になっていき、観念して一番自信のある一杯を入れたのだ。

　篤志の珈琲をひと口飲むや否いなや、亜理寿はガタリと立ち上がってこう宣言した。

　──採用です。この人以外には考えられません──

　そして、そのままなし崩くずしに珈琲係バリスタにされたのだった。




　そんなわけで、篤志がここで働くきっかけを作ったのは亜理寿なのだ。

　彼女もそのときのことを思い出したのか、ほうっとため息を漏らす。

「まさにひと目め惚ぼれでした」

「女の子がそういうセリフを簡単に口にしたら駄目だよ？」

　篤志は珈琲の話だと理解しているが、万が一学校で口にしたら近くにいた男子生徒は可哀相な勘かん違ちがいをしてしまうだろう。

　小学校高学年は男女で対立が起こりやすい時期ではあるが、それはお互たがいへの関心の裏返しでもあるのだから。

「でも、事実です。あのときのわたしには、この一杯は本当に救いだったんですから」

　言いながら亜理寿は愛いとおしそうにカップの縁ふちを指先で撫なでていた。

　表情は硬く口数も少ないこの少女だが、珈琲のことになるとよくしゃべる。

　──それは庄太郎さんの珈琲飲んだあとならどんな珈琲でも美味しいと思うよ。

　あの不味い珈琲を出されるとわかっていながら、先代のころから通い詰めている理由も気になる。というかもっと美味しい珈琲を飲ませてあげたい。

　それに彼女と珈琲の話をするのは純粋に楽しくもある。

　いつの間にか、篤志もこの少女が珈琲店に来るのを楽しみにしていた。

　それでも──ただの珈琲係バリスタと常連客──ちょっと親しいだけの他人──それだけの関係だった。

　この日までは。

　──しかし、それにしたって学校はどうしてるんだろうな……。

　亜理寿は珈琲に角砂糖をみっつとミルクを加え、満足そうにそれを味わう。

　いつもなら篤志はここでカウンターに戻るのだが、遠慮がちに問いかけてみた。

「それはそうと、今日も学校はお休みかい、亜理寿ちゃん？」

　庄太郎からは亜理寿のことは気にしなくていいと言われているが、だからといって放っておけるはずもない。

　亜理寿は薄い胸を張って頷く。

「ご心配なさらずとも、成績に支し障しようが出ない程度には出席しているので大丈夫です」

「そうなの？」

「はい。そうなんです」

　あまり踏み込むべきではないのだろうか。

　曖あい昧まいに笑い返すと、亜理寿も小首を傾げた。

「篤志さんこそ、勉強は大丈夫なんですか？」

「まあ、僕の方は無理のある進学先じゃないからね。学力が落ちない程度に勉強していれば大丈夫だよ」

　篤志は大学入試に失敗した身で浪人中だった。生活費のために働いてはいるが、家に帰ったら参考書や問題集との睨めっこをしている。

　──このままここに就職してもいいような気もするが。

　庄太郎は駄目な大人ではあるが、悪い人間ではない。忙しくなるほど客が入ることもなく、なんだかんだで、居心地はよいのだ。

　しかし就職を決断するには店の経営状態が不安すぎる。

　そんな篤志の葛かつ藤とうをよそに、亜理寿は満足そうに呟いた。

「これからもこの珈琲が飲めそうで安心しました」

「気に入ってもらえて嬉しいよ」

　こうして話していても、亜理寿の表情はほとんど変わらない。よく見ると眉が揺れたりもしているが、その程度である。表情筋が固まってしまっているのではないかと心配になるほどだ。

　そんな横顔を眺めて、ふと不安が込み上げてきた。

　──まさか、学校でいじめに遭あってるわけじゃないよな？

　このひと月の間で、亜理寿がまともに学校へ行ったのはせいぜい四、五日程度だ。学校にも行かずこんなところに入いり浸びたっている小学生を見れば、心配にもなる。学校に行きたくない理由でもあるのではないだろうか。

　篤志は思いきって問いかけてみた。

「ところで亜理寿ちゃんは、困っていることとか悩みとかはないのかい？」

「……？　どうしたんですか、急に？」

「いや、少し気になってね」

　面と向かってイジメられているのかなどと訊けるほど、篤志も無神経ではない。かといって器用でもないので、こんな訊き方が精一杯だったのだ。

　少し悩む素そ振ぶりを見せてから、亜理寿はふむと頷く。

「そうですね。最近の悩みなら、ひとつだけあります」

「どんなことだい？」

　できるだけ柔やわらかく問いかけると、亜理寿は無表情のままこう呟いた。




「ある人から、人を殺してほしいようなことを言われました。断ると今度はわたしが殺されてしまうそうで、少しだけ困っています」




「……ふぁっ？」

　動どう揺ようのあまり、奇妙な声が出てしまった。

　それでも理性をたたき起こして声を絞り出す。

「え、ええっと、友達との、口論で……とか、かな？」

「一般的な見方をすれば、相手は大人の方になると思います」

　そう言って亜理寿は首を横に振る。

　しかし亜理寿は冗談を言っているわけではなさそうで、眉根にしわを寄せて言う。

「悪い人ではなさそうなんですが、かといって言われた通りにするわけにもいきませんし、でも断るのも難しそうで……大人なら、こういうときはどう対処するものなんでしょうか」

「それは大人とか子供とかいう次元の話じゃないぞ！」

　こんな小さな女の子を相手に大人が殺せだとか殺すだとか、脅きよう迫はく以外の何物でもない。

　勤務中ではあるが、篤志はポケットから携帯電話を取り出す。折りたたみ式の古い型のものだ。

「とにかく警察に通報しよう」

「あ、それはちょっと困ります──」

　亜理寿がなにか言いかけていたが、篤志は一一○番にコールしようとする。

　と、その携帯を横から伸びた手に取りあげられた。

「おいおい、落ち着けって。小学生が警察なんて呼ばれたら明日から学校でいじめ確定だぞ？」

　庄太郎だった。いつの間にか新聞を放り出して後ろに立っていた。

「──っ、そんなこと言ってる場合じゃないでしょう？」

「あーもう、わかったからお前はちょっと黙ってろ。こいつが口下手なのは篤志も知ってるだろうが」

「口下手……？」

　篤志を押おし退のけて、庄太郎は亜理寿に目を向ける。

「亜理寿、お前ももう少し言い方ってもんを気を付けろ。篤志が勘違いしちまったじゃねえか」

「……はい」

　珍しく、亜理寿はおとなしく庄太郎に頷いた。

　その反応から、篤志も自分が思い違いをしているのではないかと感じ始めた。

　先ほども〝ひと目惚れ〟などと、他人が聞いたら激しく勘違いをしそうな言葉をもらしていたのだから。

　──本当に殺されそうってわけじゃないのか……？

　考えてみれば当たり前のことではある。命の危険に晒さらされているなら、いくら亜理寿でもこんな平然としているわけがない。

　それから、庄太郎は目を細めて亜理寿に問いかける。

「亜理寿、本当に困ってるんなら断れ。あとのことなんぞ気にしなくていい。だが引き受けるつもりがあるんなら、こんなところで珈琲なんか飲んでないでやるべきことを尽つくせ」

　小学生の少女に向けるにはあまりに厳しいひと言だ。

　だが、亜理寿は反論ひとつなく頷き返した。

「……はい」

　それから、庄太郎はようやく篤志に携帯電話を放って返す。

「ほらよ。あと、心配するのはわからんでもないが、これは亜理寿の問題だ。お前が口を出すようなことじゃない」

「……なに言ってるんですか。そんなわけにはいかないじゃないですか」

　殺されるというのは勘違いなのかもしれない。それでも篤志には無視できることではなかった。

　喰くってかかると、篤志の裾すそを亜理寿が引っ張る。

「いいんです、篤志さん。今回は、この人が正しいですから」

「でも──」

　亜理寿は言葉を遮さえぎるように珈琲を飲み干す。

「ごちそうさまでした。今日はもう帰ります」

　少女はきっかり代金分の小銭をテーブルに置くと、言葉通り帰っていってしまった。




　小さな背中が見えなくなって、篤志は庄太郎を睨む。

「……庄太郎さん、ちょっと冷たすぎやしませんか？　なにがあったのかは知りませんけど、亜理寿ちゃんはまだ十歳なんですよ」

「十歳でも一人前のガキはいるだろ？」

「だからって亜理寿ちゃんにそれを強要していいって言うんですか？」

「客のプライバシーに首を突っ込むのは珈琲係バリスタの仕事じゃねえと言ってるんだよ」

　篤志は言葉を詰まらせる。

　庄太郎の言葉は、確かに正しい。

　善意の押し付けほど醜しゆう悪あくな悪意はない。

　客のプライベートまで踏み込むのは、世話焼きではなくただのお節せつ介かい、行きすぎた行為だ。それを正義だと主張するようになったら、それは善人ではなく無自覚な悪党でしかない。

　──それでも、あんな小さい子が大の大人から誰かを殺せだとか殺すだとか言われたなんて聞いて、放っておけるわけないだろう！

　それに、先に問いかけたのは篤志の方なのだ。

　困ったことはないかと。

　歯を食いしばって睨み返すと、庄太郎はそれを面白がるように口の端はを吊つり上げた。

　それからさもどうでもよさそうに呟く。

「あー、あー、俺は大人だからな。そんな関わるべきじゃないことには関わらねえからな。お前が亜理寿にかまうってんならお前にだって関わらねえ」

「あんたなあ……っ？」

　さすがに怒りをあらわにする篤志に、庄太郎はどこか棒読みな口調で続ける。




「だから亜理寿を脅迫したような犯人がいるなら、きっといまもあいつの側そばをうろちょろしてるだろうとか、バイトが仕事をサボって外をうろつこうが知ったことじゃねえ」




「なっ、亜理寿ちゃんがつけ回されてるってこと……いや、え？　サボるって？」

　無責任な言動に怒りを募つのらせ……かけて、篤志は困惑した。

「あの、庄太郎さん……？」

「あー、面倒くせえ。どうせ亜理寿のやつは歩くの遅おせえからいま追いかけたらまだ見つけられるんだろうけど、面倒くせえから俺はいかねえ」

　そのまま「どっこいしょ」と声を上げてカウンター席に腰掛け、競馬新聞を読み始めてしまう。まるで篤志の姿など視界に入っていないと主張するように。

　──ええっと、これは、気になるんなら追いかけてやれって言ってるのか？

　しかも脅迫犯の手がかりまで教えてくれるとは。

　それに助けるつもりがあるのならどうして自分で行かないのだろう。はなはだ疑問ではあるがいまなら亜理寿を追いかけられる。

　そのまま駆け出そうとして、篤志は足を止めた。

　庄太郎に向かって、一度だけペコリと頭を下げ、それから全速力で亜理寿を追いかけるのだった。

「……亜理寿を助けるってのは、なかなか骨の折れる仕事だぞ、篤志」

　店内にひとり残った庄太郎がそんなことを呟くが、篤志の耳には届かなかった。





　　　　　◇






　店の扉を開けて左右を見渡すと、大通りに向かおうとする亜理寿の背中を見つけることができた。

「亜理──……」

　声をかけようとして、思い留とどまる。

　──声をかけて、どうするんだ？

　亜理寿は自分でなんとかすると言っていた。いまさら事情を訊こうとしても大したことは話してくれないだろう。

　それに篤志が側にいたら脅迫犯も逃げていってしまうかもしれない。

　脅迫犯を捕まえるなりなんなりして、正体を突き止めなければ解決にはならないのだ。

「なら、どうしよう……」

　距離を取って亜理寿を見守るのはどうかと考え──冷静に考えろ。それだと僕が変質者だ──と頭かぶりを振る。

　なるほど、庄太郎が首を突っ込むべきではないと言ったのも一理ある。自分にできることというものが驚くほど思いつかなかった。

　──やっぱり、僕のひとりよがりなのか？

　頭を悩ませながらも、しかしやはり放ってはおけないし他にやりようもない。亜理寿を見失わないように遠目にあとをつけていった。

　大通りに出ると、亜理寿は道を南へと進んでいく。どうやら古書店街の方向に向かっているようだ。

　亜理寿の歩幅は狭せまい。

　同じ方向に足を進める通行人に次々と追い抜かれながら、ゆっくりと、しかし迷いのない足取りで進んでいく。

　──古書店に用があるのか、それともあの辺りに住んでるのか。

　考えてみれば篤志は亜理寿のことをまったく知らない。それは当然のことではあるが、その程度の仲の少女を、あとをつけ回すような真ま似ねまでして気にかけている自分に疑問を抱いた。

　──やっぱり、引き返すべきなんだろうか……。

　余よ計けいなことをしているだけなのかもしれない。

　歩みを止めようとしたところで、篤志はようやく気づいた。

「あれは……？」

　亜理寿は歩くのが遅い。通行人はみんな彼女を追い抜いていってしまうのに、ひとりだけ変わらぬ距離を保ってずっと後ろにいる人物がいるのだ。

　しかも歩くのが遅い老人や子供というわけでもない、若そうな男だ。

　──亜理寿ちゃんを、つけているのか？

　自分も人のことは言えないが、怪しいと感じた。

　亜理寿に合わせているため、男の歩く速度は遅い。篤志は足音を立てないようにして、素早く男の背後に近付いていく。

　いったいどんな悪あつ漢かんなのか、まずはその顔を確かめてやる。

　意気込んで男の肩を摑つかもうとして、篤志はなんだかその背中に見覚えがあるような気がした。




「あれ、笹倉さん……？」




　その正体を思い出したら、自然と名前を呼んでしまっていた。

　男は飛び上がって驚くと、篤志に振り返る。気の弱そうな顔立ちは、紛まぎれもなく先ほど店にやってきた客──笹倉だった。

　──なんで、この人がここに……？

　予よ期きせぬ顔に、頭の中が真っ白になってしまう。

「ええっと、なにをしてるんですか、こんなところで？」

　いきなり『亜理寿をつけ回してなにを企たくらんでいる』などと言えるはずもなく──というより、半なかば思考が停止してしまって篤志はそんなことを問いかける。

　笹倉は苦笑した。

「いや、なにか面白い古書でもないかと探してるんだ。というか他にこの辺りをウロウロする理由があるかい？」

　まるであらかじめ用意されていたセリフのように、滑なめらかな口調だった。

　確かに、と篤志は閉口してしまう。

　こう言われたら篤志も下手なことは訊けなくなってしまう。いまのは動揺せずストレートに問い詰めるべきだったのだろう。

　呻うめいていると、今度は笹倉が首を傾げる。

「君の方こそ……ええと、九条くんだったかな？」

「ええ。篤志でいいです。名字だとなんか堅苦しくて、みんな下の名前で呼ぶんです」

「そうか。じゃあ篤志くん、君こそこんなところでなにをしているんだい？」

　思わず視線を逸そらしそうになるのをグッと堪こらえて、篤志はできるだけ平静を装よそおって口を開く。

「店の珈琲豆の在庫がだいぶ少なくなっているんで、いまはお客さんも少ないことだし発注して来るように言われたんですよ。こういうのは店長にやってもらいたいものなんですけどね。そしたら笹倉さんを見かけたもので」

「はは……。確かに、あまりしっかりした店長さんには見えなかったかな」

　さり気げなく庄太郎に責任を押し付けて、篤志が仕方なさそうな顔をして言うと笹倉もひとまずは納得してくれたようだった。

　実際のところ、こんなところに珈琲豆の問とん屋やは存在しない。あるのは出版社くらいのものだ。もしものときは新しい仕入れ先の資料でも探していることにして誤ご魔ま化かそう。

　ホッと胸をなで下ろしつつ、こっそり亜理寿の姿を探す。こちらの声には気づかなかったのか、どうやらどこかの店に入ったようだ。見えなくなっていた。

　それを確かめながら、篤志はさり気ない口調で言う。

「特に行く所もないのでしたら、歩きながら話しませんか？」

「かまわないが、俺に話せるようなことなんてあるかな？　篤志くんとじゃ歳としもけっこう離れているし」

「この時代ですからね。僕も進学するか就職するか悩んでますし、社会人の方からそういう話を聞ければ励みになります」

「ああ、なるほどね」

　笹倉は人当たりがよくて話しやすい人物だった。

　篤志のどうでもいい質問にも真面目に答えてくれるし、他人の悪口のようなことも言わない。自分も大人になったらこんな人格者になりたいとさえ思えるほどだ。

　──それが、小さな女の子に誰かを殺せだなんて脅迫するものだろうか？

　もしかすると亜理寿の方になにか原因があったのではないだろうか。そんなふうにさえ考えてしまいそうだった。

「──だから俺としては就職を急ぐ理由でもない限りは、大学へ進学を目指した方がいいんじゃないかと思うよ」

　さして親しい間あいだ柄がらでもないのに、笹倉は親身な態度でそう語った。

「もちろん大学を出たからといっていいところに就職できるわけではないけど、大学を出ておかないと就職できないところも多いからね。将来の選択肢はできるだけたくさん用意しておいた方がいい。まあ、俺個人の考え方だけどね」

「あ、ありがとうございます。とても参考になりました」

　なんだか騙だましているような気持ちになってきて、冷や汗混じりにそう返すと笹倉は苦笑した。

「しかし、君は勤勉そうに見えるけどなんで浪人してしまったんだい？　難しいところでも受験したのかな？」

　その言葉に、篤志はうっと言葉を詰まらせる。

「……少し、事件のようなことを起こしてしまいまして、内申に響いてしまったんです」

「そうか……。それは、なんというか不運だったね」

　同情の意を示す笹倉に、篤志はふと気づく。

　──いまなら、探りを入れても不自然じゃないんじゃないか？

　もうこんな機会はないかもしれない。篤志は思いきって問いかけてみた。

「笹倉さんは、許せない相手とか殺してやりたいほど憎い相手なんていますか？」

　その瞬間、温和そうな表情が一気に凍こおりついた。

　笹倉は暗い声で呟く。

「……ああ、いるよ。本当に生きている価値のない、救いようのない人間だ。やつが死ねばよかったんだ」

　篤志は確信してしまった。

　──間違いない。亜理寿ちゃんを脅迫したのは、この人だ。

　ゴクリと咽のどを鳴らして篤志は問い返す。

「なにか、したんですか？　その人は」

「……なにもしなかったからさ」

　仄ほの暗ぐらい憎悪を瞳に揺らして、笹倉は言う。

「誰にだってひとつくらいは大切なものがある。命より大切だというなら命をかけられるだろう。なのに、そいつはそれを見捨てたばかりか、いまものうのうと生きているんだ。許せるわけがない」

　篤志はなにも言葉を返せなかった。

　笹倉の迫力に圧倒されたというのもあるが、それ以上に彼の姿は悲痛だったのだ。

　──この人は、いったいどんな目に遭わされたんだろう……。

　もちろん、殺人を肯定することなどできない。

　それでもどうしたらこの人格者がこれほど他人を憎悪するのか見当もつかない。よほどの理由があるのではないかと思ってしまった。

　そんな篤志の反応に、笹倉はようやく我に返る。

「すまない。おかしなことを言ってしまったね。忘れてくれ」

「い、いえ……」

　そう言って、笹倉は去っていってしまう。

　今度は篤志も追いかける気にはなれなかった。

　しばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていると、不意に後ろから足音が聞こえた。

　振り返ると、そこには──




「篤志さん」




　亜理寿が立っていた。





　　　　　◇






　亜理寿はじっと篤志を見上げる。

　普段から変化に乏とぼしい表情だが、いまのじとっとした眼差しは睨んでいるように見えた。小さな少女は抑よく揚ようのない声で問いかけてくる。

「わたしを、つけていたんですか？」

「ああっと……」

　言い訳をしようと宙ちゆうに視線を彷徨さまよわせ、篤志はうなだれるように肯定した。

「ごめんよ。悪いとは思ったんだけど、気になって……」

　亜理寿は悩む素振りを見せて、ふむと頷く。

「庄太郎さんの差さし金がねですか」

「そういうわけでもないんだけど……」

　確かにきっかけを与えてくれたのは庄太郎だが、追いかけたのは篤志の意志だ。そこを人のせいにするほど、篤志も恥知らずではない。

　なにより、この少女の前でそんな醜みにくい大人の姿は見せたくなかった。

　しかし亜理寿は全て察さつしたというように首を横に振る。

「いいんです。あの人は昔からそういうふうに人を振り回す方でしたから」

「……？　昔からって、あの人が店長になったのって最近じゃなかったのかい？」

　篤志が首を傾げると、亜理寿はハッとしたように口を押さえる。それでも表情はまばたきをしただけで変わっていないのだから逆に器用だった。

　亜理寿はどこか認めたくないように呟く。

「うちの親と、あの人は仲がよかったものですから」

「そうだったんだ。なんというか、大変そうだね」

　以前は庄太郎の祖父が珈琲店の店長だったのだ。その辺りが、亜理寿があの店の常連であることにも関係あるのかもしれない。

　それより、と亜理寿は言う。

「でも、そんなに心配しなくても大丈夫です」

　そう言ってポケットからプラスチックの塊かたまりを取り出す。一昔前の携帯電話のような形をしている。

「いざというときは防犯ブザーこれもありますから」

　身の危険を感じていながら無警戒に歩くほど、亜理寿も不用心ではなかったらしい。抜け目のなさに篤志も少しだけ安心した。

　それから、亜理寿は困ったように眉まゆ根ねにしわを寄せる。

「でも、今回のは本当にひどいと思います。篤志さんまで巻き込むなんて」

「別に巻き込まれたというわけじゃ……」

　亜理寿の力になろうと決めたのは篤志の意志だ。

　そう答えようとすると、亜理寿は言葉を遮るように首を横に振る。

「巻き込まれたんです。たぶん、わたしと篤志さんがここで話しているのは、笹倉さんに見られたと思います」

　その名前に、篤志は表情を険けわしくした。

「……やっぱり、君を脅迫していたのは笹倉さんなんだね？」

「別に脅迫されたわけじゃないです。ただ困ったことを断りようがないように言われただけで……」

「同じことじゃないか。いったい、笹倉さんは君になにを言ったんだい？」

　篤志は中腰になって亜理寿と視線の高さを合わせる。

　瑠る璃りと翠すい玉ぎよくの瞳が真まっ直すぐ自分を見つめていた。

「話してくれないかな。僕でよかったら、だけど」

　真しん摯しな声で問いかける。

　亜理寿は戸惑うように瞳を左右に揺らし、やがて根こん負まけしたように頷いた。

「……わかりました。篤志さんも巻き込まれたわけですし、事情を知っていてくれた方がいいと思いますし」

「さっきも言ったけど、僕は巻き込まれたとは思っていないよ。それに話しているのを見られたくらいでどうだって──」

　篤志の言葉を遮るように、亜理寿は首を横に振った。




「わたしが首を縦に振らなかったとき、篤志さんに危害を加えるとは思いませんか？」




　鋭するどいひと言に、篤志はなにも言い返せなかった。

　そしてその言葉に不安を抱いたのは、自分の身に対してではなかった。

　──この子は、いったいどんな事件に巻き込まれているんだろう……。

　こんな可能性が自然に思いつくほど、危険な状況に身を置いているということだ。

　だから篤志はその瞳から目を逸らさないように、真っ直ぐ頷いた。

「君の力になってあげたいと思ったのは僕の意志だ。庄太郎さんのせいでも亜理寿ちゃんのせいでもない。これからなにが起こったとしても、それは僕が選んだことなんだよ」

　亜理寿はにわかに目を丸くする。

　そして、口の中で転がすように呟く。

「どうして、そこまで……？」

「亜理寿ちゃんは僕の珈琲を美味しそうに飲んでくれる、一番のお客さんじゃないか。困ってると聞いたら助けたいと思うのは自然なことじゃないかな？」

　亜理寿は小さく息を呑んで、それから信じるのを恐れるように問い返す。

「篤志さんは、誰にでもそう言うんですか？」

「どうかな？　でもいまのところ、こんなことを言ったのは君が初めてだよ」

　言ってからふと自分の言動に疑問を抱く。

　──あれ？　これって口く説どいてるようなもんじゃないか？

　天下の往おう来らいで白昼堂々女子小学生を口説く大学浪人生──逮捕拘こう留りゆう待ったなしだ。

　頰ほおに冷や汗が伝うが、亜理寿はキュッと胸を押さえて俯うつむいてしまった。

　それから、篤志の袖そでを摑んでくる。




「……本当は、すごく困ってます。助けてください」




　感情を見せない少女が、初めて口にしてくれた本音だった。

「もちろんだ」

　そう答えた篤志は、自然と亜理寿の頭を撫でていた。





　　　　　◇






　翌日、夕方になったころ、篤志は亜理寿と並んで歩いていた。

　篤志も私服に着替えており、これからある場所へ向かうところだった。『ロッコ』の勤務時間が終わるのを待っていたため、こんな時間になってしまった。

「遅くなってごめんね」

「いえ、お仕事は大切ですから。理由がなんであれ、お仕事をちゃんとしなくなったら庄太郎さんみたいになってしまいます」

　やはり亜理寿から見ても庄太郎は駄目な大人らしい。ちなみに彼は本日も煙草を吸っているか、新聞を読んでいるか、懐中時計のネジを巻いているかの、みっつしかやっていなかった。

　亜理寿は大真面目な様子で首を横に振る。ケルト十字のイヤリングがキラキラと光を反射して揺れた。

　──笹倉さん、今日は来なかったな。

　昨日のことがあるので気まずかったのかもしれないが、おかしなことをしていないか気がかりだった。

　ひとまず、亜理寿は無事なようなのでなにもなかったとは思うが。

　篤志は、昨日の出来事の続きを思い出す。




『わたしの両親は、秘密のお仕事をしていたんです』

　そんなふうに亜理寿は語り始めた。

　──秘密のお仕事って、まさか……。

　殺し屋──現実的ではないとはわかっているが、殺すだの殺せだのという話からどうしてもそんなことを連想してしまった。

『わたしの目、左右で少し色が違うのは篤志さんも気づいてますよね？　これは母が北欧人だったせいなんですけど、だからそのお仕事の才能がわたしにもあるそうで……』

『じゃあ、もしかして笹倉さんも……？』

　コクンと、亜理寿は頷く。

『どこかでお仕事のことを聞きつけてきたんだと思います。いまはもうお仕事は引き受けていないと説明しても納得していただけなくて……』

『それで、君にやれと？』

『……はい。できないのかと訊かれて、とっさにできないと答えられなかったものですから、それで気づかれてしまったみたいです』

　その〝秘密のお仕事〟が具体的にどういうものなのか、亜理寿は語ってはくれなかった。篤志の想像通りなら、こんな幼い少女に言わせるのも酷こくな内容なのだろう。

　そして亜理寿はこう言った。

『今回のことは、笹倉さんに思い直してもらうのが一番だと思います。それで納得してもらうのに〝あるもの〟が必要なんですけど、どうやって手に入れたらいいかわからなくて……』

　だからそれを手に入れるのを、篤志にやってほしいということだった。

　だが、篤志はその会話で気になったのは笹倉のことでも亜理寿の〝秘密のお仕事〟のことでもなかった。

　──亜理寿ちゃんは、両親のことを全部過去形で語るんだな……。

　その両親の仕事を亜理寿が請うけ負おわざるをえないこと、そして幼い彼女が本来助けを求めるべき相手に助けを求めないこと、そこから両親の現在というものに想像がつく。

　つまり──

　──亜理寿ちゃんも、僕と同じだったんだ。

　だから、篤志は彼女を放っておけなかった。




　そうして、亜理寿が言う〝必要なもの〟を探しに行くことになったのだ。

　篤志の仕事の邪魔をするわけにはいかないという、亜理寿の強きよう靱じんな意志によって日を跨またぐことになってしまったが。

「──それで、僕はなにをすればいいんだい？」

　改めてそう訊くと、亜理寿は言葉を詰まらせた。

「……の…………を」

　よほど言いにくいものなのか、亜理寿の声は小さくて聞き取れなかった。

「ごめん、よく聞こえなかったんだけど」

「だから……笹倉さんの……の……を」

　先ほどよりは大きくなったが、やはり肝かん心じんなところが聞こえない。

　篤志が首を傾げていると、亜理寿は観念したようにこう言った。




「笹倉さんが死なせてしまったある人の、遺品を手に入れてほしいんです」




「……へ？」

　これには、篤志も目を見開いた。

「ち、ちょっと待った！　あの人、待ちきれずに人を殺してしまったのかい？」

　それを亜理寿に依頼していたのではなかったのか？

　亜理寿は静かに首を横に振る。

「違います。なんというか、笹倉さんは、本当はその人を助けたかったんだと思います。でも、助けられなかった人はもう、いまから助けることはできないんです。それをわかってもらえたら、この事件は解決すると思うんです」

　まるでとんちのような話だった。

「よくわからないな。やっぱり、詳くわしくは話せないようなことなのかい？」

「……すみません。わたし、説明が下手で」

　別に彼女も隠しているわけではないらしい。どちらかというと、上手く言葉にできないといった様子だ。

　篤志はなんでもなさそうに頷く。

「気にしないでいいよ。いまはやれることをまずやってみよう」

「……はい」

　そうして並んで歩くこと十数分。

　亜理寿が足を止めたのは一軒の民家の前だった。

「ここです」

　壁は白く、二階には大きなバルコニーまである小綺麗な家だ。小さいながらも車庫があり、敷地は優雅な鉄柵で囲われていた。

　車庫に車は見当たらない。家主は留守のようだ。

　それから門のすぐ隣にある標札に目を向け、篤志は目を見開いた。

「ここ……って、笹倉さんの家？」

　そこには間違いなく〝笹倉〟の二文字が刻まれていた。

　──まあ、考えてみれば当然か。

　亜理寿の話では彼が死なせた〝誰か〟というのは、彼が助けたいと思うような大切な相手だったらしいのだ。

　とにかく、この家に忍び込んでその遺品を手に入れなければならない。

　──これってやっぱり、泥棒になるんだよな。

　人の命が懸かかっているとはいえ、これが犯罪だと考えると気後れしてしまう。

　それでも門を開け、家の扉へと手をかける。

「……まあ、開かないよな」

　扉にはやはり鍵がかかっていた。

「まずは、どうにかして鍵を開けないと……」

　そのときだった。

「──うちに、なにか用かな？」

　背後から、そんな声が聞こえた。

「笹倉、さん……」

　この家の主あるじであり、亜理寿を脅おどしている犯人がそこに立っていた。

「なにをしにきたのかは知らないけど、家宅侵入というのは感心しないな」

　それから亜理寿に目を向ける。

　幼い少女は身を震わせて篤志の後ろに隠れた。

「どうやら、依頼を受けに来てくれたというわけじゃなさそうだね」

　亜理寿は篤志の裾をキュッと握にぎり、怖おず怖おずと声を上げた。

「ご依頼は、お受けできないと、言ったはずです」

「そう言われて、納得すると思うかい？」

　それはあの人のよさそうな顔からは想像もつかない、暗い悪意に満ちた顔だった。篤志たちの態度次第では、本当に殺されかねないと感じた。

　──亜理寿ちゃんだけでも逃がさなきゃ……いや、先に進ませなくては！

　そう思ってからの行動は早かった。

「──っ、亜理寿ちゃん、行って！」

　叫んで、篤志はドアノブを捻る。




　ガチンッと鈍にぶい音がして、施せ錠じようされているはずの扉が開いた。




　笹倉だけでなく亜理寿までポカンと口を開く。篤志はその隙すきを逃さず、亜理寿を扉の中に押し込んだ。

「篤志さん！」

「いいから行って」

　そして、扉を守るように篤志は立ちはだかる。

　笹倉は困ったように頭をかいた。

「……おかしいな。鍵はかけていたつもりなんだけど」

「開いていたみたいですよ。少なくとも、いまは普通に開きました」

　ふむ、と笹倉は頷く。

「なにをしたんだ？　もしかしてそれは君が大学受験に落ちる原因になったという事件と、関係があるのかな？」

　図星だった。

　冷や汗を滲ませる篤志に、笹倉は試すように呟く。

「君はその過去を変えられるとしたら、やり直したいとは思わないかい？」

「どういう、意味です……？」

　篤志が眉をひそめると、笹倉は大おお仰ぎように肩を竦める。

「言葉のままの意味だよ。普通なら考えられないことだけど、彼女にはそういうことができる力がある」

「亜理寿ちゃんのことを言っているんですか……？」

　訊き返すと、笹倉は意外そうな顔をした。

「なんだ。知らないで協力していたのかい？　君も物好きだな」

「うちの店、暇ひまなもので」

　せめてもの強がりを返すと、笹倉は歪ゆがんだ笑みを浮かべる。

「俺には娘がいたんだ。妻も早くに亡くなっていてね、娘は俺にとって生いき甲が斐いそのものだった。いつも俺が吹くサックスを嬉しそうに聴いてくれていたんだ」

　そう語る笹倉の顔には、一瞬ではあるが本当に優しそうな姿が見えた。この状況でもそんな表情を見せてしまうほど、大切な存在だったのだろう。

　だが、それゆえに憎悪の色はさらに増す。

　髪を振り乱し、笹倉は叫ぶ。

「なのに、俺はあの子を死なせてしまった。……交通事故だった。あのときいっしょにいてやれば、あんなことにはならなかったはずなのに！」

　胸が裂さけるような声だった。

　気け圧おされて、篤志は息を呑む。

　笹倉が門を潜くぐり、篤志へと近付く。

　いや、篤志の後ろ──扉の奥に隠れた亜理寿の元へと近付いているのだ。

　──ここで言い負かされたら、駄目だ。

　逃げ出したくなる足を踏みしめ、歯を食いしばる。

　そんな篤志の強がりを嘲あざ笑わらうように、笹倉はこう告げた。




「その娘を生き返らせられるかもしれないと知ったら、君なら諦あきらめられるかい？」




　篤志には、笹倉がなにを言っているのか理解できなかった。

　だが、それでも妄想や思い込みで語っているのとは違う、なにか確信めいたものがあった。

　なにより、篤志もこう思ってしまったのだ。

　──亜理寿ちゃんには、なにか不思議なところがある。

　もしかしたら、そんな奇跡みたいなことができるかもしれない、と。

　それを認めないように、篤志は頭を振る。

「なにを、言ってるんですか……？　あんな小さな女の子に、そんなこと……」

「まあ、そう思うよな。俺も最初はそう思っていた。だけど、彼女はできないとは答えなかったよ。まあ、それなりに代だい償しようは必要になるらしいけど」

「──ッ、誰かを殺すっていうのは、そのためですか？」

　笹倉は噴き出す。

「まあ、そういうことだよ。ちょうど、生きていても意味のない人間に心当たりがあるものでね。代わりに死んでもらうことにしたんだ」

　交通事故──笹倉はそう言った。

　──笹倉さんが殺したいのは、その運転手か誰かか？

　憎い相手がいて、その人物を殺せば最愛の娘が帰ってくるとしたら、やらない理由はないだろう。

　少なくとも、笹倉はそれくらいには娘を大切に想っているはずだ。

　──でも、だからってそんなこと認められるわけがない。

　笹倉の話を鵜う呑のみにするつもりはないが、それは結局亜理寿に人殺しの片棒を担かつがせるということだ。

「……そんなこと、許されると思ってるんですか？」

「許すとも。外ほかならぬ、俺が許してるんだからな」

　思わず、篤志は後あと退じさっていた。すぐに後ろの扉にぶつかってしまうが。

　亜理寿を逃がした扉だ。

　──逃げるわけには、いかないよな……。

　篤志は睨み返した。

「あなたの言っていることは半分も理解できませんが、だからって亜理寿ちゃんに人殺しの片棒を担がせることなんてできませんよ」

「まあ、君はそう言うと思っていたよ」

　笹倉の瞳から友情の色が消えた。

「話は終わりだよ。誰にでもひとつは命を懸けられるものがあると言ったよな。俺にはこれがそうなんだ。あの子を取り戻せるんなら、人殺しだって喜んでやるさ」

　笹倉は、懐ふところから光るものを取り出す。

　折りたたみ式ナイフだった。

　小さくとも、刃物だ。

　気圧されてしまった。

　なにより、こんな執しゆう念ねんを向けられたのは初めてだ。

　と、そのときだった。

　後ろの扉が、内側に向かって独りでに開いた。




「篤志さん、見つけました！」




　亜理寿だった。

「いま出てきたら駄目だ！」

　しかし篤志の叫びも虚むなしく、笹倉は亜理寿に飛びかかっていった。

「逃がさないぞ。今度こそ──……え？」

　その顔が、困惑に染まる。

　ナイフを握るその手を、篤志はヒョイと摑んで止めていた。

　それこそ糸くずでも取るような優しさでだ。それでいて、笹倉が押そうが引こうがその腕はピクリとも動かない。

　篤志はその手からそっとナイフを取りあげる。

　笹倉も抵抗しなかったわけではないのだろう。それこそ力の限りで握り締めていたはずだ。なのに、自分から手放してくれたように簡単に取りあげることができた。

　彼は気づいただろう。

　篤志がこじ開けた扉のドアノブが、カラカラと空回りしていることに。鍵は開けられたのではなく、内部の構造をへし折られて意味を失ったのだと。

　すっかり青ざめて、笹倉は篤志を見上げた。

「なにが、どうなって……」




「すみません。僕は、握あく力りよくに少し異常があるんです」




　生まれつきのものではない。いつの間にかこうなっていたのだ。

　異常に気づいたのは、大学受験をひかえた冬の日のことだ。

　そのときも篤志は目の前で暴漢に襲われている学生を見て、助けに入っていた。しかし自分の握力が異常を来きたしていたことに気づいていなかった篤志は、暴漢の腕を握にぎり潰つぶしてしまったのだ。

　正当防衛ですまされる話ではなかった。

　当然、傷害事件として高校にも通報され、その事件は受験にも大きく響いたのだ。




　だから篤志はいまも虫を摘つまむような優しさで笹倉の腕を摑む。怪け我がをさせぬよう、へし折ってしまわぬよう、壊れやすいガラス細工でも扱あつかうように。

　その気遣いと手加減を実感してしまったのだろう。笹倉は動けなくなっていた。

　戦意が失われたことを確かめて、篤志はゆっくりとその手を離す。

　それから、後ろの亜理寿に目を向ける。

　こちらもすっかり硬直してしまっていたが、幼い少女は両手に大きなぬいぐるみを抱えていた。

「それが、遺品なのかい？」

　確かめるように問いかけると、亜理寿も我に返って頷いた。

「はい。これがあれば、大丈夫だと思います」

　亜理寿の翠の瞳が、ほのかに輝いているように見えた。

　小さな少女は真っ直ぐ笹倉を見上げると、毅き然ぜんとした口調でこう言った。

「笹倉さん。わたしにはやっぱり、笹倉さんの依頼を受けることはできません。笹倉さんを殺して笹倉さんの娘さんを生き返らせることはできないです」

　篤志は耳を疑った。

　──笹倉さんを殺す……？　いや、生き返らせるって、本当に？

　笹倉には憎くてたまらない相手がいたのではなかったのか？

　なのに亜理寿が殺さなければいけない相手は笹倉本人だったというのか？

　篤志の頭に疑問が氾はん濫らんするが、亜理寿はそっとぬいぐるみを掲かかげた。

「でも、もう一度だけ会わせてあげることなら、できます」

　すうっと息を吸い、少女は桃もも色いろの唇を震わせた。





『──Hush-a-bye,baby,on theねんねんころりよ tree top,When木のこずえ the wind blows the風が吹いたら cradle will rock揺り籠ゆれる,──』

『──When the bough枝が折れたら breaks the cradle will揺り籠おちる fall,Down will come baby赤ちやん揺り籠,cradle,and allなにもかも.──』






　亜理寿が口ずさんだのは、どこか懐かしい旋律の唄うただった。

　──これ、子守歌かなにかか？

　なぜここでそんな唄を？

　疑問に思ったときには、それは起こっていた。

　タタタッと、小さな足音が響く。

「え……？」

　篤志にはその姿が見えなかった。

　しかし足音は篤志と亜理寿の隣を通り過ぎ、笹倉の胸へと飛び込んだように思えた。

『パパ！』

　そして、そんな声が聞こえる。

　信じられないというように、笹倉が跪ひざまずく。

　そのまま、見えないなにかをかき抱くように両腕を回す。

「美み奈な……」

　笹倉がその名前を口にして、ようやく篤志にもそこにいる小さな女の子の影が見えてきた。

　亜理寿よりも年下だろう。せいぜい、七歳か八歳くらいの子供だ。

　もう離すまいと、笹倉は顔をすり寄せる。

　だが、彼はそうするだけでなにも言わなかった。

　伝えたかった言葉、かけてやりたい声、きっとたくさんあったのだろう。なのに、口を開くことはなかった。

　それは胸が詰まって声が出ないというのとは、なにか違うように見えた。

　そうしていたのは、どれくらいの時間だろうか。

　十秒か一分か、それほど長い時間ではなかったと思う。

　やがて、女の子の姿は霧きりのように霞かすんで消え始めた。

「ああっ……」

　悲痛な声を漏らす笹倉に、女の子は最後にこう言った。




『大好き』




　そして、女の子の姿は消えてしまった。

　全てが夢だったかのように。

　消えた女の子の姿を手た繰ぐり寄よせるように腕をかき、笹倉は顔を覆おおって頽くずおれる。

　かける言葉は、篤志には見つけられなかった。

　キュッと、亜理寿が裾を握ってくる。

「行きましょう、篤志さん」

　声を上げて泣くひとりの父親を置いて、篤志と亜理寿はその場をあとにした。





　　　　　◇






　翌日。

　珈琲店『ロッコ』には篤志ひとりしかいなかった。

　店長の庄太郎は、昨日から店を開けるとすぐどこかへ消えてしまう。篤志と顔を合わせづらいのかもしれないが。

　そして昼を回ったころに、亜理寿は珈琲店『ロッコ』のいつもの席に現れた。

　あのあとなにも語ることなく篤志は亜理寿と別れた。

　なにも、言えなかったのだ。

　もしかするともう『ロッコ』に来てくれないのではないかと思ったが、亜理寿はまたここに来てくれた。

　いつも通り本日の珈琲を運んで、篤志は申し訳なさそうに言う。

「結局、僕は役には立てなかったね」

「……そんなことないです。わたしひとりじゃ、なにもできませんでした」

　そうは言うが、結局解決したのは亜理寿だと思う。

「それで、あのとき亜理寿ちゃんはなにをしたんだい？」

　亜理寿がなにかの唄を歌って、そこにいないはずの女の子が現れた。

　──あの女の子は幻だったのだろうか。

　それにしてはあまりに生々しかった。

　実際に触ふれたわけではないが、呼吸をしているように見えたし、草木のような子供特有のにおいもした。あの子を直接抱きしめた笹倉には、体温まで伝わっていたのではないかと思う。

　亜理寿は口ごもるが、それでも篤志の顔を見上げてコクンと頷く。

「……信じてもらえるかはわかりませんけど、わたしは〝魔法〟というものを使えるんです」

「魔法……？」

「はい。自然とか精霊とか神さまみたいなものから力をわけてもらって、少しだけ摂せつ理りを曲げる方法のことです」

　確かに、あのときの光景は魔法のようにしか見えなかった。

　実際に目の当たりにしたいまでも、にわかに受け入れがたい話ではあるが。

　それでも、と篤志は頷く。

「あんなものを見てしまったら、信じないわけにはいかないな」

　そう言うと、亜理寿もホッとしたように吐と息いきをもらした。

　──ああ、なるほど。魔法なんて言葉を口にできなかったから、あんな曖昧なもの言いしかできなかったのか。

　彼女が口下手というのも、紛らわしさに拍車をかけていたのだろうが。

　亜理寿はカップの持ち手を指で撫でながら言う。

「あのとき見せたのは、厳密には笹倉さんの娘さんご本人じゃありません。遺品ぬいぐるみに残っていた思い出に形を与えただけの、幻なんです」

　そう言ってから、申し訳なさそうにもうひと言つけ足たす。

「……騙したことに、なるのかもしれませんけど」

　幻だったとしても、笹倉にとっては本物の娘との再会だったはずだ。

　それが正しかったのかはわからないが、きっと最良ではあったのだと思う。

　だから篤志は首を横に振った。

「きっと、あれでよかったんだよ」

　笹倉の願いを聞き入れるわけにはいかない。それでも彼のためになにかしてあげようとしたら、他に方法はなかったのだろう。

　それより、と疑問を投げかける。

「じゃあ、本当に死んだ人を生き返らせることもできるのかい？」

「できないです」

「なら、そう言えばよかったじゃないか……」

　亜理寿は首を横に振る。

「でも、方法がないわけじゃなかったんです」

「というと？」

「死んだ人を生き返らせるなんて都合のいい魔法はないです。でも……」

　その続きを口に出すのをためらうように、亜理寿は黙ってしまう。

　それでも、やがて観念したようにこう言った。




「命を入れ替える魔法なら、あるんです」




　篤志は目を見開いた。

「それで、人を殺すなんて話に？」

「はい」

　我が子のために命を投げ出す親というのは、確かに考えられない話ではない。

「でも、それなら亜理寿ちゃんが殺されるというのは……？」

「依頼を受けないならそういうことをすると言われたもので……」

　それが勢いだけの言葉ではないということは、篤志にもわかった。

　──あんな執念を燃やしていたんだ。自分の命だって投げ出せるのに、断った亜理寿ちゃんになにもしないなんてことはないだろう……。

　あるいは殺されるよりも、もっとひどい目に遭わされていたかもしれない。

　改めてその事実に気づき、篤志は自分が亜理寿に協力してやれたことをよかったと思えた。

　それから、根本的な疑問に気づいた。

「でも、そんな力を持っているのなら、亜理寿ちゃんは魔法で自分の身を守ることもできたんじゃないのかい？」

　そう訊くと、亜理寿はその瞳に物もの憂うげな色を浮かべて首を横に振った。

「魔法というのは、人のために使う力です。だから、自分のためには使えないんです」

「それは、魔法使いの決まり事みたいなものかい？」

「決まり事というか、どうしてもそうなってしまうんです」

　自分の言葉の意味を嚙かみしめるように、亜理寿は自分の胸を押さえて語る。

「どんなにすごい力を持っていても、本当に死んだ人を生き返らせられたとしても、わたしが欲しいもののために魔法を使ったらダメなんです。願いが叶かなったように見えても、最後には失われてしまって、絶対に手に入らないんです」

　その答えに、篤志は自分が無神経な質問をしてしまったのだと気づいた。

　──わたしが欲しいもの──

　昼間からこんな喫茶店に入り浸り、両親のことを過去形で話す亜理寿。

　彼女には咽から手が出るほど欲しいものがあるだろうに、魔法でそれを手にすることはできないのだ。

「ごめん。嫌なことを話させたね」

「……そんなこと、ないです」

　話題を変えるように、篤志は別の疑問を口に出す。

「笹倉さんは、あれで諦めてくれたのかな……」

「わかりません。でも、考え直すきっかけくらいにはなったと思います」

　もしも笹倉が諦めず、まだ亜理寿にまとわりつくようなら、篤志も覚悟を決めなければならない。

　──それくらいしか、使い道のない力だからな。

　自分の手の平を見つめる。

　ただ握力が異様に強いというだけの、無意味な力。亜理寿のように誰かを救うことなどできない、ただものを壊すだけの力だ。

　そのときだった。

　カランと鈴の音を響かせ、飴色の扉が開かれる。

「いらっしゃいませ──ッ？」

　振り返って、篤志は顔を強こわ張ばらせることになった。




「笹倉、さん……？」




　そこに立っていたのは、笹倉だった。

　彼は疲れたように微笑む。

「そう身構えなくても、もう亜理寿くんになにかするつもりはないよ」

　それからカウンター席に目を向ける。

「また珈琲を飲みに来ると約束していたのを思い出してね。……かまわないかな？」

「え、ええ……」

　篤志は亜理寿に視線を向けてから、カウンターの中に戻る。

「ご注文は、なんになさいますか？」

「そうだね……。とは言っても、相変わらずこういう店は不慣れなものでね。この前と同じ珈琲をいただけるかな」

「かしこまりました」

　本日の珈琲はコロンビアのストレートだ。あの日、笹倉に振る舞ったブレンド珈琲はメニューにないが、篤志は慣れた手つきで同じ珈琲を注ぐ。

　笹倉はカップを手に取ると、ゆっくり香りを味わってから口をつける。

「やはり、ここの珈琲が一番だ」

　そういう顔は、本当に満足そうだった。

　先日の鬼気迫る姿の彼とは別人のようである。

　──なんていうか、憑つきものが落ちたみたいだ……。

　この男の中でどんな変化があったのか、問いかけずにはいられなかった。

「あの、笹倉さん。あなたは、これからどうするつもりなんですか？」

　彼は亜理寿を狙ねらうつもりはないと言った。

　しかし、だからといって亡くなった娘のことを諦めるとも思えない。

　笹倉は深いため息をもらすと、テーブルの上で腕を組んだ。

「そうだね……。どうしようか、まだ決めていない」

　ただ、と彼は続ける。

「親というのは、やはり自分の子供が可か愛わいいものだ。子供のためならなんでもしてあげたいと思ってしまう生き物なんだ」

　それは、あの日の笹倉の姿を見れば嫌というほどわかる。

　では、また亜理寿を狙うようになってしまうのではないだろうか。

「だけどね、同時に親っていうのはこうも思っているものなんだよ」

　笹倉は真っ直ぐ篤志を見上げ、そして壁際に座る亜理寿の顔を見つめる。




「我が子が誇ほこれる親でありたい」




　考えもしなかった言葉に、篤志は目を丸くした。

「誇れる親……ですか？」

「ああ。尊敬されたいというのは少し違うかな。この人が自分の親でよかった、そんなふうに思ってくれる人間でありたい。親っていうのはそういうものじゃないかと、俺は思っている」

　それから、後悔の滲んだため息をもらす。

「あのとき、美奈ともう一度会えたとき、俺はあの子になにも言ってやれなかった。あの子のためと言いながら、自分がやろうとしていたことを考えたら、なにも言えなかったんだ」

　それは、きっと笹倉が思う〝誇れる親〟の姿ではなかったのだ。

「それでも、あの子は俺のことを大好きだと言ってくれた。そしたら、なんだか恥ずかしくなってしまってね」

　カップを傾けて、笹倉は微笑む。

　その顔から、以前のような負の感情は見み出いだすことができなかった。

「最後まで駄目な親だったけど、せめてあの子が恥じないでいられる人間でいようと思う。だから、恥知らずな真似はもうやめることにした」

　その気持ちは、篤志にもわかるような気がした。

　──僕も、父さんや母さんが恥じない息子でありたい。

　彼らがいなくなってから、余計にそう思うようになった。

　笹倉のそれは、篤志よりももっと強い気持ちなのかもしれないが。

　そして、笹倉は体ごと亜理寿に向き直る。

「亜理寿くんにも、すまなかった。娘と大して歳の変わらない子供に、俺はとんでもないことをした。許してくれとは言わないが、謝らせてくれ」

「……いえ」

　亜理寿は硬い表情のまま、小さく頷き返す。

　ふたりの間から、ようやく緊張が解けたように見えた。その様子から、ようやくこの事件は解決したのだと感じた。

　体から力が抜けて、篤志は言う。

「珈琲、お代わりはいかがですか？」

　笹倉のカップには、もうひと口分ほどの珈琲しか残っていなかった。

　カップを見つめて、笹倉は首を横に振る。

「いや、長居をするつもりはないから遠慮するよ」

　それから、改めて篤志に目を向ける。

「ああ、そうだ。ひとつだけ聞いておきたいことがあったんだ」

「なんでしょうか？」

　首を傾げると、笹倉は真面目な表情で口を開く。

「うちの扉だけど、ドアノブごと鍵がねじ切られていた。普通の人間の力じゃない。君も、そっちの人間なのかい？」

「……いえ。自分でも、なんでこんなことになっているのかはわからないんですよ」

　きっかけに思える事件はあった。この力に気づく少し前に、忘れがたい事件が起こったのだ。

　だが、原因となると皆目見当もつかない。

　これが一過性のものなのか、それとももとには戻らないのか、それさえも篤志にはわからないのだ。

　そうか、と笹倉は俯く。

「だが、力を持ってはいたわけだ。なあ、篤志くん。君にはあんな力があるのに、どうして初めから俺を取り押さえようとしなかったんだい？　それに、あのときの君は震えていた」

「いきなり力尽くで言うことを聞かせるなんて、ただの暴漢じゃないですか……」

　呆れた顔で答えると、笹倉も「確かに」と笑う。

「じゃあ、震えていたのは？　力を振るうのを我慢していたからかな」

　あのとき、亜理寿を庇かばって笹倉と対たい峙じした篤志は無ぶ様ざまに震えていたのだ。

　答えにくいことばかりずけずけと指摘され、篤志も渋じゆう面めんを浮かべる。

　それでも、やがて観念したように口を開いた。




「目の前にあんなに怒ってる人がいたら、普通は怖くないですか？」




　笹倉は目を丸くした。

「なんというか、君は本当に〝普通〟なんだね」

「面目ないです」

　無個性と言われたような気がして肩を落とすと、笹倉は首を横に振った。

「それは恐らく、美徳なんだと思うよ」

　そう言ってカップに残った最後の珈琲を飲み干すと、笹倉はようやく席を立った。

「珈琲、美味しかったよ。また、気が向いたら寄らせてもらおうかな」

「いつでもお待ちしております」

　去っていく男の背中は、しっかりと背筋が伸びた立派なものだった。

　きっと、あれが父親の背中なのだろうと、篤志は少し憧あこがれを抱いた。





　　　　　◇






「よお、なんとか事件は解決したみたいだな？」

　笹倉が帰ってしばらくすると、庄太郎が店に顔を出した。

「庄太郎さん、いままでなにをやってたんですか……？」

　篤志が呆れた顔をすると、庄太郎は肩を竦める。

「まあ、なんだ？　昔から可愛い子には旅をさせろって言うじゃないか」

「庄太郎さんに可愛い子と言われても気味が悪いだけなんですが」

　真顔で返すと、庄太郎は仕方なさそうに肩を竦める。

「ま、これでお前は亜理寿の〝秘密の顔〟ってやつを知ったわけだ。……どうだ？　それでもお前はこれまでと同じように接せられるのか？」

「当たり前じゃないですか。亜理寿ちゃんが店に来なくなったら、この店は潰れます」

　笹倉はまた来てくれるとは言ったが、常連客と呼べるような客は未だに亜理寿ただひとりだ。

　──それに、余計に放っておけなくなった。

　魔法使いだかなんだか知らないが、彼女は周りに頼れる人間がいないのだ。

　自分がなんとかしてやらなければと、これまでになく強く思った。

「そうかそうか」

　満足そうに頷いて、庄太郎はこう言った。




「なら、亜理寿のことはお前に任まかせる」




「……は？」

　それは自分の耳を疑うたがったわけではなく、なんでこの人こんな偉えらそうなこと言ってるんだという〝は？〟だった。

　篤志の冷たい視線をものともせず、庄太郎はバンバンと肩を叩いてくる。

「亜理寿には力がある。〝秘密の仕事〟を依頼するやつはまた来る。こいつが引き受けるつもりがなくともな。だが、それを自分ひとりで解決するには、亜理寿はまだ幼すぎる。だから側にいてやってくれる誰かがいないもんかと探してたわけだ」

　篤志はゴクリと咽を鳴らした。

　なにもかもが解決したような気分になっていたが、それは間違いだ。

　これは始まりに過ぎない。

　笹倉のような人間はまたやってくる。亜理寿が魔法使いである以上、それは必然だ。

　それを思い知らされた。

　だが、納得はいかない。

「……それがわかっているなら、どうして庄太郎さんは助けてあげないんですか？」

「いやまあ、保護者だからって常にべったりってのも気持ちの悪い話だろう？　パートナーってのは、きちんと外で探すべきなんだよ」

「パートナーって……いや、保護者っ？」

　亜理寿に目を向けると、沈ちん痛つうそうに頷いた。表情は変わっていないというのに、恐ろしく不服そうな意志が伝わってくる。

「不本意ながら、書類上はそうなっています」

「噓うそだろ……」

　小学生の保護者として、これほど不適切な大人は見たことがない。

　そんな反応に、庄太郎はなぜか気をよくしたようにこう続けた。

「さらに言うと、俺は亜理寿の師し匠しようでもある」

「……はあ？」

　篤志が耳を疑うと、亜理寿が耐たえきれなくなったように顔を覆う。

「え、まさか……」

「……すみません。事実です」

　屈くつ辱じよくと哀かなしみの入り混じった声だった。果たして、いまの亜理寿はいつものような無表情でいるのだろうか。

　気がついたときには、篤志は亜理寿の肩を抱いていた。とにかく、なにか慰なぐさめてやりたかったのだ。

　なのにこの駄目な大人は悪びれた様子もなく告げる。

「まあ、そんなわけだ。頼むわ篤志」

「いや、それは構いませんけど……じゃない！　なにを無責任なこと言ってるんですか。保護者ならきちんと亜理寿ちゃんのことを考えてあげてください」

「俺がガキの子守りなんかできる人間に見えるのか？」

「見えないから努力しろと言ってるんです！」

　頭を抱えていると、いつの間にか亜理寿がすぐ側に立っていた。

「篤志さん……」

　どこまでも心細そうな声だった。

　──そんな声を出されたら、放っておけないじゃないか……。

　とうとう、篤志も肩を落とした。

「……なにをすればいいのかは知りませんけど、わかりましたよ。亜理寿ちゃんがまたお仕事をすることになったら必ず助けてあげます」

「おう！　お前ならそう言ってくれると思ったぜ」

　──この野郎……。

　たっぷりと軽けい蔑べつを込めて睨むが、庄太郎にはまるで通じなかった。

　それから、なにやらもじもじとしている亜理寿に気づく。目が合うと、亜理寿は怖ず怖ずと頭を下げてきた。

「……ふつつか者ですが、よろしくお願いします」

「だから女の子が簡単にそういうセリフを言ったら駄目だってば……」

　確かに、この少女は言葉選びを間違えやすいようだ。

　篤志が指摘すると、亜理寿は不ふ服ふくそうに眉をゆらした。

「……簡単に、ではないのですが」

「……？」

「もう、いいです」

　こうして、篤志にとって亜理寿はただの常連客から、なににも優先して守らなければならない庇ひ護ご対象となったのだった。




























　暗い夜道を、少女は追いかけられていた。

　梅つ雨ゆの湿しつ気けとは無関係に、じっとりとした嫌な視線を感じる。

　それがなんなのかはわからない。

　荒い吐と息いき。地を蹴ける爪の音。そしてなんとも形容しがたい獣けもののような生なま臭ぐささ。とても後ろから迫せまるそれが人間であるとは思えなかった。

　──なんでこんなことに……。

　異変を感じ始めたのは、半年ほど前のことだ。学校帰りのふとした拍ひよう子しに、誰だれかから見られているような感覚に陥おちいったのだ。

　ねっとりとした視線。

　それでも自分を見ているような人間は見つけられず、気のせいだろうと思った。

　だが、次第にその視線は外だけでなく学校や家の中でも感じるようになり、同時におかしなことが起こり始めた。

　風もないのにものが落ちてきたり、ひどいときには突き飛ばされたり。一度などは駅で電車を待っているときに突き飛ばされ、線路に落ちそうになった。

　そして、ついにそれは隠れることをやめて少女に襲いかかってきたのだ。

　──追いつかれたら、殺される！

　光もない、暗くら闇やみの中を必死で駆かけていく。

　いつから走り続けているのか思い出せない。手足の感覚はすでになく、呼吸をするたびに咽のどが焼けるようだ。

　なのに、追いかけてくるなにかは、首筋に息がかかるほどに迫っていた。

　──もう、息が……。

　目の前がぐにゃりと歪ゆがみ足がもつれてしまう。

　と、そこで不意に声が聞こえた。




「──あの、大丈夫ですか？」




　視界が開ける。

　まばゆい光に目を細めると、目の前に誰かが立っているのがわかった。

　やがて、それがひょろりと背の高い青年なのだと気づく。まばゆいと思った光はただの街がい灯とうのようだ。

「立てますか？」

　青年にそう言われて、少女は自分が倒れていることに気づく。

　背筋にまで迫っていた、あの不ぶ気き味みななにかは影も形も見当たらない。心臓はいまもバクバクと鳴っているし、全身が汗でびっしょりと濡ぬれている。

　だが、全力疾走の直後というほど息は切れていなかった。

「あ、あれ……？」

　追われるうちに気を失ったのだろうか？

　それとも──

　戸と惑まどいながら、少女は身を起こす。

　冷たいアスファルトの上に転がっていたせいか、体のあちこちが軋きしむがその程度だ。怪け我がもなければ衣服が破れているようなこともない。

「夢……？」

　あの目に見えない〝なにか〟に追いつかれたら、殺されると思った。なのに、自分は怪我もなくここにいる。

　青年は首を傾かしげながらも少女に手を差し出し、立ち上がらせてくれた。

「本当に大丈夫ですか？　救急車、呼びましょうか？」

　青年の言葉に周囲を見渡すと、そこは少女の家の近くだとわかった。

　少女は首を横に振る。

「大丈夫です。家は、すぐ近くですから」

　もっとも、帰ったところで誰もいないが……。

　誰かいっしょにいてほしいとは思ったが、通りすがりの青年に家に来てくれと言えるほどの大だい胆たんさは、少女にはない。だから、そんなふうに答えるしかできなかった。

「そう。じゃあ、暗いから気を付けてね」

　心配そうな顔をしながらも、青年はそう言い残して去ろうする。

「あ……」

　呼び止めるつもりはなかった。

　それでも、ついすがるような声が漏もれてしまった。

　青年が振り返る。

「あ、いえ、なんでもないんです！」

　少女がとっさにそう答えると、青年は少し困ったような顔をして頭をかいた。

　それから、仕方なさそうに向き直った。

「あー、ええっと、そうだな……。実はひとりで散歩をしていて暇ひまだったんだ。よかったら、少しいっしょに歩かないか？」

　どうやら家まで送ろうかと言ってくれているらしいが、なんて不器用な言い回しなんだろう。

　少女は思わず噴き出しそうになりながら頷うなずいた。

「すみません。お願いします」

「いや、僕が付き合ってもらうだけだからね」

　そう言って、青年は少女に足を合わせてくれた。家はすぐ側そばだったので、いっしょに歩いた時間はそう長くはなかったが。

「じゃあ、僕はこれで」

　玄関まで送ってくれた青年に、少女は頭を下げる。

「わ、私、緋ひ美み子こって言います。新しん堂どう緋美子です。ありがとうございました。……あの、お兄さんは大学生の方ですか？」

「いや。あいにく、浪人生なんだ」

　そう言って、青年は困ったように笑い返した。

「僕は九く条じようだ。九条篤あつ志し」

　感じのいい人だなと思った。

　だが歳としも違うし、同じ学校に通っているわけでもない。もう会う機会はないだろう。

　そう思っていたのに少女はまた青年と再会することになった。





　　　　　◇






　珈琲コーヒー店てん『ロッコ』。

　本日も静かな店内にはケルト調の音楽が流れ、格こう子しの嵌はまった窓の向こうをたまに通行人が通り過ぎるだけで、時間が止まっているような錯さつ覚かくを抱く。屋根からぶら下がった一枚板の看かん板ばんが風に揺ゆらされ、大時計の振ふり子このようだった。

　窓の向こうを通り過ぎた通行人は、会社員らしい背広姿の中年がふたりと、カジュアルな格好の若者が三人。朝から数えてたったの五人である。

　──あ、六人目だ。

　いま赤い髪の女子高生が通り過ぎて行こうとしていた。そろそろ高校も授業が終わる時間なのだろう。

　──あれ、うちの母校の子だな。

　篤志が卒業した高校の制服だ。面めん識しきはないが、篤志の後こう輩はいということになる。……だからといってお客さんになってくれるというわけではないが。

　女子高生はもちろん『ロッコ』には目もくれずに通り過ぎていく。

　そして変化のない静けさが戻ってきた。

　──せめてＢＧＭくらい変化が欲しいな……。

　店内に流れる音楽も毎日何周も聴き続ければ飽あきもくる。今度、北の楽器店街で──南の古書店街にもたくさんあるが──新しいＣＤでも探そうかと思う。

　コーヒーカップを磨みがきながら、篤志はぼんやりと呟つぶやいた。

「今日は、亜あ理り寿すちゃん来ませんね」

　その呟きに、カウンター席で新聞を広げていた青年が気のない声で答える。『ロッコ』の店長、庄しよう太た郎ろうだ。

「あいつは今日は試験らしいからな。さすがに学校に行ったぞ」

　新聞から顔を上げると、またポケットから懐中時計を取り出してネジを巻き始める。

　どうやらネジ巻きの時間らしい。この駄だ目めな大人にしては驚くほど忠実なことで、よく毎日続けていると思う。よほど大切な時計なのだろう。

　……単に、新しいものを買うのを面倒くさがっているだけかもしれないが。

　不思議そうにその光景を眺ながめながら、篤志はまた独ひとり言のように呟く。

「はあ、いまどきは小学生でもテストがあるもんなんですね」

「亜理寿はあれでいいとこの学校に行ってるからな。あいつがいつも着てるのも制服だろう？」

　亜理寿はいつもセーラー服タイプの制服を身につけている。だから最初は篤志も小さな中学生なのかと思っていたくらいだ。

「そんないいとこの学校を、あんなにサボってて平気なんですか？」

「さあな？　本人が言うには成績はいいから許されてるみたいだったな」

「あー、いつもなにか分厚い本読んでますからね」

　本を読んでいることが頭がいいことに直ちよつ結けつするわけではない。

　だが、あれだけ分厚い本を読んで理解するためにはそれ相応の知識が必要になる。しかも彼女が読んでいる本は洋書であることも多い。洋書の大半は、魔法に関する本だというのだからさらに難解だろう。

　それだけの知識があれば、確かに進学校といえど小学生レベルの課題なら問題なくクリアできるはずだ。

　そんなことを話していると、庄太郎が口元に笑みを浮かべる。

「あれあれ？　なんだなんだ亜理寿が気になって仕方ないって感じだなあ？」

「はあ、というか……」

　篤志は木製の家具が並ぶ店内をグルリと見回す。




「この店、亜理寿ちゃんまで来なくなったら、本当に誰も来ないんだなあって……」




　すでに昼を回った午後二時だというのに、これまでたったひとりの来客もない。

　もはや庄太郎でもいいから話し相手になってもらいたくなるほど、暇なのだ。篤志がぼやきたくなるのも無理はないだろう。

　庄太郎がなってないというように頭かぶりを振る。

「かーっ、篤志。いまから金のことしか考えないようじゃろくな大人になれねえぞ？」

「庄太郎さんは少しくらい売り上げのことを考えてください」

　むしろ金のことを考えなかったからこんな駄目な大人がいるのだ。

　冷たく言い放つと、窓の向こうを七人目の通行人が通り過ぎようとしていた。

　……いや、違う。六人目だ。

　──あれ？　あの子、さっき通り過ぎた子だな。

　篤志の母校の生徒だ。

　あの鮮烈な赤い髪は見間違いではないだろう。道に迷っているのか、キョロキョロしながら行ったりきたりを繰り返している。

　篤志が急に黙だまったことで、庄太郎も新聞から顔を上げる。

「あん？　なんかおもしろいものでもあるのか？」

「いえ、窓の向こうでウロウロしてる子がいるもので」

「迷子か？」

　確かに、ここは通りを外れた脇わき道みちの奧にある。うっかり入り込んでしまったら方ほう角がくを見失うこともあるだろう。

　道くらい教えてあげるべきなのだろうが、そのついでに珈琲の一杯くらい飲んでいってくれないだろうか。このままいくと、本当に本日の来客はゼロ人という悲ひ惨さんな結末が訪れてしまう。

　救いを求めるように少女を見つめて、篤志はふと気づく。

　──あれ？　なんだか見覚えのある顔だな……。

　一応、篤志の母校の生徒だ。どこかですれ違っていてもおかしくはないが、そういうのではなく最近見たような気がする。

　それが誰なのか、とっさには思い出せなくて頭を捻ひねったときだった。

「え──」




　窓の向こうで揺れていた看板が、不意にフックから外れた。




「危ない！」

　店の中でそんな声を上げても届くはずはない。

　篤志が叫んだときには、看板は道行く少女の真上に落下していた。





　　　　　◇






「大変だ！」

「おいおい……」

　慌あわてて篤志はカウンターから飛び出す。さすがに庄太郎も新聞を放り出してそれに続いた。

　飴あめ色いろの扉を開け放つと、少女はうつぶせに倒れていた。可か愛わいらしい学生鞄かばんまで投げ出されてしまっている。

「だ、大丈夫ですか？」

　篤志が助け起こそうとすると、庄太郎がそれを止める。

「頭打ってるなら、下へ手たに動かさねえ方がいいぞ？」

「……確かに」

　意外にも冷静な指摘に、篤志も手を止める。見たところ出血はしていないようだが、果たして無事なのだろうか。

　声をかけると、少女は呻うめきながら目を開けた。

「大丈夫ですか？　頭を打ったようだから、急に動かない方がいいですよ」

「頭……？　私、なにかに、襲われて……」

　恐らく記憶が混乱しているのだろう。少女は怯おびえるように周囲を見渡す。

　篤志は地面に転がった看板を示しめした。

「この看板が落ちてきたんですよ。うちの看板で、本当に申し訳……あれ？」

　そんなやりとりをしていて、篤志はようやく思い出した。数日前も、同じような会話を交かわしたのだ。

「君は、新堂さん……だったかな？」

　新堂緋美子と言っただろうか。

　先日、道ばたで倒れている彼女を見つけて、家まで送ってやったのだ。

「あれ、この前のお兄さん？」

　向こうも篤志の顔に気づいたらしく、ふにゃりと笑った。

「えへへー、またお兄さんに助けてもらいました」

　ただ、その笑顔から思い浮かんだのは〝作り笑い〟という単語だった。

「九条だ。一応、名乗ったはずだけど？」

「はい、九条のお兄さん」

　なんだか調子の狂う子だった。

　庄太郎が怪け訝げんそうな顔をする。

「なんだ、知り合いか？」

「ええ、まあ……」

　本当にただの知り合い以外のなんでもないが。

　なのだが、庄太郎は納得したように頷く。

「そういや、その制服は篤志と同じ学校か」

「……よく覚えてますね」

　庄太郎には面接のときに履り歴れき書を提出している。当然、篤志の卒業校も記載されていたわけだが、彼がそんなことを覚えているとは思わなかった。

　篤志が心底意外そうな顔をすると、庄太郎は渋じゆう面めんを浮かべる。

「お前、俺をなんだと思ってるんだ。そりゃ従業員の履歴くらい覚えておくさ」

　──そういう勤きん勉べんさを、営業に向けようとか思わないですかねえ……。

　感心したような呆あきれたような微妙な視線を送っていると、緋美子が驚いた声を上げる。

「あれ？　お兄さん、緋美子と同じ学校だったんですか？」

「去年度の卒業生だよ。君は……二年かな？」

　タイの色を見て、篤志は言う。

　つまり、篤志が三年のときの一年生だ。

　緋美子はまたふにゃりと笑う。

「えへへー、お兄さんは先せん輩ぱいだったんですね」

「それより、怪我は大丈夫かい？　あまり動かない方がいいよ」

「あー、いつものことなんで大丈夫ですよ」

　緋美子はそう言うと、なんでもなさそうに立ち上がる。

「今回のは比較的軽いやつなんでそこまで痛くないですから」

「いつものことって……」

　風で飛ばされた看板が命中するようなことが〝よくある〟というのは普通ではないと思うのだが……。

　そう考えて、篤志もおかしなことに気づく。

「……風なんて、吹いてませんよね？」

　本日はあいにくの曇くもり空だが、風はない。風でも吹いてくれればこのじめっとした梅雨の湿気も少しはマシになるだろうに。

　庄太郎も、両手で看板を拾い上げて眉まゆをひそめる。

「こっちも、ちょいと揺れたくらいで壊れるような造りじゃねえみたいだがな」

　看板の造り自体はフックに木の板を引っかけるという単純なものだが、それだけにフックが折れでもしない限りそうそう外れるものではないとわかる。

　当然、フックが折れている様子もない。

　篤志と顔を見合わせると、庄太郎は仕方なさそうに言う。

「ま、とにかく嬢じようちゃんに氷でも出してやれ。こんなもんがぶつかってんだから冷やした方がいいだろう」

　そう言って、庄太郎は壁に看板を立てかけて店へと戻っていく。看板を直すために脚立でも取りに行ったのだろう。

　──意外とあの人、こういうときに動じないんだな。

　珍しく働いている店長は存外に頼りになった。

　やればできるのなら普段からきちんとしてもらいたいものだが、いまやるべきことはこの少女の手当てだ。

「とりあえず、中にどうぞ」

　鞄を拾ってやり、店の中に案内する。

　緋美子をカウンター席に座らせると、篤志は氷をタオルで包んで出してやった。学生鞄は隣の席に置いておく。

　大げさですよ、と笑いながら緋美子は氷を後頭部に当てた。

「本当に、大丈夫かい？」

「さっきも言いましたけど、よくあることなんで大丈夫ですよ」

　──だから心配しているんだけど……。

　先日見かけたときは、ずいぶん心細そうにしていた。

　あのときは夜だったというのもあるだろうが、なんというかいまのそれはやせ我が慢まんをしているように見える。

　もちろん、ほとんど初対面の男になにもかも打ち明けるような軽けい率そつな娘こではないのだろうが、このまま〝はいさよなら〟と帰していいものなのか迷った。

　そんなことを考えながら、篤志は自然と珈琲を用意していた。

　熱されたサイフォンの中で湯と珈琲豆が混ざり合い、胸がすくような香りが立つ。

「どうぞ」

「あれ？　緋美子、珈琲なんて注文しましたっけ？」

「いえ、ぶつかったのはうちの看板ですし、ひとまずお詫わびにどうかと。もちろん、サービスですからお代はいりません」

「いいんですか？　えへへ、じゃあいただきます」

　緋美子は砂糖ひとつとミルクを入れると、カップに口をつける。

　その唇くちびるから、ほうっとため息がもれた。

「ふわ、なんかまろやかさというか香ばしさというか、普通の珈琲とはなにかが違いますね先輩！」

「いや、無理して違うとか言わなくていいから」

　亜理寿あたりならともかく、普通の若者はたったひと口で味の違いなどわからないだろう。

　緋美子は苦笑した。

「あはは、バレバレです」

「まあ、美お味いしく飲んでもらえたならなによりです」

　話しながら、篤志は自然と緋美子の髪へ目を向けてしまう。左右でふたつにまとめた赤い髪だ。

　──綺き麗れいな髪だな……。

　視線に気づいたのか、緋美子は前髪を持ち上げる。

「あはは、やっぱりこの髪、似合わないですよねー」

「……？　似合ってるもなにも地毛だろう、それ？」

「ふぇっ？」

　緋美子の髪は生はえ際ぎわから赤いのだ。染そめたものではないだろう。

　──ああ、もしかすると気にしてたのかな？

　髪の色ひとつでも、他の人と違うと苦労があるものかもしれない。

　だから篤志は元気づけるように笑いかけた。

「僕は綺麗な髪だと思うよ」

「……はう」

　緋美子は髪の色に負けず劣おとらず顔を真まっ赤かにしてしまう。

　それから、なにやら慌てた様子で手をパタパタと振る。

「こ、この髪、死んじゃったおじいちゃんが外国の人だったから、それが遺伝しちゃったとかそんな感じらしいんですよね！　だから緋美子も夏休みとかおじいちゃんとこに連れていってもらったりして、けっこうよくしてもらったというか！」

「そ、そうなんだ。おじいさんは、どちらに住んでたんだい？」

「英吉利イギリスです！　ご飯はんはあんま上手じゃなかったですけど、不思議なおもちゃをたくさん持ってて優しい人だったんですよ！」

　その祖そ父ふの料理が下手だったのか英国の料理が不ま味ずかったのかはわからないが、篤志は曖あい昧まいに笑い返した。

　──祖父が英国人ということは、クォーターか。

　どうやら髪のことに触れられて、気が動転してしまったらしい。

　苦笑していると、緋美子も我に返ったらしい。両手でコーヒーカップを包み込むと、ズズッとすすった。

「……なんか、すみません」

「いや、おもしろいお話だったよ」

　それから、窓の向こうに目を向ける。

「そういえば、店の前をウロウロしていたようだけど、なにか探しものかい？」

「あ、いえ、道に迷っちゃって……」

「まあ、そうだろうと思ったよ。ここを出て左に向かうと大通りが見えてくるよ。通りをさらに左に向かえば駅が見えてくるし、右に行けば……」

　篤志は簡単に道を説明する。緋美子の方も通りまで戻れればあとは自分で戻れそうだと言っていた。

　そのときだった。

　なぜかゾワッと背筋に寒気が走った。

　──なんだ？

　周囲を見渡すと、窓の向こうに黒い靄もやのようなものが立ち込めていた。

　それは店に入ろうとしているのか、窓にすり寄ってくる。しかしなにかに弾はじかれるようにして散らばっていく。

　何度かそんなことを繰り返した後、それは溶とけるように消えていった。

　同時に、悪寒も消える。

　──なんだったんだ、いまのは……？

　自分にしか見えなかったのだろうか。

　緋美子に目を向けて、篤志は息を呑んだ。少女の顔は真まっ青さおになっていて、カップを握る手が小さく震えていたのだ。

「新堂さん、いまの……」

「──あっ！　そういえば緋美子、おつかいの最中だったんです！　珈琲ごちそうさまでした！」

　そう言うや否いなや、緋美子は店を飛び出してしまう。

　それで篤志も確信した。

　──あの子、なにかに狙ねらわれているのか？

　正体はわからないが、彼女は篤志たちを巻き込まないようにあんな元気を装よそおっていたのだ。

　すぐに緋美子を追いかけるが、そのためにはカウンターから出なければならない。

　一歩遅れてしまって、店の扉を開けるときには赤い髪の少女の姿はもう見当たらなかった。

　──いや、大通りに向かうと言っていたはずだ。

　篤志が大通りに向かって走ると、そこで思わぬ顔に出くわした。




「亜理寿ちゃん？」




　学校帰りだったのだろうか。ペタンと尻しり餅もちをついて、座り込んでいた。

　すぐに周りの通行人たちも集まってくる。

「ど、どうしたんだい？」

「ちょっと人とぶつかってしまって……」

　見たところ、怪我はしていないようだ。亜理寿はお尻を痛そうにさすってはいるが、自分で立ち上がった。

　すると通行人のひとりが声をかけてくる。背広姿の、中年会社員だ。

「君、その子の知り合いかい？　派は手でな頭をした高校生くらいの子がぶつかってきたんだ。止める間もなく逃げていってしまってな。本当に最近の若いやつは……」

「いえ、ちゃんと謝っては、くれたんです」

　見知らぬ相手だからか、亜理寿は篤志の後ろに隠れながら、普段よりずっとオドオドした口調で言う。

「その、派手な頭の高校生って、どっちに行ったかわかりますか？」

「あっちに行ったと思うが……」

　会社員が示したのは古書店街の方向だったが、この時間帯はこの通りも人通りが増す。髪を染めている若者も少なくはなく、雑ざつ踏とうの中からあの少女を探し出すことは難しそうだった。

　篤志は呻いた。

　──放っておくわけにはいかない。

　緋美子は得え体たいの知れないなにかに狙われている。放っておいたら命に関わる。そんな気がしてならないのだ。

　出会ったばかりの少女ではあるが、命の危険が迫っているとわかっているのに無視できるほど篤志は冷れい酷こくな人間ではなかった。

　そうしていると、亜理寿がキュッと裾すそを摑つかんできた。

「篤志さん。いまの人、お知り合いなんですか？」

「本当に知り合いというだけだけどね」

　そう答えると、亜理寿は強こわ張ばった表情で篤志を見上げてくる。




「いまの人、追いかけるのも、放っておくのも、危ないと思います」




　少女の小さな瞳は、篤志には見えなかったなにかを目撃していたのだった。





　　　　　◇






「とりあえず、珈琲をどうぞ」

　今日の亜理寿が座ったのは、いつもの窓際の席ではなくカウンター席だった。

　悠ゆう長ちようにくつろいでいる場合ではなかったのだろう。つい先ほどまで緋美子が座っていた席で、彼女の学生鞄が置いたままになっている。

　珈琲を出しながら、篤志は改めて問いかける。

「いまの子──新堂さんというんだけど、亜理寿ちゃんにはなにか見えたのかい？」

　篤志には見えなかったのだ。ただ〝得体の知れないなにかがいる〟ことが悪寒として伝わってきただけだ。

　亜理寿は、露ろ骨こつに怯えた顔をする。

「真っ黒で大きな犬が、あの人を追いかけていきました」

「犬……？」

　どんな恐ろしい怪物の名を口にするのかと思えば、存外にまともな答えに肩かた透すかしを食らった気分だった。

　コクンと頷いて、亜理寿は言う。

「たぶん、黒こく妖よう犬けんというものだと思います。精霊の一種で、普通の人には見えないはずです。日本では初めて見ました」

　こういう言い方をするということは、どこか別の国──恐らく亜理寿の母の故郷あたり──で見たことがあるということなのだろう。

　──精霊って……そんなもの、本当にいるのか？

　あのおぞましさは悪魔と言われた方がよほど納得できそうなものだったのだが。

　ついつい訝いぶかしむような顔をしてしまうが、亜理寿はかまわず続ける。

「もともとは英蘭イングランドの精霊で、黒妖犬、ブラックドッグ、ヘルハウンド、墓はか守もりのグリム、いろんな呼ばれ方をしています」

「あ、もしかして映画の『ホリー・パッターの冒険』とかにも出てたやつかい？」

　イギリスのファンタジー小説を元にした映画だ。ホリーという可か哀わい相そうな少女が魔法使いの学校に入り、その魔法学校での七年間を描いた作品である。その三作目あたりで黒い犬の怪物が出てきていた。

　亜理寿は曖昧に頷く。

「その元になった伝承だと思ってもらえればいいです」

「危険なものなのかい？」

　聞くまでもないことだとは思うが、つい問い返してしまう。

「……はい。見た者を死に至らしめると伝わっていて、怒るとすごく獰どう猛もうで力も強いそうです。なにより、一度狙われてしまうと、どこまでも追いかけてくるんです」

　つまり、逃げられない。

　それが精霊たる所以ゆえんなのだろう。

「下手に追いかけると、篤志さんも襲われていたかもしれません。もちろん、あの人が危ないのも変わりないですけど」

　だから、亜理寿は追いかけるのも放っておくのも危険だと言ったのだろう。

　確かに篤志の取り柄など、ただ少し握あく力りよくが強いというだけなのだ。そんな生物でさえないような猛もう獣じゆうに襲われて生きていられる保証はない。

　だが、それでも納得のいかないところがある。

「そんなものが、実際に人を襲うなんてこと、あるものなのかい？」

「中世のヨーロッパならともかく、現代ではまずあり得ないことだと思います」

　日本なら幽霊や妖怪が出たと言われた方が、まだ受け入れられるような気がする。

　──いや、待てよ？

　篤志は緋美子との会話を思い返す。

「彼女、おじいさんが英国に住んでたとかでそっちに行く機会はあったみたいに言っていたよ。そこで黒妖犬に取とり憑つかれたなんてことはないかな？」

「本当ですか？」

「ああ。ただ、そのおじいさんはもう亡なくなっているらしいけど」

　そう話すと、亜理寿の表情が険けわしくなった。

「だとしたら、やっぱり……」

「なにかわかったのかい？」

　難しそうな顔で、亜理寿は頷いた。

「黒妖犬は獰猛で知られていますが、本来そこまで凶暴な精霊でもないんです。むしろ守り神のような側面だってあります。それが人を襲うということは……」

「……襲うということは？」

　篤志が続きを促うながすと、言いにくそうに亜理寿は口を開いた。




「誰かが明確な意志を持って、黒妖犬をけしかけている──つまり、誰かがあの人を呪のろったんだと思います」




「──ッ」

　息を呑んだ。

　──呪うって、新堂をか？

　少し話したことがあるだけで、そう親しい間柄というわけでもない。それでも、明るくて人から恨うらみを買うような人間には思えなかった。

　だが、すぐに先日出会った笹ささ倉くらのことを思い出す。

　一見すると人格者だったが、彼の中は自分への憎ぞう悪おと後悔であふれ返っていた。

　恨みなどどこで買うかわからないし、人がなにを考えているかなどわかるものではないのだ。

　そこで、あることに気づく。

　──けしかけるって、普通の人間にできることなのか？

　見ず知らずの人間の恨うらみ辛つらみに、誰だれ彼かれかまわず応えるような存在がいたら、世の中は不ふ審しん死しにあふれている。

　ならば、それができる特別な人間がいるということにならないだろうか。

「ち、ちょっと待ってくれ。ということはまさか……」

　その続きを口に出すのには、篤志にも勇気が必要だった。

　以前、篤志は魔法とはなんなのか、と亜理寿に訊いたことがある。

　そのときの彼女の答えは──

　──自然とか精霊とか神さまみたいなものから力をわけてもらって、少しだけ摂せつ理りを曲げる方法のことです──

　そう答えたのだ。

　そして、いま黒妖犬も精霊だと言った。

　ここに国外の精霊などという、普通は存在しないだろうものが緋美子を襲う理由があるのだとしたら……。

　それを見み越こしたように、亜理寿も左右で色の違う瞳をじっと向けてきた。

「はい。篤志さんのご想像通り、黒妖犬は、魔法使いに力を貸してくれる精霊のひとつです。つまり──」

　ごくりと咽を鳴らす篤志に、亜理寿は重たい声でこう答えた。




「黒妖犬があの人を狙うのには、魔法が関わっているのかもしれないです」




　先日の笹倉も、亜理寿にある人物を殺せと依頼してきた。

　結局、それは自分の命と引き換えに愛まな娘むすめを生き返らせてくれというものだったが、魔法を使った人殺しのような依頼があり得ないわけではないのだ。

　ただ、と亜理寿は続ける。

「魔法使いがけしかけたのだとしたら、もっと怖いと思うんです。たぶん、あの人だって逃げることもできないんじゃないかって思います」

「どういうことだい？」

　なにが言いたいのかわからず、篤志は首を傾げることしかできない。

　亜理寿も言いたいことを整理するように俯うつむいて、やがて抑よく揚ようのない声でこう告つげた。

「あの人を呪った誰かには魔法使いの才能みたいなものがあって、それが黒妖犬を引き寄せてしまった、という可能性があります」

「無自覚な魔法使いみたいなのもいるってことかい？」

「はい。……それもたぶん、あの人の、お身内の方とかだと思います」

「──ッ、身内ってどういうことだい？」

　亜理寿は躊躇ためらいがちに口を開く。

「あの人、綺麗な赤い髪をしていました。わたしの目もそうですけど、そういう〝違う色〟を持って生まれた人は魔力のようなものを持っている場合が多いんです。だから、あの人の身内に同じような方がいてもおかしくないと思うんです」

　亜理寿の瞳も瑠る璃り色いろと翠みどり色いろと、左右で色が違う。それが彼女の魔法使いの才能の証あかしらしい。現実に、その魔力というのがどういうものなのかはピンと来なかったが。

　篤志は頭の中を整理しながら口を開く。

「ええっと、霊感が強いとか、そういう感覚だと思えばいいのかな？」

「たぶん、そういうことだと思います。わたしには幽霊とか見えませんけど、そういう人は無自覚に悪い霊みたいなのを引き寄せてしまう、なんて聞いたことがあります」

　なるほど、と篤志も頷く。

　──というか、魔法使いって霊感があるわけじゃないのか……。

　そこはなんだか残念な気がしたが。

「じゃあ、新堂の身内の誰かにはそういう才能があって、無自覚に新堂を狙っているかもしれないってことか」

「はい。接点のない魔法使いの呪いというよりは、そちらの方があり得ると思います」

　篤志は唸うなる。

　──なら、どうすればいいんだろう……。

　自分や亜理寿の手に負える話ではないような気がしてきた。

　亜理寿は記憶を手た繰ぐるように顎あごに手をやり呟く。

「黒妖犬を追い払う方法は、あったと思います」

「本当かい？」

「はい。ただ、ここで道具が手に入るかが問題で……」

　いつも分厚い本を読んでいる亜理寿は数多くの知識を抱えているのだろう。だがそれで手段が揃そろっているかは別の話だ。

「難しいものなのかい？」

「……はい。一般家庭やお店に置いてあるものではありませんから」

「──おいおい、なんだか物ぶつ騒そうな話をしてやがるな」

　ふたりで難しい顔をしていると、カウンターの奧から庄太郎が出てくる。肩には脚立を担いでいて、まだ看板の修理を始める前なのだとわかった。

　それから、これ見よがしにキョロキョロと店内を見回す。

「お？　さっきの嬢ちゃんはもう帰ったのか？」

「帰ったというか、彼女はなにかに狙われているみたいなんです。それで逃げていってしまって……」

「ああ。黒妖犬だったな。珍しいぜ」

　なんでもなさそうに返ってきたそのひと言に、篤志と亜理寿は硬直した。

「知ってたんですか？」

「まあ、見りゃわかる程度には俺も〝そっち側〟に関わってるからな」

「だったらなんで！」

　声を荒らげる篤志に、庄太郎はじっと目を細める。




「──なんで無む償しようで助けてやらないのかって？」




　突きつけられた言葉に、すぐに反論できなかった。

「無償か有ゆう償しようかはともかく、助けてあげようとは思わなかったんですか？」

「おいおい、そこをともかくにしたら駄目だろう。一番重要なところだぞ？」

「あなたは……っ」

　さすがに怒りを込めて睨にらみつけると、庄太郎は指を突き返してきた。

「はき違えるなよ、篤志。黒妖犬がどんな精霊か聞いたはずだろう？　ならお前はそれに関わるのがどういうことなのか、理解していなければならない」

「……ッ、それは」

　言い返せなかった。

　庄太郎はその動どう揺ようをつくように告げる。

「そうだ。お前がそんな化け物に関わるということは、お前自身と亜理寿の身を危険に晒さらすということだ」

　それは、紛まぎれもない事実だった。

　なぜならすでに篤志は亜理寿を頼ってしまっている。魔法に関することならば、彼女の力を借りずに解決することなどできはしないのだから。

「さっきの嬢ちゃんは、そんなリスクを冒おかしてまで助けなければいけない相手か？　それで失敗した場合を覚悟した上で関わろうとしているのか？」

「それは……」

　困っている人がいたら助けたい。

　それは間違ったことではないはずだが、同時にその能力もないのに口に出すのはただの綺麗事、偽ぎ善ぜんでしかないのだ。

　緋美子が危険な目に遭っていると知って助けたいと願ったが、果たして自分はそれで亜理寿まで巻き込まれることまで考こう慮りよしていただろうか。

　庄太郎が口にしたのは意い地じ汚きたないように聞こえるかもしれないが、篤志が目を背そむけようとした現実そのものだった。

　あまり認めたくはないが、この駄目な大人は自分善よがりの若者に忠告してくれたのだ。

　──それでも、見捨てることなんてできない。

　篤志は緋美子という少女を知ってしまったのだ。

　なにもできないかもしれないからといって、なにもしないでいいとは思えないのだ。

　篤志が葛かつ藤とうしていると、亜理寿が小さく頷いた。




「つまり、お仕事ならいいんですよね？」




「え……？」

　篤志がポカンと口を開くと、庄太郎は口元に笑みを浮かべた。

「わかってきたじゃねえか。魔法を使うのなら、なんのために使うのか──自分のルールをはっきりさせろ。でないといつか魔法の使い方までわからなくなる」

「はい」

　信じられないことに、亜理寿は素直に頷いていた。

　──そういえばこの人、亜理寿ちゃんの師し匠しようでもあるんだよな。

　師弟だと感じられる姿を見たのは、初めてのことだった。





　　　　　◇






「はあ……」

　重たいため息を漏らして、緋美子はとぼとぼと家路についていた。

　空はもう、陽ひが暮れ始めて深しん紅くに染まっている。分厚い雲がまだらに染められて、真っ赤な綿わたあめみたいだった。

　なぜこんな時間に歩いているのかといえば、どこかに鞄を忘れてきてしまったからだ。

　学校からは持ち出したはずなのだが、あちこち逃げ回っていたのだ。どこで落としたかなど見当もつかない。鞄の中には教科書だけでなく財布や携帯電話なども入っていたのだ。探し回るうちに、こんな時間になってしまった。

　何時間も歩き続けて、もう足が棒のようだ。

　しかしため息の原因は、鞄ではない。

　──緋美子、絶っ対変な子だと思われましたよね……。

　昼間、迷い込んだ珈琲店だ。

　珈琲係バリスタの青年は、数日前に緋美子が〝なにか〟に追われて気を失っていたとき、家まで送ってくれた人だった。

　しかも、緋美子と同じ高校の卒業生だという。

　二度も同じような場面で出会えば、運命のようなものを信じたくなるくらいには緋美子も乙女なのだ。

　優しかったし、背も高くて〝カッコイイお兄さん〟という形容詞がぴったりな青年だった。そこに思いも寄らぬ接点まであると聞けば、憧あこがれのひとつくらいは抱く。

　それに──

　赤い髪に指を絡からめる。

　──僕は綺麗な髪だと思うよ──

　あんなことを言ってもらったのは、初めてだった。

　それは向こうは接客業なのだ。ただの社交辞じ令れいなのはわかっているつもりだが、それでも嬉うれしかった。

　──緋美子って、呼んでくれないかな……。

　同じように、自分も彼のことを〝篤志先セン輩パイ〟なんて呼べたら……。

　そこまで考えて、いきなり飛躍しすぎだと頭を振る。

　それでも仲良くなりたいな、と思うのは自然なことだった。

　なのに、緋美子は挙きよ動どう不ふ審しんになって逃げ出してしまった。せっかく美味しい珈琲をごちそうしてもらったというのに。

　──だって、先輩にもあの〝なにか〟が見えてたんだもん。

　いままで周囲にあれが見える人間はいなかった。学校で追いかけられたときだって、誰も気付いてくれなかった。

　だから今日、緋美子は学校から逃げ出さずにはいられなかった。そして逃げるうちに道に迷ってあの珈琲店にたどり着いたのだ。

　あの〝なにか〟が他人を巻き込まない理由というのは思いつかない。

　次は、彼が襲われるのではないか。

　そう考えたら自分が襲われるよりもよほど怖くなって、逃げ出してしまった。

　思えば、彼にこそ相談すべきだったのではないだろうか。いまからでも引き返して話すべきなのかもしれない。しかし彼を巻き込むことで〝なにか〟に襲われる可能性だってあるのだ。

　──やっぱり、ダメだよ……。

　いまではもう、あの〝なにか〟は昼も夜も、場所も構わず追いかけてきている。

　いつまで逃げていられるか自信がない。

　それで自分を助けようとしてくれた誰かまで襲われたら、緋美子は本当に死ぬしかなくなってしまう。

　緋美子の父は早くに他界しており、母はその分仕事を抱かかえ込こむようになって家にも帰ってこないことが普通だ。

　母なりに、金銭面で緋美子に負担をかけたくないと思ってのことだ。そのことについて恨む気持ちはないが、こういうときくらい側にいてほしいとは思う。

　でも、それを口に出すとやはり母は気にしてしまうだろう。

　だから、なにも言い出せなかった。

　そうしてとぼとぼと歩いていると、やがて家が見えてくる。

　見慣れた我が家があると、緋美子もホッとした気持ちになる。家の中だからといって安全なわけではないが、部屋で毛布をかぶっていれば少しは不安も紛れる。

　疲れた足を速めて道を急ぐと、不意に後ろからねっとりとした視線を感じた。

　ゾクッと悪寒が走る。

　──また、あの〝なにか〟？

　反射的に振り返ると──そこにいたのは、ただの人間だった。

　いまの不快な感覚は〝なにか〟とよく似ていたのだが……。

「あら、緋美子ちゃん。よく会うわね。お母さんは元気？」

「貴たか美み伯お母ばさん……」

　緋美子はぺこりと頭を下げる。

　パーマのかかった茶色の髪。分厚い化粧に肉の弛たるんだ頰ほお。強い香水のにおいが鼻をつき、思わず顔をしかめそうになる。

　母方の姉妹の貴美だ。

　緋美子の母とは仲が良いらしく、よく家にも来るのだが、緋美子はこの伯母が苦手だった。

　貴美は緋美子の頭のてっぺんから足の先までじろりと見る。何度か転んだせいでスカートは汚れているし、膝ひざからは血が出ていた。

「こんな時間まで遊んでたのかしら？　相変わらず緋美子ちゃんは悩みがなさそうで羨うらやましいわあ」

「……はい」

　傍はたから見ればただの世間話のようかもしれないが、丁寧な言葉の裏側から底そこ意い地じの悪そうな悪意を感じる。

　どうやらこの伯母の目には、緋美子の姿は泥どろんこになるまで遊んできた愉ゆ快かいな子供に映っているらしい。素敵に平和な認識力である。

　悩みがなさそうなのはどちらだと悪あく態たいをつきたくなるが、緋美子は他人に対してそんな態度をとれる性格ではなかった。

　だから、緋美子はなんでもなさそうに笑い返すことしかできなかった。

　伯母は不愉快そうに顔を歪める。

「ヘラヘラするんじゃないわよ。私にはあんたがお母さんの汚点にならないように管理する義務があるのよ。こんな時間まで遊んでいないで勉強をなさいな」

　緋美子の耳元に顔を寄せ、伯母はいやらしい声で囁ささやく。

　母がなにも強要しないせいだろうか。この赤の他人はこうしていつも頭ごなしに緋美子のことをなじるのだ。

　まるで母の唯一の汚点が、緋美子を産んだことだと言わんばかりに。

　──なんで、こんなときに出てくるかな……。

　今日は二度も〝あれ〟に追い回されているのだ。そうでなくとも、ここ何週間もまともに眠れていないのに。

　そんな疲労も相あいまって、目の前がフラフラしてきた。

「ちょっと、聞いているの？」

　ドンッと、肩を突き飛ばされた。

　いや、向こうにしてみればそんな力を込めたわけではないのだろう。だが、いまの緋美子を突き飛ばすには十分な力だった。

「あ──」

　グルリと視界が反転して、赤い空が見えた。

　──この倒れ方は、たぶんダメなやつた。

　すぐ後ろには歩道の境界ブロックが並んでいる。そこへ後頭部から倒れていくのに、受け身を取ることができない。

　でも、このまま倒れたらなにもかも楽になれるだろうか。

　そんなふうに考えたときだった。

　ふわっと、誰かに背中を抱き止められた。

「はれ……？」

　なぜか、目の前にあの優しそうな青年の顔があった。

　──篤志、先輩……？

　優しそうな顔は、いまは怒っているように見えた。

　だが、三度目だ。

　三度もこんなふうに助けられて、運命を信じないでいるのは無理な話だった。





　　　　　◇






　倒れる緋美子を抱き止めた篤志は、主婦らしき中年女性を睨みつける。

「あなた、なにやってるんですか？　人を呼びますよ？」

　ポケットから携帯電話を取り出す。

　相手の反応次第では本当に警察に通報するつもりだ。

　緋美子は店を去ったときよりもボロボロになっていた。制服も汚れているし、膝からはまだタラタラと血が伝っている。恐らく、あのあとも黒妖犬に追われたのだろう。亜理寿のことがあったとはいえ、すぐに追いかけてやれなかったのが悔くやまれる。

　そんな少女を、さらに突き飛ばしたのだ。

　頭から倒れる緋美子は、篤志が受けとめなければひどい怪我を負っていたはずだ。最悪、死んでいたかもしれない。

　中年女性は顔に怒りを浮かべる。

「なんて失礼なこと言うのかしら！」

　耳みみ障ざわりなやかましい声だった。

「怪我をしてる女の子を恫どう喝かつした上に突き飛ばすというのは、ちょっと普通じゃないと思いますが？」

　携帯電話のボタンに素早く指を走らせ、一一○番を表示させる。

　そこで、ようやく我に返ったのか緋美子が声を上げる。

「ち、違うんです、先輩。この人、緋美子の伯母さんで……」

「それと暴力を振るっていいかは別の話だ」

　むしろ、その言葉で篤志は確信を深めた。

　──この人が、黒妖犬をけしかけた犯人か？

　亜理寿の話では、緋美子の親族なら魔法に関わる才能を持っているかもしれないということだ。

　それがこんな悪意を向けているのだ。疑わない方がどうかしている。

　ただ、だからといってこいつを殴なぐり倒せば解決する問題でもないらしい。この人物が緋美子を呪うことを諦めない限りは同じことが繰り返される。

　篤志が鋭く睨むと、中年女性はまぶたをヒクヒクと震わせる。

「この私が暴力ですって？　なんて失礼な子供かしら！　どんなねじ曲がった教育をしてきたらこんな子が育つのかしらね！　親もろくでもない人間に決まってるわ」

　そのセリフには、腹を立てるよりも引いてしまった。

　──真っ先に親の悪口から言うのか。すごい神経してるな……。

　世の中の若者がみんな家族を愛しているわけではないだろうが、他人に親を侮ぶ辱じよくされて気分のいい人間は少ない。

　少なくとも篤志は自分の親を尊敬している。

　……まあ、ふたりともいろいろ駄目なところもある人ではあったが、彼らは篤志の人格を肯定してくれていたし、愛されていたとも感じていた。

　それをこんな豚ぶたのような生き物に罵ば倒とうされるのは腸はらわたが煮えくり返りそうだが、それ以上にこんな身内を持っている緋美子が可哀相に思えた。

　篤志は通話ボタンに指を添そえる。

「続きは、警察で吼ほえてください」

　篤志が本気で通報すると感じたのだろう。さすがに中年女性も顔色を変えて、踵きびすを返した。

「ふん、不ふ愉ゆ快かいだわ！」

　ドスドスと体を揺らしながら、中年女性は去っていった。

　その背中が見えなくなって、篤志は肩から力を抜く。

　腕の中から、緋美子が申し訳なさそうな声を上げた。

「あ、あの、先輩……」

「ああ、すまない。立てるかい？」

「あうぅ……」

　顔を真っ赤にして、緋美子は身じろぎするだけだった。どうにも、まだひとりで立つのは難しそうだ。

「いまの人になにを言われていたんだ？」

「……いえ、悪いのは緋美子ですから」

　とてもそうは見えなかったが、緋美子はそう言って黙り込んでしまう。

　──まあ、きっと立ち入ったことなんだろうけど。

　赤の他人が首を突っ込むようなことではない。だが、そんなことは百も承知で篤志はここに来たのだ。

　代わりに、緋美子は怖おず怖おずと問い返してくる。

「先輩こそ、なんでここに？」

　篤志は地面に置いた学生鞄を拾い上げる。

「店に忘れものをしていっただろう？　ないと困ると思って、届けにきたんだ」

「あっ、ありがとうございます」

　緋美子の家は、以前送ったときに知っている。

　黒妖犬に追われているのに家に帰っているかは賭かけだったが、篤志は賭けに勝ったのだ。特に、途中で会うことができたのは幸いだった。

　──まあ、なんとか間に合ったってところみたいだけど……。

　篤志は額ひたいに汗を滲にじませて、中年女性の去っていった方向を見る。

「ひっ──」

　緋美子が身を強張らせる。

　そこには、黒い靄が立ち込めていた。

　──いや、確かに犬だ。

　亜理寿から具体的な姿を聞いたおかげか、靄の中に犬のような輪りん郭かくを見て取ることができた。

「せ、先輩……ッ」

「大丈夫。それより、ひとつお願いがあるんだけど、いいかな？」

　緋美子に鞄を押し付けて、篤志は前に立つ。

「この事件が解決したら、またうちのお店に来てくれないか。お客さんとして」

　こんなときになにを言っているのかと、緋美子は目を丸くする。

　──でも、重要なことなんだ。

　篤志が緋美子を助けるためには、彼女が〝客〟である必要があるのだ。

　だからもう一度問いかける。

「駄目かな？」

「──行きます！　行きますから、逃げて……」

　涙ぐんで叫ぶ緋美子に、篤志は笑い返した。




「なら、君はうちのお客さんだ。お客さんは、守らないとな」




　──魔法を使うのなら、なんのために使うのか、自分のルールをはっきりさせろ──

　庄太郎はそう言った。

　そちら側に関わるなら、どこからどこまで関わるのか──つまり、亜理寿が〝秘密のお仕事〟として引き受けるかどうか、それを明確にしなければならない。

　その条件として、亜理寿が提示したのがこれだった。

　──『ロッコ』のお客さんになってくれること──それがわたしへの報ほう酬しゆうです──

　亜理寿が得られる報酬が存在することで、これはただの偽善から魔法使いの仕事に変わる。

　魔法使いの仕事なら、亜理寿のパートナーである篤志も関わることができる。

　言葉遊びのようなものかもしれないが、そんな小さな約束ごとも魔法には大切なものらしい。

　篤志は黒妖犬に向かって身構える。

　腕には、古いジャケット──春先に着ていったまま『ロッコ』のロッカーに忘れていたものだ──を巻き付けてある。

　篤志が身構えた瞬間、黒妖犬が突進してくる。

　世界一大きな犬はグレート・デーン種といっただろうか。全長二・一メートル、体重なんと百十一キロに達するという。

　黒妖犬はそれさえも小さく見える巨体だった。

　むしろ、熊くまやイノシシの方が近いだろう。

　そんな巨体──体重があるなら二百キロ以上だろう──がぶつかってくるというのは、大型バイクに撥はねられるようなものだ。

　しかし避よければ、後ろの緋美子が襲われる。

　覚悟は、もう決まっていた。

「来い！」

　ジャケットを巻いた腕を突き出す。

　──まあ、お前らの初仕事だからな。アドバイスくらいはしてやる──

　そう言ったのは、庄太郎だった。

　──黒妖犬っても、姿は犬だからな。分厚い布を巻いておけば、嚙かみつかれてもなんとかなる──

　猛獣などに出くわしたときの対処法のひとつなのだという。望ましい素材は革だというが、そんな高級品は篤志には無む縁えんだ。

　黒妖犬がそこに牙きばを突き立てる。

「ぐう……っ」

　岩の塊かたまりにでもぶつかったような気分だった。踏ふん張ばった足が一メートル近くもアスファルトを滑すべり、靴底から煙けむりが噴き上がっていた。

　──こんなときくらいしか役に立たない馬鹿力だろう！

　歯を食いしばり、篤志は踏ふみ堪こらえる。

　だが、その腕からはポタポタと血が滴したたっていた。

　──あんまり、効果ないみたいですよ、庄太郎さん。

　所しよ詮せんは猛獣への対処法だ。精霊などという超常の存在が野の良らの獣に劣るはずもない。

　黒妖犬の長い牙は、ジャケットを貫つらぬき腕の肉へと突き刺さっていた。それでも食い千ち切ぎられなかっただけマシなのだろう。

「あ……あ……あ……」

　篤志の腕から伝う血を見て、緋美子が青ざめる。

　黒妖犬は血のにおいに興奮したのか、さらに顎の力を強めて暴れ始めた。

「調子に乗るなよ、犬っころ！」

　篤志は黒妖犬の顎を下から鷲わし摑づかみにする。

　顎の骨というものは上下に対して強い力を持つが、左右からの圧力には極端に弱い。篤志の力で摑めば、人間だろうが狂犬だろうがパスタのようにへし折れる。

　獣の姿をしている以上、黒妖犬だって無縁ではないようだ。

　メリメリと恐ろしい音を立てて骨が軋み、たまらず篤志の腕から牙を離した。

　その隙すきを逃さず、篤志は黒妖犬を放り投げた。とたんに、牙が抜けた腕が傷を思い出したように痛み始める。

　このまま倒れ込んでしまいたかったが、亜理寿からの助言を思い返す。

　──素人しろうとの魔法使いが無自覚に襲わせているなら、少し痛い目に遭わせればすぐに逃げていくと思います──。

　そのはずなのだが、放り投げた黒妖犬は立ち上がって再び威い嚇かくの声を上げている。篤志を睨みつけて襲いかかる隙を窺うかがっているのだ。

　逃げていく様子はない。

　──まあ、やっぱりそうだよな。

　そんなことで追い払えるなら、緋美子が何度も襲われることはなかっただろう。これも亜理寿や庄太郎が予想してくれたことだ。

　だから篤志は慌てず、時間稼ぎに専念する。

　そう、時間稼ぎだ。

　篤志には直接的な解決手段がない。だから亜理寿がそれを用意するまで、緋美子の身を守る。

　それが、篤志がここに来た理由だ。

　──でも、あまり長くは保もちそうにないよ、亜理寿ちゃん……。

　襲撃を邪魔されたせいか、黒妖犬はずいぶんと殺気立っている。徘はい徊かいするように道路を左右に移動し、少しずつ距離を詰めてきていた。

　それに、緋美子だ。

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……」

　彼女は篤志の流血を目まの当たりにしたせいか、完全に取り乱して同じことを呟いている始末だ。

　もはや、篤志の声も届いているか怪しい。頭を抱えて蹲うずくまってしまい、立ち上がらせるのも難しそうだった。

　いまの緋美子を連れて、黒妖犬から逃げるのは無理だ。

　ここで彼女を守るしかない。

　篤志が迎え撃つ覚悟を決めると、再び黒妖犬が突進してくる。

　ただ、その動きはあまりに直線的だ。もう一度くらいなら、止められる。両手で頭を押さえ込むようにして、篤志は突進を受けた。

　そのはずだったのだが──

「うわっ？」

「先輩！」

　緋美子が悲鳴を上げる。

　耐えきれず、篤志は仰向けに押し倒されていた。

　二度目の突進に、篤志の体力が落ちていたのだろうか。

　──違う。さっきより、力が強くなってる！

　先ほどの伯母は篤志の悪態がよほど頭に来たのだろうか。黒妖犬はさらに凶暴になって食らいついてきていた。

　唯ゆい一いつ幸運だったのは、どこにも嚙みつかれなかったことだろうか。篤志の両腕は黒妖犬の首を押さえていて、その牙はわずかに届いていない。

　ガチガチと黒妖犬が歯を鳴らす。

　獣臭い息が吹きかけられ、ボタボタと涎よだれが降ってくる。

　なにより、重い。いったい何百キロあるのだろうか。のしかかられるだけで肋ろつ骨こつをへし折られそうで、呼吸さえできなかった。

　──マズい……。

　食いつかれた左腕に力が入らない。おまけに黒妖犬の体毛はつるつると滑り、押さえつけておけなかった。

　篤志だって首をねじ切るくらいのつもりで摑みかかっているのに、ビクともしない。

　──もう、駄目か？

　観念しかかったときだった。




「篤志先輩を、離して！」




　黒妖犬の鼻はな面づらを、緋美子の学生鞄が直撃した。

　篤志が押し倒されたことで我に返ったらしい。蹲っていた緋美子が学生鞄を拾って殴りかかったのだ。

『ギャンッ？』

　黒妖犬の巨体がにわかに吹き飛び、篤志は呼吸を取り戻した。

　そのまま転がるようにして身を起こすが、篤志にはいまの光景が理解できなかった。

　──鞄で殴られただけで、黒妖犬が吹き飛んだ？

　岩のような巨体で、篤志の腕力でもビクともしない化け物が、緋美子のような女子高生の細腕で吹き飛んだのだ。

　──これも、魔法みたいな力なのか？

　亜理寿とて、緋美子にはなにかそういった才能があるかもしれないと語ったのだ。

　理由はまだわからないが、窮きゆう地ちを救われたのは事実だった。

「助かったよ、新堂……」

　そう言いながら、篤志は立ち上がる。

「も、もう、いいんです。逃げてください、先輩……」

「そういうわけにはいかないよ。ここで君を見捨てると、僕は一生それを後悔しながら生きていかないといけなくなる」

　冗談を言ったつもりだったのだが、あまりそういうふうには聞こえなかったようだ。

　まだカタカタと震える緋美子を背中にかばい、三み度たび黒妖犬と対たい峙じする。

　黒妖犬は先ほどの一撃に怯ひるんだのか、距離を取って遠巻きにこちらを見つめているが立ち去る様子はない。

　──とはいえ、次はもう止められそうにない。……どうする？

　傷や体力もそうだが、黒妖犬に触れた手にはぬるぬるした脂あぶらが付着していてまともにものを摑めないのだ。

　闘牛士マタドールのように華麗に突進を躱かわせればいいのだろうが、あいにく腕力以外は一般人以外のなにものでもないのだ。篤志にそんな反射神経は備そなわっていない。

　額から汗を伝わせたそのときだった。




「篤志さん！」




　亜理寿の声だった。

　──間に合ったか！

　暗い通りの向こうから、小さな少女が駆けてくるのが見えた。

　ただ、不運だったのは彼女が黒妖犬の後ろに出てしまったことだ。

　黒妖犬は新たに現れた獲物に振り返った。

「……ッ」

　四よつん這ばいでなお自分の背丈以上もある巨大な犬に、亜理寿も怯んで足を止める。

「させるか！」

　黒妖犬はいま、篤志に背を向けている。そこに体当たりのように飛びついた。

『グルルルルァッ！』

　黒妖犬は激しく唸って暴れるが、背中から胴体にしがみついた篤志を振り払うことはできなかった。

　そのまま道路に引き倒して、篤志は叫ぶ。

「亜理寿ちゃん、いまだ！」

「……っ、はい！」

　亜理寿が両手に握っていたのは、なんに使うのか二本の木の棒だった。葉や小さな枝を削そいだだけの生木で、ちょうど笛くらいの大きさだ。

　その二本の枝を、亜理寿は体の前で打ち鳴らした。




　甲かん高だかく、澄すんだ音が夜の街に響いた。




　木だというのに、水笛のような不思議な音色だった。それほど大きな音ではないはずなのに、どこまでも響いていくような。

　その音色に、黒妖犬の体が震えた。

『キャィンッ？』

　短い悲鳴を残して、黒妖犬の体が崩れる。

　腕の中からもその感触が消え、まばたきをしたあとにはまるでたちの悪い夢だったかのように黒い犬の姿はなくなっていた。





　　　　　◇






「な、なにを、したんだい？」

「拍ひよう子し木ぎというものです。鳴なり子こと言った方がわかりやすいでしょうか。お祭りや火の用心なんかでも使われている楽器です」

　聞き慣れない単語に篤志が眉をひそめたのを見て、亜理寿は簡単に説明してくれる。

「黒妖犬はこの音を聴くと力を封じ込められてしまうんです。ただ、少し特別なユーカリの木から切り出した枝が必要で」

　拍子木自体は珍しいものではないが、特殊な素材のものが必要だったらしい。それを手に入れるのに手間取っていたらしい。

　黒妖犬の、あのおぞましい威圧感が消え失うせたのを感じて、篤志も立ち上がる。

「これで、終わったのかな？」

「ひとまず、当面は。黒妖犬をけしかけた人を止めないと、いずれ同じことが起きるかもしれませんけど」

　だがそうなったとしても、この拍子木があれば追い返せる。

　緋美子の身を守るには、十分なのかもしれない。

　篤志は緋美子の元に向かう。

「大丈夫かい、新堂？」

　緋美子はビクッと身を震わせる。

　そして篤志の腕や足を見て顔を覆ってしまう。

「ごめんなさい、先輩。緋美子のせいで……」

　言われて気づく。

　嚙みつかれた左腕だけでなく、篤志は膝や右腕などあちこち傷だらけだった。黒妖犬に突き飛ばされたり、逆に飛びかかったりして何度も地面を転がったせいだろう。

　篤志は首を横に振る。

「大したことじゃないよ」

　それはもちろん痛い。いますぐ病院に駆け込みたい気分だが、この程度の傷で緋美子が死なずにすんだのだ。そう考えれば、大した問題ではない。

　なのだが、緋美子は泣き止やまなかった。

「ごめんなさい。やっぱり、緋美子はいたらいけない子なんです……」

「そんなこと言わないでくれよ……？」

　篤志の怪我に責任を感じるなというのは難しいのかもしれないが、事件が起きたのは緋美子のせいではない。彼女は被害者なのだ。

　なんとか慰めようと、手を伸ばしたときだった。

「篤志さん」

　亜理寿が、キュッと裾に摑まってきた。

　その声が震えていたことで、篤志も気づく。

「なん、で……」

　消えたはずの黒妖犬が、再び夜の通りに現れようとしていた。

　まだ、実体を持たない靄のような姿だ。

　それでも、また緋美子を狙って現れたのだ。

「どうして……。拍子木は効いたはずなのに」

　亜理寿も唖あ然ぜんとした声をもらして、ハッとする。

　篤志もまた気づいてしまった。

　──黒妖犬をけしかけた犯人が、あの伯母さんじゃなかったとしたら？

　緋美子の身内以外にも、もうひとりそれができる人間がいたはずではなかったか？

　篤志と亜理寿は、同時に緋美子を見た。

　炎のように美しい赤の髪。こういった〝違う色〟を持って生まれた人間には、魔法の才能がある場合が多いと聞いたはずだ。

　──新堂が、黒妖犬を呼び寄せていたっていうのか？

　だが、思い当たるところはあった。

　──ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい──

　緋美子が自分を責せめるような言動を取るたびに、黒妖犬は力を増していった。

　かと思えば、彼女が学生鞄で殴りつけたくらいで、黒妖犬は怯んで吹き飛んだ。篤志の腕力でもビクともしなかった怪物なのに。

　そしていま、篤志の怪我を見て緋美子はまた自分を責めてしまった。

　黒妖犬は、それに応えて現れたのだ。

　──どうする？

　あの伯母をどうにかすれば事件を解決できると思った。

　もちろん、きっかけはそこなのだろう。あの伯母が緋美子を恫喝するところは篤志も見た。緋美子はずっとあんな悪意を向けられ続けてきたのだ。

　だが、その悪意を受け入れてしまったことでこの黒妖犬は生まれた。

　これは悪意から守ってやればいいような話ではない。緋美子自身が、自分を責めることをやめなければ終わらない。

　ならば他人の傷に心を痛めることが悪いことだとでも告げろというのか？

　──そんなの、理り不ふ尽じんじゃないか。

　そんな理不尽から守ってやりたくて、篤志はここに来たのではなかったか。

　篤志は大きく息を吸って、気を落ち着かせる。

　それから、亜理寿の肩に両手を載せた。小さな肩は、怯えるように震えている。

　いまの亜理寿に、これを言うのは理不尽なのかもしれない。それでも、これを頼めるのは彼女しかいないのだ。

「亜理寿ちゃん、しばらくあれを押さえられるかい？」

「……やってみます」

　亜理寿の拍子木なら黒妖犬を追い返せる。

　この様子ではいつまで通用するかはわからないが、緋美子と話すだけの時間は作ることができた。

　篤志は緋美子の前にかがみ込む。

「新堂」

　名前を呼ぶと、緋美子はビクリと身を震わせた。

「この事件が終わったら、また珈琲を飲みにきてくれるって言ったよね」

　なにを言っているのかと、緋美子が顔を上げる。

「僕はお客さんが珈琲を飲んでる間だけでも、悩みごとを忘れられたらいいなと思って入れている。でも、本当は悩みごとなんて持たずに珈琲を楽しんでくれるのが、一番なんだよ」

　珈琲には悩みや辛つらさを紛らわしてくれる力があると思う。

　だが、そんなものを紛らわせるために飲んでいたら、きっと本当の意味で珈琲を味わうことはできないのだ。

　だから、篤志は真まっ直すぐ緋美子を見つめる。

「僕には君の悩みを解決することなんてできない。僕にできるのはせいぜい、こういうときに少しだけ身を守る手伝いをすることと、話を聞いてあげることくらいだ」

　そして、黒妖犬を示す。

　犬としての輪郭を取り戻し、再び緋美子に襲いかかろうと身構えている。

　駆け出してくる黒妖犬を、亜理寿が拍子木で追い払う。

　犬の姿が砕け、黒い靄になって霧散するが、それもまたすぐに集まっていく。

　さっきよりも、もとに戻る速度が速い。

　数十秒と経たたないうちに、あれはまた犬の形になって襲ってくるだろう。形を取り戻すまでの時間も、どんどん早くなっている。

「……新堂。このままで、いいのか？」

　だから、真っ直ぐその言葉を突きつける。

「あんな怪物に、いつまでも付きまとわれて、そのままでいいのか？」

　緋美子は、震えながらも首を横に振る。

　それだけで、黒妖犬の形がまた崩れる。

　やはり、彼女の意志が黒妖犬を形作っているのだ。

　──でも、全然足りない。

　この程度の意思表示では、あれを追い払うには圧倒的に足りない。

「なら、ちゃんとそう言うんだ。わけのわからない悪意を向けられて、それで自分が悪いなんて抱え込むのは逃げてるのといっしょだ。ふざけるなと言い返してやれ」

　それは黒妖犬に対しての言葉ではない。

　伯母に立ち向かえという意味でもない。

　これから先、伯母がいなくなっても彼女に悪意を向ける人間は現れるだろう。そのたびにこうやって蹲るのか、それとも立ち向かえるのか、そう問いかけているのだ。

　答えられないでいる緋美子に、篤志は突き放すようにこう告げた。

「君は、本当に自分がいらない子だと思ってるのか？　いまここで君を助けようとしてる僕たちは、無駄なことをしているのか？」

　緋美子は首を横に振る。

「違う……」

　黒妖犬がわずかに怯む。

　それでも、犬の姿を取り戻すことを止められるほどではない。

　ついに牛のような巨体を取り戻した黒妖犬は、またしても篤志たちに向かって突進してくる。

「……ッ」

　亜理寿がそれを迎え撃とうと拍子木を構えるが、篤志はその手を握って止めた。

「篤志さん……？」

　困惑の声をもらす亜理寿に、篤志は頷き返すだけだ。

「なら言ってやれ！　ちゃんと自分の言葉で言い返すんだ」

　両手の下から顔を上げて、緋美子は叫んだ。




「緋美子は、いらない子なんかじゃないです！」




　その声は、拍子木の音色よりも強く響いた。

『ギャンッ』

　そして、黒妖犬の巨体が弾ける。

　篤志の頭に迫る牙も消し飛び、黒い霧だけがそこを通り過ぎていった。

　ただ、なぜか篤志にはその霧が緋美子の頰ほおを撫なでていったように見えた。

　まるで、愛し子の成長を褒ほめるかのように。

　──なん、で……？

　あの凶暴な姿から、なぜそんな幻想を抱いたのか、自分にも理解できなかった。

　それでも、消えた黒妖犬はもうここに現れることはなかった。

　へなっと、緋美子がへたり込む。

「もう、大丈夫だな」

「え……？」

「あんな怪物に怒鳴り返せたんだ。人間相手に言い返せないわけはないだろう？」

　それから、肩を竦すくめる。

「言っちゃ悪いけど、あの伯母さん、黒妖犬と良い勝負なのはこう、太ってるところだけじゃないか」

　キョトンとまばたきをして、緋美子は噴き出した。

「先輩、それはひどいですよ……」

　そう言って、緋美子は笑った。

　涙をこぼしながら、いつまでもケラケラと声を上げて。

　──ああ、この子はこんなふうに笑うんだ。

　それはいつものへらっとした作り笑いではなく、心からの笑顔だった。

　黒妖犬が、この少女を襲うことはもう二度となかった。





　　　　　◇






　──生意気なガキ！

　東ひがし野の貴美──緋美子の伯母は、自室で悪態をつきながらパソコンを叩いていた。

　日記をつけているのだが、そこに綴つづられているのは日々の恨み辛みだった。特に本日は〝使命〟を邪魔されたこともあってすさまじい悪口雑ぞう言ごんが並べられている。

　結婚はしていない。実家で年老いた両親の家事手伝いというのが彼女の職である。

　姪めいの緋美子を教育していたら、見知らぬ青年が邪魔をしたのだ。

　どうやら緋美子とは顔見知りのようだった。まさかとは思うが、恋人なのだろうか。そう考えると余よ計けいに腹立たしくなる。

　──私は独りなのに、どうしてあんなガキが男を作って盛さかっているの！

　許せない。

　だが本当に許せないのは緋美子の母──つまり貴美の妹だった。

　学生時代の貴美は優等生だった。

　なにもしなくとも周りの人間は媚こびてすり寄ってくる。みんな頭の中は空からっぽだ。無能な馬鹿だから優等生の自分の言うことを聞くために集まってくるのだ。

　自分は女王で、周囲は下僕だった。

　そんな中で特に極きわめつけの馬鹿が妹だったのだ。

　いつもヘラヘラとしていて、愛あい嬌きようを振りまくことしか能のない娘だった。優すぐれた長所もなく、鋭するどい洞察ができるわけでもない。成績も中の下で、なにひとつ貴美と対等なものがない。本当に姉妹なのか疑いたくなるほどだった。

　なのに、いつの間にか貴美の周りからは人が消え、ちやほやされるのは妹の方になっていた。

　誰も貴美のことを認めなくなっていった。

　まあ、みんな馬鹿なんだから仕方がない。馬鹿に対して自分は賢すぎたのだ。彼らに理解しろというのも酷な話だろう。

　月日は流れ、貴美は一流の企業に就職した。

　自分の能力を遺い憾かんなく発はつ揮きできる職場だと思った。

　なのにそこでも周囲は自分を認めようとはしなかった。革新的な企画を考案し、馬鹿な上司にその正当性をいくら説といても理解されることはなかった。

　それどころか、僻へき地ちの支部へと左さ遷せんされる始末だった。

　貴美は仕事を辞やめた。

　それが己の協調性のなさが原因だとは、彼女は最後まで理解できなかった。

　なのに、実家に戻ってみれば妹は成功していた。

　気の良い青年と結ばれ、あたたかな家庭を築き、社会に出て評価もされていた。妹が認められた理由は、人柄のよさだという。

　くそ食らえだ。

　だが、妹を攻撃することはできなかった。

　妹を直接攻撃することは、自分が妹を僻ひがんでいると認めるようで、貴美には耐えられなかったのだ。

　代わりに目を向けたのは、妹の娘──緋美子だった。

　生まれつき、気持ちの悪い赤い髪の子だった。

　妹の前では悪意を隠して笑顔で接し、緋美子の面倒をかいがいしく見てやり、妹の気づかぬところで緋美子を攻撃してみた。

　お前は母の唯一の汚点だと吹き込んでやった。

　幼い緋美子はそれを真に受け、サメザメと泣き出した。

　初めて、胸がすく気持ちになれた。

　緋美子は自分に虐しいたげられるために生まれてきたのだ。あの子を虐げるのは貴美の特権、いや使命なのだ。

　やがて夫を失った妹は仕事に追われ、緋美子を放置するようになった。

　緋美子の面倒を見る役目は、貴美が買って出たからだ。姉を信頼しきっている馬鹿な妹はそこに疑問を抱くことはなかった。

　いまや緋美子に悪意を向けることが、貴美の存在意義なのだ。これなくしてはもう生きていけない。

　そうして今日も緋美子を痛めつけていたというのに、邪魔が入った。

　緋美子は幸せになってはならないのだ。

　なのに、自分を裏切って幸福になろうとしている。その可能性を持ってしまった。

　──私を裏切るなんて許せない。

　そう、これは自分への裏切りだ。

　明日はもっと徹底的に心を痛めつけてやらなければ。

　常人からすれば反へ吐どが出るような悪意の塊が、この女の原動力だった。

　そのときだった。

「──ッ、な、なに？」

　背筋に、悪寒が走った。

　パソコンのディスプレイから目を離し、後ろへ振り返る。

　そこには窓があるだけで、なにも見当たらない。

「……あらいけない。カーテンを閉めてなかったわ」

　今日も貴美のアカウント宛てに「あなたの言っていることはおかしい」などと書き込んでくる礼儀知らずがいた。最近ではＳＮＳから住所を特定される事件も多いという。世界は他者を攻撃すること、足を引っぱることでしか生き甲が斐いを感じられない者であふれているのだ。

　誰に覗のぞかれるともわからないのに、迂う闊かつだった。

　カーテンを閉めようと立ち上がると、外はとっぷりと陽が暮れて真っ暗だった。つい日記を書くことに夢中になりすぎたようだ。

　そうしてカーテンに手をかけたときだった。

　──明かりもついてないのはおかしくない？

　暗いのではない。まるで墨すみでもぶちまけたように真っ黒なのだ。

　なのだが、貴美はそれを異常だとは認識しなかった。

「ちょっとちょっと、街灯壊れてるんじゃないの？　ほんと役所は仕事しない無能なんだから……」

　ガラッと窓を開ける。

　途と端たんに、獣のような生臭さが鼻を衝ついた。

「なによこのにおい。どこかの馬鹿がまた生ゴミでも……？」

　悪態をつく貴美の鼻先に、ぽっかりとふたつの明かりが灯ともった。

　小さくて、真っ赤な光。

　妙みように近くに見えるのだが、なんだろう？

　手を伸ばすと、湿しめった毛布のようななにかが手に当たった。すぐ目の前だ。

「なにかしら、これ……」




『グルルル……』




　それは、夜の空よりもよほど暗い色の、犬だった。

「ぶぎいっ？」

　悲鳴を上げて、貴美は尻もちをつく。

　それから四つ這いになって部屋の奥へと逃げていく。

「母さん！　ちょっと母さん！　警察、いや保健所よ！　保健所に連絡して。猛獣がいるわ！」

　喚わめき散ちらして、パソコンが点つけっぱなしであることに気づく。

　──あの日記を、人に見られるわけには……。

　パソコンを消そうと立ち上がるが、そこに窓から黒い犬が入ってきてしまう。

　犬を刺激しないようにパソコンへと手を伸ばすが──

『ガウッ！』

　犬はそれを阻はばむように吼えてくる。

「ち、畜生の分際で……っ」

　しかし素す手でで猛犬に挑むほど貴美も命知らずではない。

「母さん！　保健所に連絡してったら！」

　再度そう怒鳴るが、下の階の両親がそれに応える様子はない。

　舌打ちをもらして後あと退じさったときだった。

「あ──」

　不意に、足元から床の感覚がなくなった。

　いつの間にか、貴美は部屋の外まで逃げてしまっていた。その足元には、一階へと続く階段が伸びていたのだ。

「ああああああああああああああああああああああああっ？」

　醜みにくい悲鳴を上げて、貴美は階段を転がり落ちていった。





　　　　　◇






「おはようございます、先輩」

　あの夜から二日ほどして、緋美子は『ロッコ』にやってきた。まだ午前の十一時で、走ってきたのだろう。肩で息をしていた。

　約束通り、彼女はこの店のお客さんとして来てくれたのだ。

「いらっしゃいませ、新堂さん」

　篤志も腕の怪我には包帯を巻いているが、仕事をしていて痛むほどではない。それも制服の袖そでに隠れて人目を惹ひくようなこともない。

　本日は土曜日だ。学校も休みなのだろうが、緋美子は制服姿だった。窓際の席には、当然のように亜理寿が腰掛けている。緋美子も亜理寿に気づいて、小さく会え釈しやくを交わしあっていた。

　それから、篤志に向かってペコリと頭を下げる。

「すみません、昨日のうちに来たかったんですけど」

「学校があるだろう？　無理をしなくていいんだよ」

　カップを磨きながら篤志が応えると、緋美子は呼吸を整えてからなにか言いたげに口を開く。

　しかし数秒ほどごにょごにょと口の中で転がすだけで、言葉にはならなかった。

　首を傾げながらも、篤志は席に促す。

　緋美子はがっくりと肩を落として、以前と同じカウンター席に座った。注文は本日の珈琲だった。

　サイフォンをアルコールランプにかけながら、篤志は声をかける。

「あれから、大丈夫だったかい？　その、伯母さんとのこととか……」

　黒妖犬を追い払うことには成功したが、伯母との関係が改善したわけではない。

　あの人間をどうにかしない限り、緋美子が本当の意味で笑って暮らせるようになったとは言えない。どんなに気持ちを強く持っていても、あんな悪意を向けられ続ければまた心が折れてしまう日が来るかもしれない。

「それなんですけど……」

　緋美子は困ったような顔をした。

「大丈夫になったというか、なってしまったというか……。とりあえず、緋美子は大丈夫です」

「どういうこと？」

　首を傾げる篤志に、緋美子はなんとも気まずそうに語り始めた。

「実はあのあと、伯母さんが怪我をしたらしくて……」

　緋美子が家に帰ると、祖母から「伯母が階段から落ちた」と連絡が来たのだという。

　もちろん、彼女も最初は黒妖犬のことを考えたが、どうやら話は思わぬ方向に転がったらしい。

「怪我は大したことなかったんですけど、おばあちゃんが伯母さんの日記を見つけちゃって、そこに……その、いろいろ、緋美子にしたこととか、他にも口に出すのも憚はばかられるようなことがたくさん書いてあったらしいんです」

　なんでもその伯母は近所の人間にも嫌がらせをしていたらしい。それを両親に知られたことですさまじい騒ぎになったのだという。

　あれであの伯母は、緋美子の母や祖母の前では猫をかぶっていたのだという。それゆえ余計に裏切られたと身内は激怒したようだ。

「しかもネットでも過激な書き込みをしてたらしくて、おまわりさんにも目を付けられてたことがわかっちゃって……」

　ネットでは匿とく名めいで発言できるから好き放題書いてしまう人間は多いが、ＳＮＳは少なからず個人情報を登録する必要がある。警察にはサイバー犯罪対策係というものがあり、架か空くうの名前でアカウントを使用していても身元を特定されるときはされるのだ。

　緋美子は申し訳なさそうに肩を落とす。

「そういうのが発覚しちゃったんで、昨日は一日大騒ぎで、お母さんまで仕事休んで帰ってきちゃったものだから余計に……」

　警察沙汰になるほどの騒ぎだ。

　その渦か中ちゆうにいた緋美子の心情は、察するに余る。

「それは、大変なことになったね……」

「で、でも、そのおかげって言ったらなんですけど、おばあちゃんたちがもう緋美子の近くに伯母さんが近づけないようにしてくれたんです」

　それから、緋美子はへらっと笑った。

「緋美子、ちゃんと嫌だったこと、嫌だったって言えましたよ！」

「うん。がんばったね」

　きっと、黒妖犬の事件がなかったら、伯母のことがバレても緋美子はなにも言えなかっただろう。そして結局、うやむやになって嫌がらせは続いていたかもしれない。

　それをはね除のけられたのは、紛れもなく彼女の成長だと思う。

　心からの労ねぎらいの言葉をかけると、緋美子もふにゃりとした笑顔を返してくれた。

　そこで、珈琲ができあがる。

「どうぞ、本日の珈琲です」

「いただきまーす」

　角砂糖をひとつとミルクを加えると、緋美子はカップに唇をつける。

「……苦いです」

「ココアに交換しようか？」

　ここは珈琲店だが、メニューにはココアや紅茶もある。

　篤志がそう提案すると、緋美子は首を横に振った。

「うー、これがいいです。……これ、なんていう珈琲なんですか？」

「マンデリンですよ。香りと苦みが強いので有名です」

　営業口調で、篤志は説明する。

　ちなみに、亜理寿は今日も香りだけで銘柄を当てていた。

　苦そうに舌を出して緋美子は砂糖を追加するが、ミルクで温度の下がってしまった珈琲ではなかなか溶けなかった。

　──次から、ミルクも温めて出した方がいいかな。

　シロップを出すという手もあるが、そもそもミルクを入れたくらいで珈琲が冷めてしまうことが問題だ。

　そんなことを考えるが、篤志の胸中にはひとつ気がかりなことが残っていた。

　──伯母さんが怪我をしたっていうのは、偶ぐう然ぜんなのか？

　緋美子が黒妖犬を追い返した直後に、出来すぎではないだろうか。

「──人を呪わば穴ふたつという言葉があります」

　篤志は腕を組んで頭を悩ませると、亜理寿がカウンター席に移動してきた。

「黒妖犬に形を与えてしまったのはこの人かもしれませんが、最初に呪いを生んだのはやはりその伯母さんなんだと思います。なら、破られた呪いが返るところも……」

　そのひと言には、緋美子も顔色を変えた。

「じゃあ、伯母さんが怪我したのって、もしかして緋美子のせいなんですか……？」

「……階段から落ちた以外の、不審な怪我などはなかったんですか？」

「それなら、きっともっと騒いでると思いますけど……」

「なら、きっと違うんでしょう。あなたが見た〝アレ〟は、階段から突き落とすくらいで許してくれる相手でしたか？」

　緋美子はブンブンと首を横に振る。

　亜理寿なりに慰めてくれたのかもしれない。緋美子もホッとした顔をしていた。

　しかし、と篤志は思う。

「新堂がうちの看板をぶつけられたのも、黒妖犬のせいなんだよな？」

「……だと、思いますけど」

　亜理寿のフォローを台無しにするようだが、篤志はこう言った。

「そういう、直接的でない攻撃ができるのだとしたら、あの黒妖犬は伯母さんが一番困るタイミングで脅おどかした……なんてこともあるんじゃないかな？」

「それは……」

　またしても青ざめる緋美子に、篤志はこう言った。

「いや、責めてるわけじゃないんだ。なんていうか、あの犬は、本当は新堂を守ろうとしてたところもあるんじゃないかなって……馬鹿げた考えかもしれないけど、そんなふうに思えてね」

　冷静に考えてみれば、あんな猛獣に襲われてかすり傷で済むはずがないのだ。篤志が襲われたときでさえ、黒妖犬は本気ではなかったのではないか？

　実際に取っ組み合ったせいか、そんなふうに思えてならない。

　亜理寿は小さく頷き返した。

「黒妖犬は不吉の象徴のように言われていますが、子供を守る守り神のような顔もあるんです。だから……」

　篤志が言ったような可能性も、あるのかもしれない。

　そう言うと、緋美子はポンと手を叩たたいた。

「ああ、そっか。じゃあ、あの子は最初から、緋美子のために追いかけてきてくれてたんですね」

「自分で言っといてなんだけど、よくそんなふうに思えるね」

　怖い思いをしたのは緋美子だというのに。

　なのだが、緋美子は首を横に振る。




「だって、あの子に追いかけられなかったら、緋美子はこのお店に来たりしませんでした。このお店に来なかったら、緋美子はずっといらない子のままだったんです」




　それを嚙みしめるように、緋美子は自分の胸を押さえる。

「だからたぶん、緋美子はちゃんと守ってもらってたんです」

　篤志も、それに頷いた。

「うん。僕もそう思うよ」

　そうして笑い合って、緋美子がふとなにかを思い出したように亜理寿を見た。

「そういえば、この前から思ってたんですけど、この子は……？　なんか、あのときもすごいアイテム持ってませんでした？」

「ああ、それは……」

　篤志が答えようとすると、亜理寿がそれを制した。

「……美み坂さか、亜理寿です。両親の職業から、少し〝魔法〟のようなものをたしなんでいます」

「魔法！」

「……それが、なにか？」

　にこりともせず淡々と語る亜理寿に、緋美子が後退る。

「緋美子、もしかして嫌われてます？」

「……別に」

　篤志は苦笑する。

「亜理寿ちゃんは、ちょっと人と話すのが苦手なだけだよ。本当は優しくていい子なんだ。君を助けるためにいろいろがんばってくれたんだから」

「そ、そうだったんですか。ありがとうね、亜理寿ちゃん……ッ？」

　緋美子が頭を撫でようとすると、亜理寿はその手を避けてしまった。

「あ、あはは……。そうですよね。初対面の人に、頭を触られるのは、ヤですよね」

　なにやら傷ついた顔をしながらも緋美子は笑い返す。

　──……あれ？　亜理寿ちゃん、なんか不機嫌じゃないか？

　事件は解決したというのに、なにか気がかりなことでもあるのだろうか。

　篤志はこっそりと亜理寿に声をかける。

（もしかして、まだなにか問題が残ってるのかい？）

　亜理寿は珍しく複雑そうな表情を浮かべた。

（問題は残ってませんけど、別の問題が……）

　なにか言いにくいことなのか、亜理寿は口ごもったまま黙ってしまう。

　篤志が首を傾げていると、緋美子が呼んできた。

「あの、先輩」

「なんだい？」

「ひ、ひとつ、お願いがあるんでしゅけど……」

（あ、嚙んだ）

（嚙みましたね）

　緋美子の顔が見る見る赤く染まり、耐えきれなくなったように両手で覆う。

「僕にできることなら、なんでも言ってごらん」

　背中を押すようにそう言うと、緋美子は意を決したように顔を上げ、目を瞑つぶってこう言った。




「緋美子のこと、新堂じゃなくて緋美子って呼んでもらえませんか！」




　一瞬の静せい寂じやく。

「……やっぱり、なんでもないです」

　緋美子は耳まで赤くして、俯いてしまった。

　──これは、どう受けとめてあげればいいんだろう……？

　年頃の娘が顔を真っ赤にしてまで自分のことを名前で呼んでくれと言っているのだ。

　これがただの友情でないことくらいは、篤志にもわかるつもりだ。

　それに黒妖犬と戦ったときも、彼女は篤志のことを〝篤志先輩〟と呼んできた。

　──でも、黒妖犬のことでそう思い込んでるだけかもしれない。

　冷静になったときに別にそういう気持ちではないと気づくのかもしれない。

　それにお客さんに手を出すというのはいくらなんでもマズいと思う。

　かといって、これまで自分を押し殺してきた少女が精一杯振ふり絞しぼってくれた勇気を見なかったことにするのも忍びない。

　数秒ほど悩んで、篤志はやんわりと笑い返した。

「じゃあ、またお店に来てくれるかい、緋美子さん」

「……ッ、はい！　篤志先輩！」

　緋美子はふにゃりと笑った。

　──まあ、とりあえずはこれでいいか。

　なにも告白されたわけではないのだ。

　友人と呼ぶには微妙な距離のまま、篤志は保留を決め込んだ。

　……その隣で、亜理寿が沈ちん痛つうなため息をもらしていたが、篤志は気づかなかった。




　喫茶店『ロッコ』に貴重な常連客がひとり増え、亜理寿の気苦労がひとつ増えた、休日の昼のことだった。




























「うわ、もう降ってきた……」

　頭の上に落ちてきた滴しずくに、篤あつ志しは声を上げる。

　本日の空は分厚い雲に覆おおわれている。それでも家を出たときはまだ降り出してはいなかったため、なんとか『ロッコ』まで保もたないかと走ったのだが、残念ながらあと数百メートルというところで雨は待ちきれなくなってしまったらしい。

　篤志は走るのを諦あきらめて、鞄かばんの中から折おり畳たたみ傘がさを取り出す。

　人通りの多いこの街では傘一本もそれなりにかさばる。だから降るとわかっていても傘は折り畳みしか持ち歩かないことにしていた。

　ただ、この傘の弱点は開閉が面倒だということだ。

　開こうとすると骨がいくつか折れ曲がったままになっていて、何度も伸ばし直さなければならなくなる。

　季節は本格的に梅つ雨ゆ入りを果はたし、ここ数日はずっとこんな天気だ。予報では向こう一週間は雨が続くという。頼むから外れてくれと思うのだが、神さまというのはそんな儚はかない願いには応えてくれないものだ。

　──というか、こういうときの神さまってどこの神さまになるんだろうな……。

　パッと思い浮かんだのは雲に乗っている鬼の姿──風か邪ぜ薬ぐすりかなにかのＣＭのキャラクターだ──だったが、あれは祈ったら喜き々きとして雷雨を降らせるような気がする。

　いわゆるお釈しや迦か様さまのような仏教の神なら天気の神さまのひとりやふたりいそうなものだが、具体的な名前となると見当もつかない。

　キリスト教のイエスならなんでもできそうな気がするが、さすがに信仰心の欠片かけらもない篤志の願いに応えてくれるとはとうてい思えない。一神教の宗教はこういうときに誰だれに祈るのか考えるのが面倒だから神さまをひとりにしてるのではないだろうか。

　──いやでもクリスマスは確かキリスト教のお祭りだろう？

　クリスマスならば本来の形とは違うかもしれないが、日本人はたいてい興きようじたことがあるはずだ。篤志だって子供のころにプレゼントをもらって心を躍おどらせた記憶がある。それを信仰心だと言い張るのは苦しいだろうか。

　なんでもいいから店につくまでくらい天気を保たせてくれる神さまが知りたかった。

　そんな、愚ぐ痴ちとも現実逃避ともつかない悪あく態たいを心の中でつきながら、ようやく折り畳み傘を開くことに成功したときだった。

　傘を差す前に、べちゃっと頭の上になにかが落ちてきた。

「……やれやれ、今度はなんだ？」

　鳥の糞ふんという最悪の可能性に考えを巡めぐらせながら頭に触ふれると、湿しめったなにかがへばりついていた。

「サンタクロースの、帽ぼう子し……？」

　赤い生地を白い綿わたで飾った三角のそれは、小指くらいなら入るかもしれないという大きさだった。クリスマスツリーの装飾に使うようなものだろう。

「なんでこんな時期に？」

　クリスマスは半年も前に終わっているのだ。いまさらツリーを片付けていたわけでもないだろうに。

　頭上を見上げても、どこから落ちてきたのかはわからなかった。

「……冷たっ」

　そんなことをしている間に、雨は勢いを増していた。

　小さな帽子を握にぎったまま、篤志は『ロッコ』へと急ぐのだった。





　　　　　◇






　ただでさえ客の少ない『ロッコ』だが、天候が悪くなると本当に客足が途と絶だえる。

　濡ぬれた服から制服に着替えた篤志は、微妙な肌寒さに身み震ぶるいした。

　店の中にいれば湿気はそれほど気にならないが、そろそろ空調に気を付けなければならない。湿度が高いと暑く感じるが気温自体はそうでもなく、客はいなくとも……いや、唯一の常連客である亜あ理り寿すはいるのだ。

　彼女に風か邪ぜを引かせてしまうことも考えられる。

　なので『ロッコ』の片隅では除湿器が一所懸命働いていた。

　真まっ白しろなプラスチックのボディは店の美観を壊してしまうところはあるが、業務用エアコンの電気代に比べればこちらの方がだいぶマシだし、衛生的にもいい。この店の空調は旧式で燃ねん費ぴも悪いのだ。

　そんな『ロッコ』の店内では、今日も亜理寿がいつもの席で読書に勤いそしんでいる。

　時刻は午前の十一時。もちろん平日だ。本日も小学校はお休みしたらしい。

　──出席日数とか大丈夫なのかな……。

　最近は週に二度くらいは学校に行っていたのに、ここ一週間ほどまた彼女は店に居座るようになっている。

　やはり雨の中、学校まで行くのが億おつ劫くうなのだろうかとも思うが、確かめてみたことはない。

　一いち抹まつの不安を抱かかえながらも、篤志は珈琲コーヒーの準備を始めた。

　計量スプーンで珈琲豆を掬すくうと蓋ふた付つきのコーヒーミルへ流し込む。蓋付きだと挽ひいた珈琲豆の香りを楽しみにくいが、破は片へんが飛び散らないのはありがたい。

　もちろん家庭用のミルとて豆を挽いただけで大量にはねるわけではないが、受け皿から無む為いにこぼれ落ちていく破片を見ると胸が痛むのだ。

　そうして挽き立ての豆を、今度は磨みがいたばかりのサイフォンへと流し込む。続いて下部のフラスコへ水を注そそぎ、アルコールランプにかける。

　その間に、亜理寿は小さな鞄から大きな本を取り出し、テーブルに広げていた。

　──いつもどこからあんな重たそうな本を持ってくるんだろうか。

　彼女は毎日のようにああして本を開いているが、どうにも毎回違う本を持ってきているようなのだ。それがひと月ともなれば三十冊である。恐らくこれからもああやって新たな本を持ち込むのだろうから、どこかによほど大きな書庫があるとしか思えない。

　取とり留とめもなく、そんなことを考えているうちに湯が沸わいた。

　ロートを伝って上部へ昇っていく。そうして珈琲豆と混まじり合った液体を、タイミングを見計らって軽く一度だけマドラーで混ぜる。

　胸がすくような香りが店内に広がった。

　それをもう一度繰り返して、篤志はサイフォンをアルコールランプから下ろす。

　ヒーターで温めたカップと共に、亜理寿の元へと運んだ。

「どうぞ。本日の珈琲です」

　銘めい柄がらは口に出さない。

　亜理寿はペコリと頭を下げてから、カップを手に取る。目を閉じて香りを楽しむ横顔に長いまつげが揺れた。

「この清すが々すがしい香りはコロンビアですね。ずいぶん久しぶりな気がします」

「正解。ようやく庄しよう太た郎ろうさんが入荷してくれたみたいでね」

　店長の庄太郎は豆の在庫がなくなっても、なかなか次の豆を発注しようとしない。

　いっそのことそちらの管理も篤志がやるべきなのではないかと思わなくもないが、それは経営が真まっ赤かなこの店の帳簿と向き合わなければならないことを意味する。まだ成人前の篤志には重たすぎる話だった。

　亜理寿が小さなため息をもらす。

「庄太郎さんには困ったものです」

　当の庄太郎はというと、本日は店にも出てこずに奧の控え室で倒れている。

　なんでも競けい馬ばかなにかで財布の中を空からっぽにしてしまったのだという。あの男もまだ若者と言える歳なのに、なんと嘆なげかわしい話だろうか。

　それをここで暴ばく露ろしても、亜理寿が珈琲を美お味いしく飲めなくなるだけだ。

　大切な常連客のくつろぎを守るため、篤志は肩を竦すくめるに留とどめた。

　それから、亜理寿はカウンターに目を向ける。

「そういえば、先ほどから気になっていたのですがあれはなんですか？」

　亜理寿が目を向けた先には、小さな赤い帽子がぶら下がっていた。

　ここに来る途中、頭の上に落ちてきたサンタクロースの帽子だ。

「ああ、どうやら落とし物みたいなんだけど、落とし主もわからなくてね。乾かわかすついでにあそこに下げておけば、落とし主が気づいてくれるんじゃないかなって」

　もっとも、日にひとりかふたりくらいの客しか入らないこの店を、その落とし主が発見できる可能性は天文学的な確率になるような気もするが。

　篤志は苦笑を返す。

「まあ、季節はずれの装飾品が増えたとでも思ってよ」

「そう、ですか……」

　気に入ったのだろうか。亜理寿はしばらく帽子を注視していたが、結局なにも言わずにカップへ視線を戻した。

　──落とし物だから人にあげるわけにはいかないけど、同じようなものを探してみようかな？

　そんなことを考えながら、篤志もトレイを抱えてカウンターの中へと戻っていく。

　そうして使い終えたサイフォンを洗っていると、鈴の音を鳴らして店の扉が開いた。

「いらっしゃいませ」

「篤志先セン輩パイ！　また来ちゃいましたー！　超濡れました！」

　次に入ってきたのは、制服姿の少女だった。

　緋ひ美み子こだ。

　亜理寿とは対照的に元気が服を着て歩いているかのように潑はつ溂らつとした笑顔を浮かべ、なにが楽しいのかくるりとした大きな瞳ひとみは今日もキラキラと輝いている。高校も衣替えの時期らしく、夏服姿だ。

　あの事件を乗り越えて以来、緋美子はいつでも楽しそうだ。かつてのような無理をした空元気には見えない。

　ただ、本日は平日で時刻も昼前である。

　篤志は思わず呆あきれたような声を漏もらした。

「緋美子さん、まだ学校の時間じゃないの？」

「サボっちゃいました！」

「……元気よく答えればいいというものでもないと思うよ？」

「はーい！　気をつけます、先輩！」

　本人が言うには高校二年生で、遊ぶならいましかないだろうということらしい。少しは来年の受験に備そなえるべきだろうと思わなくもないが、篤志自身、勤勉にはほど遠い高校生活を送っていたため注意する気にもなれない。

　緋美子はそのままカウンター席へ腰掛ける。

「先輩、本日の珈琲というのをお願いします」

「はい、かしこまりました」

　亜理寿と同じ注文だ。篤志は手て際ぎわよく同じ珈琲を用意する。

　それを眺ながめながら、緋美子はカウンターに教科書や筆記用具を並べていた。

「勉強かい？」

「ふっふっふっ、緋美子は賢かしこいのでここで勉強をすればいいということに気づいたのです。なんとこの方法なら学校に行かなくとも学力が下がらないという！」

「いや、下がるだろう。そもそも出席日数が足りなくなって進級できなくなるよ？」

「ふっ、それも大丈夫です。なにせ先生からはあと十四日の猶ゆう予よがあると言われてますから！」

「まだ夏にもなっていないのに残り十四日というのは、ちょっと駄目じゃないかな」

　とはいえ、彼女が学校を休んでいた理由は篤志も知っている。あまり強く咎とがめるのも気が引けるが、それでも年長者としてなにも言わないわけにはいかなかった。

「この調子で休んでいたら冬まで保たなくなるよ？」

「そしたらここに就職するからいーです」

「ここがそんな何人もバイトを抱えられる店に思うのかい？」

　そのひと言に緋美子も硬直するが、やがて難しい表情でこう言った。

「なら、やっぱり緋美子が通って少しでも売り上げに貢こう献けんすべきじゃないんですか？」

「いいからちゃんと学校行きなさい」

　言い合っている間も、篤志は湯と珈琲豆を攪かく拌はんして珈琲を作り終えていた。

「はい、どうぞ。本日の珈琲です──」

「あ、待ってください。緋美子も珈琲の名前を当ててみせます」

　緋美子はすんすんと鼻を鳴らして珈琲の香りをかぐ。なんだか小動物でも眺めているような気分だった。

　やがてカップに口を付けると、カッと両目を見開いてこう言った。

「ずばり、ブルーマウンテンです！」

「不正解です。本日の珈琲はコロンビアです」

　厳きびしい口調で呟つぶやいたのは篤志ではなかった。

「珈琲の銘めい当あてをするなら、きちんと勉強してからくるべきです。でないと珈琲に失礼だと思います」

　なにが気に障さわったのか、亜理寿の声は不機嫌そうだった。

　それに気づかず、緋美子は脳天気な声を上げる。

「すごい！　亜理寿ちゃん、小さいのに珈琲の銘なんてわかるんですか？」

「小さいは余よ計けいです」

　じとっと睨にらまれても──これは表情が硬いのではなく本当に睨んでいるようだ──緋美子はどこ吹く風で笑い返す。

「大丈夫！　女の子は背が低い方が可か愛わいいって篤志先輩が言ってましたよ！」

「言っていないと思うんだが……」

　亜理寿がため息を漏らして本を閉じる。

「うるさくて読書に集中できません。勉強ならわたしが見てあげましょうか？」

　とても小学生が女子高生に投げかける言葉ではないが、緋美子はおもしろがるように席を移動する。

「ふふん。じゃあお願いしちゃいましょうか。亜理寿ちゃんはどの教科が得意なんですか？」

「特に不得意な教科はありませんが」

「えへへ、それはすごいですね。じゃあさ、この問題とかわかりますか？　ちょっと難しいですよ？」

　どうやら緋美子なりに、亜理寿を楽しませてやろうと考えたらしい。結局のところ、このふたりは仲が良いのかもしれない。

　篤志はまた食器を片付けていくが、ややあって緋美子が震ふるえるような声で呼びかけてきた。

「あのー……。篤志先輩……？」

「どうかしたかい？」

　目を向けると、なぜか緋美子は蒼そう白はくになってぷるぷると震えていた。




「亜理寿ちゃん、緋美子より頭が良いっぽいんですけど、どうしたらいいですか？」




「へ……？」

　なにを言っているのか理解できず、篤志が呆あつ気けに取られていると亜理寿が当然のように言う。

「勉強を見てさしあげるといいました。相手よりも成績が悪くては、教えることなんてできないです」

　信じがたいことに、亜理寿は高校二年の問題をスラスラと解とき、あまつさえ要点をまとめて緋美子に指導していた。

「それはまた、すごいね……」

　篤志が目を丸くして言うと、亜理寿の頰ほおがほのかに赤く染まった。

「大したこと、ないです」

「亜理寿ちゃんでも大したことないことを教えてもらってる緋美子の立場はっ？」

「精しよう進じんしてください」

　涙ぐむ緋美子を、亜理寿は素そっ気けなく突き放した。

　──それだけ頭がいいなら、確かに学校の授業は退たい屈くつかもしれないな。

　だからといってここに入いり浸びたるのは褒ほめられたことではないが、不覚にも篤志は納得させられてしまった。

　と、そこで思う。

　──この店、駄目な人ばっかり集まっているような気がする……。

　庄太郎と同列視するのは気の毒だろうが、亜理寿も緋美子も平気で学校をサボる駄目な子たちだ。

　浪人生の自分も人のことは言えないが、だからこそきちんと叱しかってあげなければと思う。篤志は苦笑ともつかないため息をこぼすのだった。





　　　　　◇






　最初に異変を感じたのは、昼を回った二時ごろのことだった。

　昼を過ぎると、篤志も一度休憩時間をもらえる。

　食事のためだ。

　ここは薄はつ給きゆうだが賞味期限の切れた食材を好きに調理していいため、食費を浮かせられるというメリットがあった。

　少しカサカサになってしまった食パンにレタスと生ハムを挟はさみ、即席のサンドイッチパニーノを作って控え室に引っ込む。

　この間は、庄太郎もカウンターに出て接客に当たってくれる。

　死んだ魚のような目をしていたのでどこまでまともに機能しているかは怪あやしいが、店内には亜理寿と緋美子のふたりの客しかいない。彼女たちもそう頻ひん繁ぱんに珈琲をお代わりするわけではないし、十五分くらいは庄太郎に任まかせても大丈夫だろう。

　珈琲を片手に、サンドイッチを半分ほど平たいらげたときだった。

　ヒタヒタッと、なにか小さな音が聞こえた。

「……？　足音？」

　控え室を見回してみるが、特に異変は見当たらない。

　──ネズミか？

　飲食店にとってネズミなどいてはならない生物だ。近いうちにネズミ駆く除じよの薬でも設置した方がいいかもしれない。

　というか、庄太郎はそんな不ふ衛えい生せいな場所でよく長時間、突つっ伏ぷしていられるものだと逆に感心させられた。

　見習うつもりは微み塵じんもないが。

　そうしてサンドイッチの最後のひと欠片を口に放り込むと、そろそろ休憩時間が終わるころだった。

　篤志が食器をまとめて立ち上がると、庄太郎が戻ってきた。

「おい、篤志。カウンターにかけてあったアレはお前がやったのか？」

「……？　ああ、サンタクロースの帽子ですか？　落とし物だったようなので、とりあえずああやっておけばわかりやすいかと」

「……まあ、落としもんには違いないんだろうが」

「どうかしましたか？」

　もしかすると庄太郎は落とし主に心当たりがあるのだろうか？

　首を傾げていると、店長はなんでもないと椅い子すにどっかりと腰を落とした。

「いや、別にいいや。いい機会かもしれねえし」

「なんの話です？」

　篤志は眉まゆをひそめるが、庄太郎はまたテーブルに突っ伏して動かなくなってしまう。どうやらまだギャンブルの失敗から立ち直ったわけではないらしい。

　いい加減、篤志も面倒になってきたので食器を抱えて店内に戻っていった。





　　　　　◇






　カウンターの中に入ると、庄太郎に負けず劣おとらず暗い顔をした緋美子がノートと睨み合っていた。内容は数学のようだが、シャープペンを握っていつになく真剣な様子だ。

　さすがに普段明るいこの女子高生も、小学生に負けたとあっては思うところもあったのだろう。

「なんだか苦戦してるみたいだね」

「うぅ、緋美子、真ま面じ目めに勉強がんばります」

「珈琲のお代わりはいるかい？」

「お願いします……」

　一応、この店では珈琲のお代わりは無料で提供している。

　もちろん、経営状態を考えれば料金を取りたいところではあるが、こうしたサービスは常連客リピーターを獲かく得とくしやすいというメリットがあるのだ。

　実際に、亜理寿ほどではないが数日に一度は顔を出してくれる客というのも何人か現れるようになっている。それに何杯も珈琲を飲んでいれば、甘いものを注文したくなるのが人情だろう。

　そうした副ふく次じ効果を考えれば、決して無計画なサービスではない。

　篤志がお代わりを用意していると、緋美子が涙ぐんだ声を上げた。

「先輩、なにか甘いもの食べたいれす……」

　よしきた、と篤志は顔が緩ゆるむのを感じた。

「──ダメです。そのページが終わってからにしてください」

　篤志が頷うなずく前に、亜理寿がピシャリと言い放つ。

　彼女は窓際の席で読書を続けているのだが、緋美子の勉強の進しん捗ちよくにまで目を光らせているらしい。

「甘いものを食べたら頭の回転が速くなるんですよっ？」

「いま食べものなんてお腹に入れたら、せっかくの集中力が切れてしまいます。終わるまで我が慢まんしてください」

「うわーん！」

　……このふたりは、どちらが年上だったろうか。

　篤志も頭を抱えそうになったが、すぐに笑顔を浮かべてこう提案した。

「なら、こうしたらどうかな？　注文通りに本日のスウィーツ──ブルーベリームースだけど──を用意するから、目標のところまで終わったら食べていいというのは」

　緋美子の集中力も上がるし店の収入にもなる。いいことずくめだ。

　なのだが、緋美子は青ざめる。

「それはそれで生殺しじゃないですかっ？」

「まあ、目の前にご褒ほう美びがあった方が、やる気が起きるなんてこともあるんじゃないかな？」

「あうぅぅぅぅぅぅっ」

　篤志がやんわり諭さとすと、緋美子は悲鳴を上げながらがんばってペンを走らせる。

　そんな姿を微笑ほほえましく眺めながら、篤志は亜理寿に顔を向けた。

「亜理寿ちゃんも、なにかいるかい？」

「……では、わたしもブルーベリーのムースを」

　そう言って席を立つと、カウンター席の緋美子の隣へ腰掛ける。

　篤志が緋美子のお代わりを注ぎ、ふたり分のムースケーキを用意する。これはあらかじめ冷蔵庫に生地が用意してあり、それをお皿に盛りつけて出すのだ。

　盛りつけにもそれなりに手はかかるが、篤志もこの細かな手作業は珈琲のそれともまた違って嫌いではなかった。

　デザート用の皿にジャムとチョコレートで飾り付けると、数分ほどでふたり分のスウィーツが完成する。

　それをふたりの前にそっと並べる。

　ただ、勉強が終わるまでおあずけの緋美子はともかく、亜理寿もケーキに手をつけようとはしなかった。

「あれ？　亜理寿ちゃん、食べないんですか？」

　緋美子が不思議そうな顔をすると、亜理寿はじとっと睨み返す。

「緋美子さんに終わるまで食べるなと言ってるのに、わたしだけ食べるわけにはいかないじゃないですか」

「亜理寿ちゃんすごい！　というかお母さんみたい！」

「……わたしの方が子供なのですけど」

「こんな小さい子にここまでさせて、緋美子ががんばらないわけにはいかないです！」

　亜理寿は渋じゆう面めんを浮かべるが、緋美子は腕まくりをして猛然とノートにペンを走らせ始める。

　その甲か斐いあってか、十分もしないうちに彼女は問題を解き終わっていた。

「できたー！　くぅ、いっただきまーす！」

　待ちきれないと言わんばかりにスプーンを手に取ると、チョコレートソースを絡からめながら唇くちびるに運ぶ。

　その頰が、いっきに緩んだ。

「このムースケーキ美味ひいれす」

「そうですね。不思議なくらいです」

　亜理寿もラベンダー色のムースをスプーンで掬うと、桃色の唇に運んでほっと頰を赤らめる。

　その顔を見て、緋美子もふにゃりと顔を緩ませた。

「亜理寿ちゃんもそういう顔してれば、ちゃんと小学生なんですねー」

「普段は違うとでも言いたいんですか？」

「もしかするとなにかの呪のろいで歳を取らなくなってたりして、緋美子より年上なんじゃないかと疑ってます」

　ビシッと指摘する緋美子に、亜理寿は呆れた顔をする。

「人に勝手な妄想を抱かないでください」

「だって亜理寿ちゃん、魔法使いなんでしょう？　若返りくらいできても不思議はないです！」

「魔法はそんな都合のいいものじゃないです……」

　緋美子はそんな馬鹿なとでも言いたげな顔をしたが、亜理寿は涼すずしい顔でムースケーキを口に運ぶ。

　それを横目に、緋美子もムースをスプーンですくった。

「んー！　篤志先輩、珈琲だけじゃなくてお菓子も作れるんですね」

　嬉うれしそうに緋美子はそう言ってくれるが、篤志は首を横に振った。




「いや、これは厳げん密みつには庄太郎さんが作ってるんだよ」




「へ……？」

　篤志の答えに、緋美子は耳を疑うように硬直した。

　それに亜理寿もどこか沈ちん痛つうそうな面おも持もちで頷く。

「遺い憾かんですけど、事実です」

「そ、そんなっ、あのおじさんは緋美子と同じで、ダメな子だと思ってたのに！」

「そこまで自分を卑ひ下げする必要はないんじゃないでしょうか」

　誰も庄太郎の弁護をしてあげる者はいなかった。

　篤志は仕方なさそうに口を開く。

「洋菓子は一から作るとけっこうな時間がかかるからね。開店前に庄太郎さんが生地を用意してくれているんだ。僕はそれをデコレーションしているだけだよ」

「へえぇ、じゃあ店長さんの入れる珈琲も美味しそうですね！」

「……いや、珈琲は、その……やめた方がいい。絶対に、注文したら駄目だ」

「わたしもやめた方がいいと思います。あの人、他の料理もひどいんです。仕方がないから、わたしは自分でご飯を作るようになりました」

　だからなおさら洋菓子だけ美味しいのが不可解なのだ。

　ふたりから忠告され、緋美子も愕がく然ぜんとする。

「じゃあなんであの人、店長さんなんてやってるんですか？」

「……相続してしまったから、仕方なく、では？」

　呆れた声をもらして、亜理寿は頭かぶりを振った。

　緋美子も戦々恐々としていたが、やがて首を傾かしげる。

「んん？　でも亜理寿ちゃん、店長さんのせいで自分でご飯作ってるって、もしかして店長さんの娘さんなんですか？」

「……いえ、姪めいです。庄太郎さんは父の兄にあたります」

「え、そうだったのか」

　これは篤志も初耳だった。保護者とは聞いていたが……。

　そこで亜理寿は言いにくそうに口ごもってしまう。

　緋美子も立ち入ったことを聞いてしまったと気づいたのだろう。両手の人差し指を絡めながら様子を窺うかがうように呟く。

「もしかして、聞いたらマズいことでした？」

「別に隠すようなことでもありませんから。わたしは両親が他界していますので、伯お父じの庄太郎さんのもとで生活しています」

　緋美子が目を見開いた。

　──やっぱり、そうだったんだな。

　篤志も直接訊きいたことはなかったが、薄々察さつしてはいた。

　なのだが、そこでギョッとした顔をしたのは亜理寿の方だった。




「亜理寿ちゃん、こんなに小さいのに、辛つらい思いしてきたんですね」




　もう、両目から大粒の涙をこぼしながら緋美子は呟いた。

　これには亜理寿もうろたえた声を上げる。

「ど、同情してほしいわけじゃありませんから。それにもう慣なれました」

「慣れるわけないでしょ！」

　亜理寿の両肩をガシッと摑つかみ、緋美子はいつになく真面目な顔で訴うつたえる。

「緋美子もお父さんいませんけど、辛いのとか寂さびしいのとか慣れたりしません。そういうのって、時間が経たったからって平気になるものじゃないと思いますよ？」

「そ、それは……」

　戸惑う亜理寿を仕方なさそうに見つめると、緋美子はそっとその小さな体を抱き寄せた。そして、その頭を優しく撫なでる。

「……っ？」

「緋美子、頼りないかもしれないですけど、亜理寿ちゃんのこと大好きです。こういうときくらい、甘えてもいいんですよ？」

　豊満な胸の膨ふくらみに埋うもれて、亜理寿は複雑そうな顔をする。

　だが、嫌がる様子はなかった。

　しばらくの間、されるがままになっていたがやがてハッと我に返ったようだ。亜理寿は不機嫌そうに緋美子の胸を摑む。

「ひぎゃんっ？」

「この脂し肪ぼうの塊で窒ちつ息そくさせるつもりですか。離してください」

　飛とび退のくように亜理寿は離れるが、その頰が赤く染まっていたのは怒りのせいではないだろう。

　緋美子もそれ以上は追及せず、篤志に顔を向ける。

「篤志先輩は、亜理寿ちゃんのこと知ってたんですか？」

「そうだろうな、とは思ってたよ。うちも似たようなものだからね」

　緋美子だけでなく、亜理寿も目を見開いた。

「え、篤志さんもなんですか？」

　驚きを隠せない亜理寿に、篤志は頷いた。

「まあ、いろいろあってね……。昔のことだよ」

　それは噓うそではないが、正確な言葉でもなかった。

　それはただ、考えないようにしているだけの逃避なのだから。




　高校三年の冬の日のことだった。

　共働きの両親が珍めずらしく揃そろって休日を取れたのだとかで、いっしょに出かけようと誘ってきたのだ。家族旅行とはいかなかったが、とあるデパートのプレオープンイベントに参加できることになったのだ。

　ただ、高三にもなって家族で買い物というのは恥ずかしく、それに受験の時期ということもあって篤志は家に残った。

　その事件のことを知ったのは、テレビで夕方のニュースを見たときだった。

　両親が向かったデパートで、火災が発生したのだ。

　人の集まるプレオープンの最中ということもあって、十数人の死傷者が出た。

　その死者の中に、篤志の両親の名もあった。

　現実を受けとめるのには時間がかかったが、篤志は事件のことを考えないように勉強に没頭した。ただ、彼はまだ自分の身に起こった異変に気づいていなかった。

　あれから半年。

　完全に気持ちの整理がついたかと言えば首を傾げざるを得ないが、それでもいつまでも蹲うずくまっているわけにはいかないのだ。

　受験にも失敗してしまった篤志はいま、この小さな店で働いている。




　──そういえば、僕の腕力がおかしくなったのも、あのころからだ。

　遠く離れた自宅にいた篤志と、デパートの火災に関係があるとは思えないが、時期的には両親の死と一致している。

　これが意味するところはいまもわからないが……。

　そんな思い出を振り払うように、篤志は頭を振る。

　緋美子がショックを受けたような顔をしているのだ。このまま放っておくと、亜理寿のときのように抱だき締しめようとしてくる可能性がある。

「さて、緋美子さんもそろそろお皿を下げようか。まだ勉強残ってるんだろう？」

　話している間に、ムースケーキの皿はすっかり空っぽになっていた。

　ジャムとチョコのソースまで綺き麗れいにすくい取られていると、作った側としてもなんだか嬉しくなる。

　なのだが、緋美子は悲鳴を上げる。

「ひぎぃっ、また勉強しないとダメなんですか？」

「ここで勉強すると言ったのは君だろうに……」

　すっかりしょぼくれた顔で、緋美子は再びノートに向かう。

　ときおり、気がかりなように篤志の顔を覗のぞき見てくるが、先ほどの話を蒸むし返かえすべきではないと空気を読んでくれているようだ。

　そんなふうに何度目かに視線を向けられたときだった。

　緋美子がギョッとした顔で身を強こわ張ばらせた。

「どうしたの？」

「い、いまそこになにか……」

　これには篤志だけでなく亜理寿も立ち上がった。

　──黒こく妖よう犬けん──

　身内からの心ない仕打ちで、緋美子がその精霊に追いつめられたのはまだほんの一週間前のことだ。

「この前のやつか？」

　篤志が警戒心を込めて問いかけると、緋美子は微妙な表情で首を傾げた。

「いや、どう……なんでしょう？　たぶん、違うんじゃ、ないかと」

　どうやら再び黒妖犬が現れたというわけではないらしい。確かに篤志もあのときのようなおぞましい悪寒は感じなかった。

　念のために亜理寿にも目を向けてみるが、彼女も首を横に振るだけだった。

　亜理寿も気づかなかったらしい。

「なにが見えたんだい？」

　篤志は彼女たちとは違って魔法の才能があるわけではない。普通の人の目には見えないものは、普通に見えない。

　緋美子は難しそうな顔をして呟く。

「なんだか小さいものが走っていったように見えたんですけど……。もしかしたらただの見間違いかもしれないです」

「え、まさかネズミか？」

　思えば控え室で休憩していたときもそれらしい音が聞こえたような気がする。

　さすがに、緋美子も色を失った。

「先輩、さすがに飲食店にネズミっていうのは緋美子もヤバいと思います」

「……ポケットマネーで、ネズミ処理を用意してみるよ」

「篤志先輩、健けな気げです」

　緋美子が心底同情したように呟いた。

　まあ、間違っても飲食店の店員が口にしてはならない言葉ではあったと思う。

　亜理寿も不可解そうな顔をしてはいたが、言葉にできるほど明確な違和感は抱いていないようだ。

　結局、それからおかしな物音や影が見えるようなことはなく、『ロッコ』は閉店時間を迎えた。





　　　　　◇






　夜七時。一般の飲食店に比べると少し早いかもしれないが、この時間になると『ロッコ』は店を閉める。

　外は暗くらく、相変わらずしとしとと雨が降り続けている。そう激しくはないが傘を差さずに帰るのは難しいだろう。この街の人混みの中を傘を差して歩くのはなかなかの重労働だった。

　篤志は飴あめ色いろの扉を半分だけ押し開けると、隙すき間まから手を伸ばして看板を〝OPEN〟から〝CLOSED〟へと裏返した。

　扉から出した腕に雨の滴がまとわりついて、それを軽く振り払う。

　朝十時から閉店の七時までが篤志の勤務時間だ。そこから一回十五分の休憩時間が二時間おきに四回、計一時間を引いた八時間が給料の支払い対象となる。時給自体は目を覆いたくなる低さだが、これだけ働けば並のアルバイトとそうは変わらなくなる。

　店長は仕事をしないし負担も大きいが、食事には困らないし仕事自体も忙しいものではない。実は待たい遇ぐうはそう悪くもないのだった。

「さて」

　声を出して篤志は店内に振り返る。

　この時間になると、さすがに庄太郎も店に出てきて閉店作業を始める。とはいってもせいぜいレジの集計くらいのものだが。

　篤志もこれからテーブルやキッチン、床などの掃そう除じを始めなければならない。閉店時間が過ぎた店内には誰もいないはずなのだが、今日はまだひとり客の姿が残っていた。

「今日はずいぶん遅くまでがんばってるんだね、亜理寿ちゃん」

　窓際の席で黙もく々もくと亜理寿が読書を続けていた。

　時間に気づいていなかったのだろう。篤志が声をかけると亜理寿はハッとして顔を上げた。

「すみません。つい、本に夢中になっていました」

　それから、申し訳なさそうに篤志を見上げてくる。

「声をかけてくれてよかったのですが……」

「今日は緋美子さんといっしょにいる時間が長かったからね。もしかしたら読書のノルマが終わってないんじゃないかと思って」

「別にノルマを決めて読んでいるわけではありません。本は楽しんで読むものです」

　どこか誇ほこらしげに小さな少女は語る。

　なんだかんだで、亜理寿も緋美子のことを気にかけているように思う。この調子で他人と関わる機会が増えていけば、亜理寿も真面目に学校にいくのではないだろうか。

　そんなことを考えてしまうから、時間くらい多少は甘く見てしまう。

　どの道、彼女はここに住んでいるようなものなのだから。

　分厚い本を抱きかかえて亜理寿は立ち上がる。

「お詫わびに、お掃除手伝いましょうか？」

「大丈夫だよ。これは僕のお仕事だからね」

「……はい」

　それから、なにやらそわそわしたように周囲を見渡す。

「でも、今日はなんだか落ち着きませんでした」

「ああ、緋美子さんは騒さわがしいからね」

「いえ、そういうことではなく……」

　篤志が首を傾げると、亜理寿はどこか怯おびえたような声音で呟く。

「なにかが、いるような気がしませんか？」

「なにかってまさか……」

　──幽霊──そんな単語が脳裏をよぎるが、篤志は頭を振る。

「亜理寿ちゃんも霊感はないって言ってなかったかい？」

「はい。幽霊は見たことがありませんが、でも、なんだか……」

　魔法使いの少女に怯えられると、篤志も不安になってくる。

　──そういえば、緋美子さんも似たようなことを言っていたな。

　亜理寿が気づかないくらいだから危険はないと勝手に思い込んでいたが、彼女が魔法使いといっても万能なわけではないのだ。

　もしかすると、雨に紛れて〝なにか〟が迷い込んできたなんてこともあり得るのかもしれない。

　と、そこで庄太郎が立ち上がった。

　どうやら集計が終わったらしい。

「んじゃあとは任せるぞ」

「……はい」

　まるで空気を読まない言葉に、篤志も渋面を浮かべる。

　それを見て、庄太郎はなにやらいたずらでも思いついたような顔をした。

「そういえば知ってるか？　最近、妙みような怪談が流は行やってるんだってよ」

「怪談、ですか？」

「ああ。なんでも今日みたいな雨の日に、ヒタヒタ、ヒタヒタって足音が聞こえるんだ。その足音は段々近付いてくるんだが、そいつの姿を見ちまうと──」

　ぐえっと、庄太郎は首を絞められる真ま似ねをする。

「そいつはランタンを持っているらしくてな。近付いてくるとそこがぼんやり明るく見えるんだ。だから死にたくなければ明かりの方を見るなってな」

　篤志は呆れてため息を漏らす。

「悪趣味ですよ、庄太郎さん。亜理寿ちゃんが怖がるじゃないですか」

「いえ、そんな逸いつ話わの妖よう精せいや精霊は聞いたことがありませんから、庄太郎さんの作り話です」

　あっさり亜理寿はそう看かん破ぱする。

　──それはこんな適当な話を怖がったりはしないか。

　篤志も怪談に詳くわしいわけではないが、その場で思いついた作り話だろうと思った。

　庄太郎は悪びれた様子もなく肩を竦める。

「そりゃ怪談なんだから妖精や精霊とは違うだろうよ」

「……え」

　庄太郎としてはそれで引き下がったつもりだったのだろうが、亜理寿は逆に青ざめてしまう。

　それに気づかなかったのか、庄太郎は片手を振って店の奥へと去っていった。

　篤志は亜理寿の隣に立つ。

「……大丈夫、亜理寿ちゃん？」

「大丈夫です。おばけを怖がるほど、わたしは子供じゃありませんから」

　毅き然ぜんとして言ったつもりなのだろうが、小さな少女は篤志の制服の裾すそをキュッと握っていた。

　──意外だ。亜理寿ちゃんもおばけを怖がったりするんだな。

　どこか超然とした少女だか、こんな顔を見てしまうと微笑ましくて顔が緩んでしまいそうだった。

　とはいえ、いつまでもそれを眺めているわけにはいかない。

　篤志はできるだけやんわりと声をかけた。

「掃除が終わるまで、ここにいるかい？」

「……はい」

　強がって大丈夫だと言うかと思ったが、亜理寿は素直にそう言った。どうやら本当に怖がってしまったようだ。

　──庄太郎さんも無責任だな。

　仮にも保護者だというのに亜理寿を突き放し過ぎではないだろうか。この子はまだ十歳だというのに。

　掃除が終われば篤志も帰るが、せめてそれまでは側そばにいてあげることにした。

　篤志が掃除を始めると、亜理寿も元の席に戻って読書を始める。これが彼女の一番落ち着くスタイルなのだろう。

　厨ちゆう房ぼう側は閉店前にあらかた終わっている。というのも、本日も客は亜理寿と緋美子のふたりだけだったのだ。拭き掃除くらいしないと暇ひまで耐たえられない。

　客席のテーブルを順に拭いていき、カウンターを磨こうとしたときだった。

「──っ、なんだ？」

　目の前を、小さななにかが横切った気がした。

　はっきりとは見えなかったが、少なくともネズミではなかった。

　だが、篤志が身を強張らせたのは影が見えたからではなかった。




　──ヒタヒタ──ヒタヒタ──




　雨の音に紛れて、確かにそんな足音を聞いてしまったのだ。

　まるで、庄太郎が冗談半分に話した怪談のように。

　──あれは、ただの作り話だろう？

　そう思いたいのに、亜理寿の怯えた姿を思い出してしまった。

　黒妖犬と対たい峙じしたときでさえ、彼女があんな顔をすることはなかったというのに。

　──なにかが、いるような気がしませんか──

　あれは怪談に怯えていたのではなく、彼女にも正体のわからないなにかがこの店に潜ひそんでいたからではないのか？

　うっかり上げてしまった声に、亜理寿が怯えた声をもらす。

「篤志さん、なにか、あったんですか？」

「……いや、たぶん見間違いだろう」

　怖がらせないようにそう言うが、亜理寿の不安顔は晴れない。

　賢い彼女にはそれが噓であることくらいすぐにわかるだろう。

　カウンターの上をよぎったそれは、厨房側に消えた。

　篤志は羽バタキを握り締め、慎重に足を進めて回り込む。チラリと見えた影は手の平に載ってしまいそうな大きさで、コーヒーサイフォンの陰かげにも隠れてしまうようなものだった。

　片付けられているとはいえ、厨房には鍋なべや珈琲容器、コーヒーミルなど隠れられるものがたくさんある。

　しかも営業時間が終わるとこちら側は照明を落としてしまうのだ。薄暗くてネズミのような小さな影を見つけるのは難しい。その、はずだった。

　薄暗いキッチンの奧。珈琲豆を保管する麻袋が、ぼんやりと光って見えた。

　──そいつはランタンを持っているらしくてな。近付いてくるとそこがぼんやり明るく見えるんだ──

　まるでホタルのようなぼんやりとした灯あかり。

　それは確かにランタンが光っているようにも見える。

　そしてカリカリと麻袋をこじ開けるような音が聞こえる。虫やネズミが出す音には思えなかった。

　篤志はハタキを握り直す。

　なにが潜んでいるのかはわからない。不気味さのあまり、尻込みしそうだ。

　それでも、その灯りは逆に自分の位置を教えているわけでもあるのだ。

　──見ると殺される──

　自分の首を絞めてみせる庄太郎の姿が脳裏に浮かぶが、篤志はハタキを剣のように構えた。

「そこだ！」

　そしてハタキを振り下ろす。

　確かな手応えと共に、甲かん高だかい悲鳴が聞こえた。

「え……？」

　篤志はギョッとする。




　そこにはランタンを掲かかげた小さな老人がいたのだ。




　醜しゆう悪あくな顔だ。

　大きさは本当に手の平に載るくらいか。ずんぐりとしていて手足も短く、おもちゃなのではないかと疑いたくなるが人間の形をしてはいる。

　──なんだ、これ？　生き物……なのか？

　小人と呼んでいいのだろうか。小さな老人は歯を剝むいて怒りをあらわにする。

　篤志が驚いて硬直する間に、小人は素早く物陰に逃げてしまう。

「あ、篤志さん！」

「来たら駄目だ、亜理寿ちゃん」

　さすがに亜理寿も異変に気づいたらしい。

　篤志は制止の声を上げるが、彼女は駆け寄ってきてしまった。

　だから、篤志も思わず振り返ってしまい、小人から目を離してしまった。

「え──」

　その瞬間、小人が飛び出してきた。

　篤志にではなく、カウンターを飛び越えるように。

　──させない！

　篤志はそれを叩たたき落とすようにハタキを振るう。

　そのときだった。

「おーい。なにを騒いでやがんだ？」

　カウンターの奧から、庄太郎が顔を出した。




　その顔面を、小人の体当たりと篤志のハタキが直撃した。




「ぐへっ？」

　顔を挟まれるように強打して、庄太郎は仰向けに倒れる。

「……あ」

　篤志も亜理寿も、そして老人の小人までもが唖あ然ぜんとして硬直していた。





　　　　　◇






「妖精トントゥ……？」

　顔を押さえながら庄太郎が口にした名前に、篤志は首を傾げる。

　トントゥと言われた妖精はカウンターの上に座り、篤志と亜理寿を警戒するように見上げている。

　明るいところで見ると、この妖精も特に恐ろしい顔をしてはいなかった。

「ああ。こいつらの好物はミルク粥がゆと珈琲豆でな、こいつはじいさんの代からうちにちょくちょく来てたらしいんだ」

「粥と珈琲って、また奇妙な組み合わせですね」

　首を傾げながら亜理寿に目を向けると、彼女は小さく頷いた。

「珈琲豆はかつて、イスラム教圏などで薬として扱われるほど神聖な植物だったんです。だから珈琲好きの妖精も多くて、中でもトントゥは芬蘭フインランドの珈琲ブランドでシンボルにされるほどなんです。……わたしも、ご本人には初めてお会いしましたけど」

「そ、そうだったんだ……」

　珈琲豆がそんなに神聖視される地域があるとは知らなかった。

　そのせいなのか、亜理寿からは妖精に対する敬意のようなものまで感じられる。

　わずかに頰に汗を伝わせながらも、篤志は鍋に水と米を入れて火にかけていた。この店にはライスのメニューがないため炊飯器も設置されていないのだ。

「じゃあ、ここにも珈琲豆を求めて？」

「というかな、そこの帽子はこいつのものなんだよ」

「えっ？」

　庄太郎が示したのはカウンターにかけたサンタクロースの帽子だった。

　確かにトントゥの背丈ならばちょうどよい大きさだとは思うが……。

「でもこれ、サンタクロースの帽子ですよ？」

「篤志さん。彼らのお仕事はサンタクロースさんのお手伝いなんです」

　なぜか誇らしげな様子で亜理寿が胸を張る。

　篤志は直感した。

　──ああ……。この子はいまでもサンタクロースを信じているんだ。

　考えてみればこの少女はまだ十歳なのだ。

　亜理寿は頰を紅潮させて続ける。

「わたしもサンタクロースさんのもとで働かれている、トントゥにお会いできるなんて光栄です」

　言いながら、亜理寿は帽子を下ろして小さな妖精に手渡す。目深までかぶると老人の顔が隠れて絵に描いたような小人になった。

　幼い少女からの敬意を全身に浴びて、トントゥは困ったように笑う。

　いずれにせよ、彼はこの帽子を取り戻しに来たらしい。

「でも、それならそうと言ってくれればよかったのに、どうして隠れていたんだい？」

「わかってませんね、篤志さん。トントゥはサンタクロースさんのお使いなんです。だから人目に触れたらいけないんです」

「そ、そうなんだ……」

　無む垢くな少女の夢を壊すようなことは、篤志には言えなかった。

　しかし、と篤志はミルクポットをコンロに置きながら首を傾げる。白米はほどよい具合に炊けてきていた。

「いまは六月だ。彼はなんだってこんな時期に街をウロウロしていたんだい？」

　サンタクロースの話はともかく、亜理寿の話からするとこの妖精は芬蘭フインランドかイスラム教圏の出身ということになる。なぜこんなところにいるのか。

　その疑問に答えたのは、庄太郎だった。

「こいつらは手先が器用でな。特に菓子を作るのが得意なんだよ。けっこうな評判だったろう？」

「へえ、お菓子ですか。……ん？　評判って、なんのことですか？」

　疑問の答えはすぐに思い浮かんでしまった。

　どうか間違っていてくれというように、篤志は震える声で問いかける。




「まさかとは思いますが、この店のスウィーツを用意してくれているのは彼ですか？」




　庄太郎はなんら悪びれた様子もなく頷いた。

「そりゃあそうだろう。俺に菓子なんか作れると思うか？」

「残念です。唯一、庄太郎さんのことで尊敬できるところだったのに」

　心から落らく胆たんした。

「な、なんだよ。そんな軽けい蔑べつするような目で見ることないだろうっ？　ほら、ちゃんと謝礼だって支払ってるんだぜ。珈琲豆をスプーンひと掬いってな」

　庄太郎は麻袋からスプーンで珈琲豆を掬うと、小皿に出してトントゥの前に出す。

　トントゥは大喜びで珈琲豆を手に取る。サンタクロースのトンガリ帽子が楽しそうに揺れた。

「見下げ果てました。サンタクロースさんの使いになんてことをさせるんですか」

　亜理寿からの追い打ちに、とうとう庄太郎が膝をつく。

「できないもんはできないんだからしょうがないだろうっ？　まずい飯出すよりは美う味まいもん作れるやつが作った方がいいじゃねえか！」

「少しでも美味しい料理を出せるように努力したことあるんですか？」

　冷ややかな視線を送りつつも篤志は沸ふつ騰とうしたミルクを白米の鍋へと注ぎ込む。焦げ付かないようにかき混ぜながら軽くひと煮立てすると、まろやかな香りが店内に漂った。

　篤志は鍋の中の料理を皿によそうと、ティースプーンを差してトントゥの前に差し出した。

「さっきはひどいことをしてごめんよ。お詫びに作ってみたんだけど、どうかな？」

　ミルク粥だった。

　トントゥはかじりかけの珈琲豆を放り出して皿に駆け寄る。小さな妖精にはティースプーンもしゃもじのような大きさだったが、彼は嬉しそうにミルク粥を口に運ぶ。

　それから、篤志に顔を向けてニッと笑い返す。

　どうやら、許されたらしい。

　幸せそうな妖精を見て、亜理寿もホッと吐息をもらす。

「さすが篤志さん。気が利きます」

「いや、もとはといえば僕の勘違いのせいだからね」

　薄暗いキッチンで見た老人の姿は恐ろしかったが、よく考えれば誰だって暗がりで下から明かりを照らせば不気味な顔になる。それを恐怖心が手伝って過か剰じように反応してしまったのだろう。

　こうしてミルク粥に夢中な姿は愛らしくさえあった。

　トントゥと笑い合っていると、打ちひしがれていた庄太郎が立ち上がる。

「はあ……。今日は厄日だ。競馬じゃスルし篤志にゃど突かれるし亜理寿にまでいびられるし……」

「それ、いつものことじゃありませんか？」

「けっ」

　庄太郎は足音も荒く控え室へと去っていった。

　しかし、と篤志は思う。

　──トントゥを怒らせる前に仲ちゆう裁さいに来てくれたって思うのは、考えすぎか？

　サンタ帽子の姿こそ愛らしいが、これも黒妖犬と同じ精霊の類たぐいなのだ。

　もしも彼を怒らせていたら篤志はただではすまなかったのではないだろうか。

　そんな篤志の心境を知ってか知らずか、亜理寿がポツリと呟く。

「庄太郎さんにも困ったものです。あの人、しゃんとしてればすごいのに……」

「そうなのかい？」

　亜理寿の口からそんな言葉が出るとは思わず、篤志は目を丸くする。

　答えにくいことなのか、小さな少女はぷくっと頰を膨らませて呟く。

「あれでも一応、わたしの師匠ですから」

　それは前にも聞いたことはあるが、未いまだに信じられない。

「どうして庄太郎さんを師匠に選んだんだい？」

「この国で魔法使いを探すのは簡単なことではなかったんです」

　嘆くように亜理寿はそう言った。

　それから、ふと根本的な疑問に気付く。

　──でも、それなら庄太郎さんも亜理寿ちゃんみたいに魔法を使えるのか……？

　思い当たる節ふしはある。

　黒妖犬が出たときも、その前に亜理寿が魔法使いの仕事を強要されたときも、庄太郎はそれとなくアドバイスを送ってくれた。最低でも、魔法の知識がなければできないことのはずだ。

　唖然としていると、トントゥが空になったお皿を差し出してきた。

「おや、もう食べ終わったのか。お代わりもいるかい？」

　妖精が頷いたのを見て、篤志も二杯目のミルク粥を入れる。

　それをトントゥの前に置くと、彼はスプーンを掲げて篤志を手て招まねきした。

「……？　なんだい？」

　妖精は指揮棒のようにティースプーンを振るうと、甲高い声で歌い始めた。





『I had a little husbandわたしの夫はかわいい夫, No bigger than my thumb親指よりもちいさいの,』

『I put him in a paint pot絵の具入れにいれてやり, And there I bade him drum太鼓たたけとお願いした.』

『I gave him some garters靴下止めもあげたのよ To garter up his hoseちやんと靴下とめるよう,』

『And a little silk handkerchiefちいさなシルクのハンカチも To wipe his pretty noseかわいいお鼻をかむように.』






　ティースプーンからキラキラとした砂糖のようなものが撒まき散ちらされ、篤志の頭の上に降り注いだ。

「な、なにをしたんだい？」

　篤志が目を白黒させると、亜理寿が驚いた様子で口を押さえる。

「篤志さんは、トントゥに祝福をしてもらったんです」

「祝福……？」

「悪いものを遠ざけて、守ってくれるおまじないです」

　具体的なことはよくわからなかったが、神社でいうところのお守りのようなものをもらったということなのだろう。

　篤志は素直に笑って返す。

「それは心強いね。ありがとう」

「……篤志さん、信じてないですよね？」

「そういうわけではないんだけど」

　苦笑すると、亜理寿は人差し指を立てて語り始める。

「このおまじないはすごいんですよ？　同じおまじないをかけてもらった騎士が大きな魚に丸まる呑のみされても生き延びて、ある王宮でコックに調理されるときに生還したなんて逸話もあるくらいなんですから」

「それはまた……童話の『ピノッキオ』みたいだね」

　大きな魚というのは鯨くじらかなにかだろうか。他にもアーサー王の伝説にも似たような話があったような気がするが、よく思い出せなかった。

　なんにせよ、亜理寿がいうと本当なのかもしれないと思えた。

　トントゥは驚く篤志たちをよそに、美味しそうにミルク粥を頰ばっている。

　季節外れのサンタクロースは、不思議な贈り物を残していったらしい。




























　七月四日。

　米国では独立記念日なのだそうで、映画のタイトルにもなっている日だ。日本では地名の那な須すの日とされているらしいが、具体的にどういう日なのかは篤あつ志しも知らない。

　その事件が起こったのは、そんなある日のことだった。

　思えば、その日は朝からおかしなことばかりだった。

「……梅つ雨ゆ明あけしたって話じゃなかったか？」

　頭の上に落ちてきた滴しずくに、篤志はうっとうしそうに空を見上げる。

　すでに六月は終わり、七月に突入している。それにともない、天気予報でも梅雨明けが宣言されているのだが、空には陰いん鬱うつな雨雲が広がっている。

　まるで梅雨に逆戻りしたかのような、じめっとした天気だ。

　珈琲コーヒー店てん『ロッコ』の前に下がる古びた看板も、どこか気けだるそうに揺ゆれている。この看板は木製だ。ひさしの陰にはなっているものの、梅雨の間に吸った湿しつ気けが抜けきっていないのだろう。陽ひのあたらない部分がほの暗く変色している。

　ため息をかみ殺して、篤志は店の扉を開く。

「おはようございます」

　時刻は十時。これから開店ということもあって、店内には客の姿はない。

　この時間は店長の庄しよう太た郎ろうが開店準備をしているはずなのだが、いまのところ彼が真ま面じ目めに準備を終えてくれていたことは一度もない。唯ゆい一いつ、きちんと用意してくれているのだと思っていたスウィーツも、彼ではなく妖よう精せいトントゥが作っていたと発覚した。

　だから、篤志は制服に着替えるとまず開店準備から取りかからなければならない。

　その、はずだった。いつもなら──




「おう。遅おせえぞ篤志」




　店内では、すでに店の状態を整えた庄太郎が立っていた。

　普段はだらしなく緩ゆるめられている襟えりのボタンもきちんと留められ、制服もアイロンをかけた直後のように皺しわひとつない。ボサボサの髪も丁てい寧ねいに櫛くしで撫なでつけられ、立派な紳しん士しのような姿だった。

　恐ろしいことに、様子がおかしいのはそれだけではない。

　彼はすでにレジや在庫点検などの開店準備も終えているようで、それでいてカウンター内のキッチンを綺き麗れいに磨みがいているのだ。

　誰だれだこの男は、と篤志は思わず自分の目を疑うたがった。

　いつもなら朝はやる気が起きないと、カウンターで突つっ伏ぷしているというのに。

「ど、どうしたんですか、庄太郎さん、具合悪いんですか？　大丈夫ですか？」

　あとになって考えたら失礼極きわまりない言動だったが、篤志は深刻に庄太郎がおかしくなったのではないかと疑った。

　庄太郎は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「なにを馬鹿なことを言ってやがる。さっさと着替えてこい」

「は、はい」

　呆あつ気けに取られながらも、篤志は制服に着替えるためカウンター奧の控え室へ入る。

　だが、そこもいつもの汚らしい部屋ではなかった。机の上にはペン立てくらいしかなく、珈琲かなにかをこぼしたらしい染みも綺麗さっぱり消えている。床も磨いたようで、ゴミひとつ落ちていなかった。

　きちんと換かん気きもしたらしく、煙草たばこのにおいさえも残っていない。

　まさかとは思うが、これも庄太郎がやったのだろうか──いいや、また妖精たちを使ったのかもしれない──しかし服装まで小綺麗になっているのは自分でやったはずだ。

　トンッと、背中になにかがぶつかる。

　ビクリとして振り返ると、控え室の扉だった。動どう揺ようのあまり、無意識のうちに後あと退じさっていたらしい。

　なにがどうなっているのだろうか？

　見知った景色のはずなのになにかが違う、自分がまるでよく似た異世界にでも紛まぎれ込こんでしまったかのような気分だ。

　庄太郎がシャンとしているというのは、それほどまでに受け入れがたい現象だった。

　だから本日はこんなに雨が降っているのだろうか？

　──いや、目の錯さつ覚かくかもしれない。

　この天気だ。店内も薄暗くて、なにかを見間違えた可能性がある。

　もはや現実逃避に近いが、それくらい今朝の庄太郎の変へん貌ぼうは信じられない。

　素早く着替えをすませ、カウンターに入ると庄太郎は先ほどと同じように、今度は店内のテーブルを磨いている。

　どうやら、見間違いという可能性は儚はかなく散ちったようだ。

　怖おそる怖おそる、篤志は問いかける。

「あの、もしかして、今日はなにか特別な日なんですか？」

　いまの篤志に導き出せる可能性は、それくらいだった。

　まさかとは思うが、地球が滅ほろびる日だったりするのだろうか。もしそうならこの男はもっと怠たい惰だを尽くしているような気がするのだが。

　庄太郎はどこか言いにくそうに視線を逸そらす。

「今日はな、まあ、なんというか、あいつの誕生日なんだよ」

「あいつって？」

　困ったように首の後ろに手をやり、庄太郎はその名前を呟つぶやいた。




「亜あ理り寿すの誕生日だ」




「……えっ？」

　あまりに意外な答えだった。篤志は目を丸くする。

「それで、そんなまともなフリを？」

「フリとはなんだ。俺が真面目だとそんなにおかしいか？」

「それは、まあ……」

　反射的に、素直に頷うなずき返してしまう。

　──しかし、庄太郎さんにも保護者らしいところがあったんだな。

　少しだけ、ホッとした。

　胸をなで下ろして、篤志は批ひ難なんがましく庄太郎を睨にらむ。

「それならそうと教えてくださいよ。亜理寿ちゃんはただのお客さんというわけじゃありませんし、僕からもなにか贈りたかったのに」

　しかしその言葉に庄太郎は怒ることなく、ただため息を返すだけだった。

　──やっぱり、なにかおかしい。

　それから、難しそうな表情でこう言ってくる。

「なあ、篤志。亜理寿の親のことは聞いているか？」

「……亡くなったということは、知っています。庄太郎さんの、弟さん夫妻だったということも」

　出会ったころからそうだろうとは思っていたが、先日彼女の口からはっきりとそう聞いた。

「……そうか」

　庄太郎は、どこか物もの憂うげに頷く。

　まるで知らないでいてほしかったかのように。

　それから、仕方なさそうに口を開く。

「亜理寿からどこまで聞いてるかは知らないが、亜理寿の母親はもともと体が弱くてな。あいつが八歳のころに亡くなったんだ。そのあとすぐに優ゆう治じ郞ろう──亜理寿の父親も死んじまってな」

　庄太郎らしくもない、物憂げな声だった。

　立て続けに、亜理寿は親を失ったのだ。

　失う辛つらさを二度も味わうというのは、一度にふたりを失った篤志よりも大きなものかもしれない。

　そして思い出す。

　──亜理寿ちゃんの笑った顔を、見たことがない。

　もともと表情の変化に乏とぼしいというのもあるが、それでも嬉うれしそうだとか、機嫌が悪そうだくらいはわかるようになってきた。

　なのに、亜理寿が明確に笑顔を浮かべてくれたことは、一度もないのだ。

　胸を痛める篤志に、庄太郎は続ける。

「優治郞はな、あいつにプレゼントを用意してたらしいんだが、嫁さんに続けてあの事件でな、なにを用意したのかはわからず終じまいなんだ」

　そこに続いた不ふ穏おんな言葉に、篤志は顔を強こわ張ばらせた。

「事件？　事件って、どういうことです？　まさか……」

　亜理寿が魔法使いだと知った事件のことを思い出す。

　彼女は依頼を断っても魔法を使うことを強要されていた。引き受けなければ殺すと脅おどされていたのだ。亜理寿の父親も、同じような事件に巻き込まれていたというのか？

　庄太郎は苦い表情で頷いた。

「もう、半年くらい前になるか。あるデパートのプレオープンで火災事件があったんだが、覚えてるか？」

「──ッ」

　その名前に、篤志は顔を引きつらせた。

　それはまさしく、篤志の両親が命を落とした事件でもあるのだから。

「まさか、そこにいたんですか？　亜理寿ちゃんのお父さんが？」

「……ああ」

　これは偶然なのだろうか？

　亜理寿も篤志と同じときに、同じ事件で親を失っていたのだ。

　だが、不思議なことに驚きは小さかった。

　──そうか。だから僕は亜理寿ちゃんを放っておけなかったんだ。

　いつも学校へは行かず、窓際の席に座る亜理寿の姿を思い出す。

　超然としていても、どこか弱々しくて、寂さびしいのを堪こらえているようで。

　当然だ。

　篤志だってまだ気持ちの整理がついていないのに、あんな幼い子が全てを受け入れられるわけがない。

　だから放っておけなかったのだ。

　篤志は庄太郎に向き直る。

「それで、そのお父さん……いや、プレゼントがどうしたんですか？」

　亜理寿の父親のことは衝撃だったが、もともとの話はそれではなかったはずだ。

　ばつが悪そうに、庄太郎は頭をかく。

「あー……なんというかだな、いまさらどうしようもないことではあるんだが、どうにかならねえかなと思ってだな」

「……？　よくわかりませんが、亜理寿ちゃんのお父さんが用意したはずのプレゼントを探したいってことでしょうか？」

　なんとも迂う遠えんな言い方で、なにが言いたいのかわからなかった。

　本当に亜理寿のプレゼントを探したいのなら、庄太郎には造ぞう作さもないことではないだろうか。サンタクロースの妖精だっているのだから。

　庄太郎は首を横に振る。

「俺がガキのプレゼントで真面目に悩むように見えるか？　ガラじゃねえよ。うん。俺はどうでもいいんだ」

　なかなか癇かんに障さわる言動だが、この男がこれ見よがしにこんなことを言うときは、たいていなにか隠し事がある。

　とてもそうは見えないが、なにか自分では探せない理由でもあるのかもしれない。

　篤志はため息をもらす。

「要するに、僕にそれを探してきてほしいわけですか？」

「おいおい、勘違いするなよ。俺はなにもやりたくないことを強要したいわけじゃねえんだ。お前だって無理する必要はない」

「……なんだか知りませんけど、探してあげたくないわけないでしょう？　見つかるんなら僕だって協力します」

　窓際の席に目を向ける。

　今日はまだ来ていないが、亜理寿の特等席だ。

「最後のプレゼントがあるかもしれないなんて聞いたら、どうにかして渡してあげたいじゃないですか」

　その答えに、ようやく庄太郎はニッと笑みを浮かべた。

「つまり、お前は優治郞が残したプレゼントを亜理寿に渡してやりたいわけだ。それで間違いはないな？」

「さっきっからそう言ってるじゃないですか」

　亜理寿のプレゼントを探せと言っているのだとは思うが、やってほしいのかやってほしくないのか、このしつこい意思確認はなんだろう。おかしな契約書にでもサインを迫られているような気分だった。

　いい加減、うっとうしくなって篤志が睨むと、庄太郎は満足そうに何度も頷いた。

「よしよし、お前ならそう言うんじゃないかと思ったぜ」

　それから、ポケットの中からなにかを取り出す。

「ほらよ、持っとけ」

「うわっ、投げないでくださいよ」

　庄太郎は篤志の返事も待たず、それを投げてよこしたのだ。

　なんとか受けとめると、それは金色の懐中時計だった。相当使い込まれたものらしく、唐から草くさ模も様ようの装飾まですり切れてしまっている。

「これ……って、いつも庄太郎さんがいじってる懐中時計じゃないですか」

　日に何度もネジを巻き直している、古い真しん鍮ちゆうの懐中時計だ。しかし実際に触さわるのは初めてだった。

　──というか、開いているところも見たことがないような？

　首を傾かしげながら開いてみると、不思議なことに、そこには短針も秒針もなかった。ただ分を刻きざむ長針だけが十二を示している。

　中からはカチ、カチ、と小さな音が聞こえて、動いてはいるのだとわかる。

「なんです、これ？　壊れてるじゃないですか」

　おんぼろだとかポンコツだとかいう次元の話ではない。なぜ庄太郎はこんなものを毎日大切そうにネジを巻いていたのだろうか？

　しかし庄太郎は首を横に振った。

「壊れてはいないさ。それであってる」

　そう言って、庄太郎は真面目な顔をする。

「いいか？　タイムリミットはその針が一周するまでだ」

「ち、ちょっと待ってください。なんの話ですか？」

　突然のことに動揺する篤志の手の中で、懐中時計の針が回り始める。

　──なんだ、これは？

　針は反時計回りに回っていた。それも徐じよ々じよに速度を上げていき、ついには目で追えないほどになる。

　そして、とうとつに立っていられないような目め眩まいに襲われた。




「悪いな。面倒を押し付けるが、お前ならまあ、なんとかなるだろう」




　最後に聞こえたのは、庄太郎のそんな無責任な言葉だった。





　　　　　◇






「あ、あれ……？」

　目眩が収まると、篤志はなぜか外にいた。

　見覚えのない景色……というわけではない。『ロッコ』の表の通りだ。無意識のうちに外に出てしまったのだろうか？

　それから、不意に寒気を感じる。




「雪……だって？」




　空を見上げると、フワフワとした粉雪が舞い降りていた。

　朝から雨が降っていたとはいえ、いまは七月。初夏だ。気温だって二十度を超えているし、上着を着る者さえいない。異常気象だとしても雪が降るような季節ではない。

　──庄太郎さんがおかしくなったせいで、とうとう雪まで降り始めたのか？

　突然のことに、篤志もまだ動揺しているらしい。半ば本気でそう考えた。

　いずれにせよ、どうりで寒いわけた。篤志は『ロッコ』の制服姿のままなのだ。身み震ぶるいして腕をさすった。

　それから、自分があの長針しかない懐中時計を持ったままであることに気づく。

　相変わらず秒針は見当たらないが、耳を澄すませばカチコチと時を刻む音が聞こえる。一応、動いてはいるようだ。

　庄太郎はいったいなんのつもりでこんなものをよこしたのだろう。

　そう考えて、ふと思い出した。

　──あれでも一応、わたしの師し匠しようですから──

　庄太郎の魔法使いらしい姿など見たことはないが、彼も魔法を使えるというのならこの懐中時計もなにか意味のあるものかもしれない。

　仕掛けでもあるのかと、角度を変えて眺ながめようとしたときだった。

　蓋ふたの裏に、なにかが貼はり付けられていることに気づいた。

「……？　なんだろう」

　四角く折り畳たたまれた紙し片へんだ。

　開いてみると、それは写真だった。夫婦らしき若い男女と、幼い少女が写っている。

　その少女の顔を見て、篤志は目を見開いた。

「亜理寿ちゃん……？」

　よく見知った顔のはずなのに、確信が持てないようにその名前を呟く。

　それも無理はないだろう。写真の中の亜理寿は、父親に抱きかかえられてまばゆいばかりの笑顔を浮かべていたのだから。

　これまで見たことのない表情だ。

　──亜理寿ちゃんも、こんなふうに笑えたのか……。

　そして、こんなふうには笑えなくなってしまった。

　原因は恐らく、篤志と同じであのデパートの事件だろう。

　それから、亜理寿を抱える若い男性を見る。

　彼が亜理寿の父親なのだろう。名前は優治郞といっただろうか。亜理寿とはあまり似ていないが、目元や顔の骨格などは庄太郎とは似通った特徴がある。

　たとえるなら、真人間になって落ち着きを持った庄太郎というところだろうか。

　……それはそれで、庄太郎の面影がまるでないことになるような気もするが。

　母親の方は淡あわい金髪で、亜理寿の瞳の片方と同じ翠みどりの目だった。優しそうな表情を浮かべていて、顔立ちもどこか亜理寿と似ているところがある。白人は体が大きいという印象を持っていたが、ずいぶん小柄だ。

　だが、なぜ篤志にこんなものを持たせたのだろうか。

「とにかく、庄太郎さんに訊きいてみるか」

　わけもわからないまま店から放り出されたのだ。雪のことも含めて、ひとまず問い詰めてみよう。

　そうして店の扉に手をかけると、どういうわけか開かなかった。

「開かない……？　いや、臨時休業だって？」

　なぜか、飴あめ色いろの扉には鍵がかけられていた。店のかけ札は〝CLOSED〟に裏返され、ご丁寧に臨時休業という張り紙までされていた。

「ちょっと庄太郎さん、閉め出すなんてどういうつもりですか？」

　扉を叩たたき、声を荒らげるが中から人の気配はしない。

　庄太郎と話していたのは、ほんのつい先ほどのことだというのに。

　そのときになって、ようやく篤志もなにかがおかしいことに気づいた。

　朝からおかしなこと続きで感覚が麻ま痺ひしていたが、初夏に雪などどう考えても異常ではないか。

　ふと、ポケットの中の携帯電話の存在を思い出す。携帯のディスプレイには、時刻や日付が表示されているはずだ。

　なにかに命じられたように、篤志は折りたたみ式の携帯電話を開いた。

「冗談……だろう？」

　思わず、手から携帯電話がずり落ちる。くしゃりと音を立てて、雪の上に四角形の穴が空あいた。




　携帯のディスプレイには、十二月十八日と表示されていた。




　篤志は片手で顔を覆い、店の壁にもたれかかる。

　──わけがわからない。

　今日は七月四日だったはずなのに、半年近くも時間が経たっているのだ。これもなにかの魔法なのだろうか？

　それから、ハッとする。

「十二月、十八日……？」

　クリスマスの一週間前だ。

　その日は〝あの事件〟が起こった日ではなかったか？

　篤志は慌てて携帯電話を拾う。幸い、雪の上に落ちたおかげで浸水もしていなければ割れてもいない。

　だが、それはいまはどうでもいい。知りたいのは、年だ。

　怖る怖る、その表示を確かめる。

　──二○一六年十二月十八日──

　何度も読み返すが、やはりそう記しるされている。

　篤志の記憶が確かなら、いまは二○一七年のはずだ。

　そして気づく。

　──十二月の東京に、雪なんて降るわけがない。

　北の地域ならともかく、この街では真冬でも降らないのが普通だ。積せき雪せつなど数年に一度あるかないかで、もちろんホワイトクリスマスなどただの幻想だ。

　──でも、去年は降った。

　十二月どころか十一月に初雪が見られ、観測史上でも五十四年ぶりの記録だと言われていた。

　雪の中は雨とは違ってとにかく歩きにくい。積もった雪が足にまとわりつく上に溶けかけたそれが靴くつの中までグシャグシャに濡ぬらす。おまけに気温も低いためなかなか消えないのだ。当時は通学のたびに苦労していた。

　だが、よく覚えている理由はもうひとつあった。

　この積雪こそが〝あの事件〟で死者を出した原因でもあるのだ。

　緊急出動した消防車は、この雪によって生み出された渋じゆう滞たいに阻はばまれて火災現場への到着が遅れてしまたのだ。

　だから、これがあのころの街だと確信してしまった。

　つまり──




「時間が過ぎたんじゃない──戻ったんだ」




　口に出してみるとどこか滑こつ稽けいで、現実味のない言葉だった。

　それでも、そうとしか考えられない。

　──あれでも一応、わたしの師匠ですから──

　もう一度、先日の亜理寿の言葉を思い出す。

　それが事実なら、庄太郎はあれで亜理寿よりもすごい魔法使いだということになる。

　時間を戻せるような魔法があったとしてもおかしくない。毎日この奇妙な懐中時計のネジを巻き続けていたのも、この魔法の準備だったのではないだろか。……というより、そんなふうに自分を納得させないと頭がおかしくなりそうだった。

　──でも、本当に？

　にわかに信じられなくて前髪を掻かき上あげる。

　それから、もう一度懐中時計に視線を落とす。

　改めて文字盤を見てみると、長針が十二から一へと進んでいた。針が一本しかないためわかりにくいが、篤志が動揺している間に五分が過ぎたということなのだろう。

　──いいか？　タイムリミットはその針が一周するまでだ──

　庄太郎はそう言った。

　一周するとなにが起こるのかはわからないが、それまでになにかをしなければならないということだ。

「亜理寿ちゃんの、プレゼント……？」

　直前まで、それを探してほしいといった話をしていたのだ。

　だが、と篤志の胸に迷いが広がる。

　これからなにが起こるのか、篤志ははっきりと覚えている。それを忘れられなくて、しかし受けとめることもできなくて、この半年の間ずっと足あ掻がいていたのだ。

　庄太郎は、亜理寿のプレゼントを探せと言った。

　しかし──




　──いまなら、父さんと母さんを助けられるんじゃないのか？




　それだけではない。亜理寿の父親──優治郞だって。二○一六年の十二月十八日は、彼らが命を落とした日なのだから。

　そうと気づいたときには、篤志は駆け出していた。

　懐中時計と携帯電話を握ったまま、あの火災が起こったデパートに向かって。





　　　　　◇






　幸いというか、走るとすぐに体が温あたたまって、あまり寒さを感じなくなった。

　ただ、雪の中は走りにくい。

　足を取られる上に気を付けなければ周囲に汚れた水を飛ばすことになる。自分も濡れるし人にも迷惑をかけることもあって、子供のころのように素直に雪を喜べない。

「きゃっ？」

　足元を見ながら走っていた篤志は、ふらりと横の曲がり角から飛び出してきた人影を避さけられなかった。

「あ、危ない！」

　雪の中で尻もちをついたら、悲ひ惨さんなことになる。篤志はとっさにその腕を摑つかんで支えた。相手はよろけたものの、なんとか倒れずにすんでいた。

　ぶつかったのは女子高生だった。

「す、すまない。大丈夫かい……？」

「いえ、私の方こそごめんなさい。ちょっと、急いでて……」

　少女の無事を確かめようとして、篤志は硬直した。




「緋ひ美み子こさん？」




「へ？」

　それは深しん紅くの髪をした少女だった。

　名前を呼ばれて、緋美子は困惑したようにまばたきをする。

「あの、どこかで、お会いしたこと、ありましたっけ？」

　そう言うと、記憶を手た繰ぐるように篤志の顔をまじまじと見上げてくる。

　もしかしたら篤志と同じように〝七月四日〟までのことを覚えているのではないかとも期待したが、この様子では記憶を持っているのは自分だけのようだ。

　時間が巻き戻ったのだとしたら、いまの緋美子は篤志と面識がないことになる。

　それから、篤志は気づいた。

　緋美子の後ろに、黒い靄もやのようなものが漂ただよっている。

　──黒こく妖よう犬けん、か？

　初めて出会ったころと同じだ。

　いまの緋美子は篤志と出会う前で、黒妖犬に狙ねらわれている最中なのだ。いま飛び出してきたのだって、あれに追われていたからではないのか？

　まだ、緋美子自身は黒妖犬の存在に気づいていないようだが。

　──どうする？

　篤志は最終的には緋美子が救われることを知っている。

　いまは自分の両親と亜理寿の父を救うという、なによりも優先しなければならない使命があるのだ。

　なのに、篤志は緋美子を置いて足を踏み出すことができなかった。

　緋美子が救われることは知っているが、これから彼女が篤志や亜理寿と出会う半年後まで、ずっと怯おびえながら生きていかなければならないことも知っているのだ。

　こうしている間にも、懐中時計の長針は進んでいく。

　立ち止まっていられる時間など一秒もない。

　数秒の逡しゆん巡じゆんの末、篤志は緋美子の肩を両手で摑んだ。

「もしかして、君はいま、なにかに追いかけられていたんじゃないか？」

「……ッ、ど、どうしてそれを？」

「僕は君と同じ高校の三年で、九く条じよう篤志という。次に同じようなことが起こったら訪ねてきてくれ。力になれるかはわからないが、相談に乗るくらいはできると思う」

　この時間の篤志はまだ『ロッコ』の店員ではないし、高校だって卒業していない。

　彼女を見捨てるわけにはいかないが、いまは両親を助けにいかなければならない。だから〝過去の緋美子〟は〝過去の篤志〟に救ってもらう。

　もちろんこの時間の、過去の篤志は亜理寿と出会っていない。

　魔法なんてものも知らないし、恐らく黒妖犬も見えないだろう。

　しかし緋美子が黒妖犬に襲われていたのは、彼女が自分自身を肯定できなかったから、身内の心ない仕打ちを受け入れてしまったからだ。

　なら、そばで支ささえになってあげれば、この時間の篤志でもきっと救える。

　救えなかったとしても、緋美子を守るくらいのことはしてやれる。

　これから半年以上も続く彼女の苦痛を、少しでも和やわらげてあげることはできるはずだ。

　外ほかならぬ自分自身なのだ。

　それだけは確信できた。

　言葉の意味は届いただろうか。緋美子はすっかり当惑した顔をしているが、もうここで止まっているわけにはいかなかった。

「え、あの、あのっ」

　混乱する緋美子を置いて、篤志は走り始めた。





　　　　　◇






　懐中時計の長針は、三を示していた。

　緋美子と立ち話をしている間に、十分も過ぎていたらしい。まだデパートにたどり着いてもいないというのに。

　だが時間を無駄遣いしてしまった原因は、彼女と再会したことではない。

　──雪なんて積もってなければ、もっと早く行けるのに。

　雪に足を取られ、全力で走っているつもりでもせいぜい競歩くらいの速度しか出ていなかった。

　それでいて、体力の消しよう耗もうは激しくすぐに息が上がってしまう。

　舌打ちを漏もらしながら足を進めていたときだった。




「見てパパ、雪うさぎー！」




　幼い女の子の声が聞こえた。

　年下の少女の知り合いなど亜理寿と緋美子くらいしかいない。そしていまの声はふたりのどちらでもなかった。

　そのはずなのに、妙に聞き覚えがあって篤志は足を止めてしまった。

　振り返ると、そこには桃色のコートを着た小さな女の子がいた。せいぜい小学校低学年くらいか。亜理寿よりも幼い少女だ。

　歩道のすみに残っていた綺麗な雪でうさぎを作ったらしい。両手で抱える丸い雪の塊には耳のような突とつ起きもあった。

　見覚えはないはずなのだが、なぜか篤志はその子を知っているような気がした。

　そして、少女に〝パパ〟と呼ばれた人物が億おつ劫くうそうに振り返る。

「美み奈な、パパは今日は仕事で来てるんだ。遊びたいなら家で待っていなさいと言ったろう？」

　それは、篤志もよく知っている顔だった。

　──笹ささ倉くらさん？

　いまでこそ『ロッコ』の常連客のひとりだが、出会ったころのことはあまり思い出したくはない。

　彼は篤志が初めて魔法というものの存在を知った事件の、犯人なのだ。

　自分のせいで死んだという娘を生き返らせるため、亜理寿を殺すとまで脅してきた。

　篤志が知る彼よりも若々しく、身なりもきちんとしているのだが、どこか冷たい印象がする。

　娘を失う前の彼は、こんな顔をしていたらしい。だからこそ、娘を失ったときの後悔も深かったのだろう。

　その顔を見て、篤志はこの女の子が誰なのかようやく気づいた。

　──笹倉、美奈……？

　目の前の女の子は、その娘に間違いなかった。

「ま、待ってよパパ……」

　泣きそうな声を上げて、女の子は父親のもとへ走っていく。

　笹倉はというと、それを待たずにさっさと進んでいこうとする。

　仕事だといっていたが、忙しいのだろう。顔からは疲れが見て取れるし、なによりピリピリとしていて苛いら立だっているのがわかる。

　多忙で私生活を楽しむ余よ裕ゆうがなくなっているのだろう。

「──待ってください！」

　気がついたときには、篤志は笹倉の腕を摑んでいた。

「なんだ、君は？」

　当然、不ふ審しんそうな目を向けられる。

　──どうする？　面識もないのに、呼び止めてしまった。

　引き止めてから、自分の行動が軽けい率そつだったと思い知る。

　だがここで笹倉を行かせてしまったあと、彼がどんな未来を辿たどるのか篤志は知っているのだ。知って、しまったのだ。

　だから、精一杯の笑顔を取とり繕つくろって篤志は口を開く。

「娘さん、待ってあげないと転んでしまいそうですよ？」

「……ッ、君には関係なかろう？」

　一瞬だけ悔くやむような表情を浮かべるが、いまは娘のことより仕事のことで頭がいっぱいなのだろう。苛立った声を返された。

　だが、篤志は怯ひるまなかった。

「関係あります。きちんと、娘さんのことを見てあげてください。あれくらいの歳としの子って、いつだって親が恋しいものなんです。……その、僕がそうだったもので」

　最後に気持ちばかりの言い訳をつけ加えるが、あまり効果はないだろう。

　笹倉はさらに苛立ちを強める。

「なぜ赤の他人にそんなことを言われなければならないんだ。不愉快だぞ」

「赤の他人でもわかることがあります。あの子は、きちんと見てあげないといつか大変なことになるんです。あなたの後ろをついていこうとして事故に遭あうとか、そうでなくともひとりでいるときに危険な目に遭うとか」

　言っていて、自分が言いがかりをつけているような気分になってきた。

　ずばりと娘の身に起こることを伝えられればいいのだが、篤志は笹倉の娘が交通事故で死んだことを知っていてもそれ以上のことは知らない。

　こんなことなら、あの事件のときにきちんとした死の状況を聞いておくべきだったが、もうあとの祭りだ。

　だから適当な可能性を述のべることしかできないのだが、自分でも胡う散さん臭くさいと思った。

「いい加減にしろ！」

　とうとう、笹倉は怒ど鳴なって篤志の腕を振り払う。

　そこに、娘が追いついてきた。

「パパ、どうしたの……？」

「……なんでもない。道を訊かれただけだよ。行こう」

　笹倉は娘と去っていく。

　娘の方も怖がるような顔を向けるだけだった。

　──恨うらみを買っただけだな……。

　冷静ではなかったとはいえ、もう少し他に言いようはなかったのだろうか。

　ただ、うっとうしいと思われただけかもしれないが、それでもこんなうっとうしい言いがかりをつけられるのは面倒だくらいには思ってもらえたのかもしれない。

　信号を渡っていく笹倉は、娘の手をしっかりと握ってあげていた。





　　　　　◇






　珈琲店『ロッコ』の南、古書店街をさらに東へ抜けた場所に、そのデパートはあった。

　真っ白な壁面の地上八階建てで、地下には駐車場が完備されている。

　クリスマスよりグランドオープンという垂たれ幕まくがあちこちに下げられ、その玄関口には本日プレオープンという看板が立てられていた。

　まだ、火災は起こっていないようだ。

　プレオープンの最中ということもあり、入場客はかなりの数に上っている。招待状など持っていない篤志が紛れ込むのも、そう難しいことではなかった。

　だが、ここまで来て篤志は行き詰まることになった。

　──どうやって、助ければいいんだ？

　自分の両親と優治郞を救いたい。

　だが、そのためになにをすればいいのか。

　冷静になって考えてみると、彼らを救う手段がまったく思いつかなかった。

　──火災を止める？

　警備の人間にその危険を知らせるのはどうだろうか。あるいは火災報知機を鳴らしてみるのだ。

　そう考えて、すぐに無駄だと悟さとる。

　招待状も持っていない篤志が喚わめいたところで、迷惑なクレーマーくらいにしか思われないだろう。むしろそれでパニックを起こした客が出て、被害を拡大させてしまうかもしれない。

　よしんば信じてもらえたとして、それから原因もわからない火災を止めることができるだろうか。

　無理だろう。

　──ならせめて、避難するように説得できれば？

　外に連れ出すこと、あるいは避難しやすい場所まで誘導することは可能のはずだ。

　いまから火災の原因を突き止めるよりは、よほど現実的に思えた。

　ただ、問題なのは……。




「この中から、父さんたちを探し出せるのか？」




　見渡す限り人の山だ。

　店内はロープで仕切られており、順路通りに進まなければならなくなっている。長ちよう蛇だの列ができていて、並ぶ店々にもそうとうな数の客が入っている。客の流れに身を任まかせる以外に、前に進む術すべはない。

　こんなところで火災が起きれば、それは死人だって出るだろう。

　むしろ、それをほんの数人の死者でとどめた店側の対応が速すみやかだったのだ。

　こんなところで三人も人探しをしなければならないと考えると、あまりの困難に尻込みしそうになる。

　──放送で呼び出すか？

　篤志の両親はそれで見つけられるかもしれないが、亜理寿の父親はどうするのか。

　呼び出しをするなら篤志も名乗らなければならない。篤志の名前で優治郞は出てきてくれないだろう。

　それに、タイムリミットだ。

　懐中時計を取り出すと、長針はすでに六を示していた。

　残り時間は三十分を切っている。ここに来るまでに手間取りすぎたのだ。

　呼び出しをかけるのならサービスカウンターだろうか。しかしこれからそこを探して、放送をかけてもらって、さらに篤志の両親に来てもらって、それにどれだけ時間がかかるだろうか。

　サービスカウンターにたどり着くまでに時間を使い切ってしまいそうだった。

　懐中時計を意識する。そちらのタイムリミットもあるが、そろそろ昼を回るころだ。火災が発生した正確な時間はわからないが、そろそろ起こってもおかしくない時間でもあった。

　どちらのタイムリミットも、残り三十分もない。

　それでたどり着ける場所は、せいぜいひとつかふたつくらいのものだろう。

　──父さんと母さんは、どこに行くと言っていた？

　ただ、プレオープンの見学に行くとしか言っていなかったはずだ。彼らを見送る日、もっと詳しく聞いておけばよかったといまさら後悔する。

　だが、と篤志は気づく。

　──優治郞さんは、亜理寿ちゃんのプレゼントを買いにきたはずだ。

　闇やみ雲くもに歩き回るより、まずはそこから考えてみるべきだろう。

　亜理寿が喜ぶものといったらなんだ。

　そうして思い出すのは、『ロッコ』の片隅で分厚い本を広げる少女の姿だった。

　──亜理寿ちゃんが喜ぶものといったら、本じゃないのか？

　短たん絡らく的てきかもしれないが、とっさに思いついたのはそれだけだった。

　篤志の両親も本には関心の強い人間だった。どちらか一方は足を踏ふみ入いれているかもしれない。

　すぐ側に本屋があった。

　──本屋で呼び出しの放送をかけて、待っている間に優治郞さんを探す。

　それが、いまできる最善の時間の使い方だった。

　そう思いつくや否いなや、篤志は周囲の客を押し退のけて本屋に足を向ける。あちこちから文句の声が上がるが、かまっている余裕はない。

　幸いというか、本屋は比較的近くにあった。

　本屋に駆け込むと、まずはカウンターへと向かう。十機近いレジが並ぶそこに、たくさんの書店員がいてくれた。

「すみません、ちょっと連れとはぐれてしまったので、呼び出しをかけてもらいたいんですが──」

　篤志がそう言うと、書店員はすぐに応えてくれた。両親とはぐれたのだと説明すると、なんだか苦笑されてしまったが。

　すぐにデパート内に迷子のアナウンスが流れる。心当たりの人間は、本屋へと来るようにというものだ。高校生にもなって恥ずかしいとは思ったが気にしている場合ではない。

「すみません、近くにいないかもう一度探してみます」

　そう告つげて、篤志はカウンターを離れた。

　懐中時計の針は、もう十を指していた。

　──あと十分。

　篤志の両親はこれで見つけられるかもしれないが、優治郞を探す手がかりはなにもないのだ。

　焦あせりに駆られて走り出そうとしたときだった。




「大切な誰かへの贈り物に、是ぜ非ひ──」




　そんな声が聞こえて、反射的に篤志は振り返った。

　見れば本屋の一角に、なにかのイベントコーナーができていた。星座の看板が掲かかげられていて、天体関係の催もよおしだろうとわかる。

　贈り物のひと言に、篤志は自然とそちらに足を向けた。

　その人ひと集だかりに加わって、篤志は息を呑のんだ。

　──見つけた。

　そこに、亜理寿の家族写真に写っていた男性がいたのだ。

「優治郞さん！」

　思わず声を上げると、その男性は驚いた顔をして振り返る。

「……ええっと、誰だったかな？」

　その反応で、篤志も我に返る。

　笹倉や緋美子のときもそうだったが、向こうは篤志のことを知らないのだ。それに今回は篤志自身も彼のことをよく知らない。

　男性──優治郞は困ったように篤志を見て、ふむと頷く。

「その制服、『ロッコ』の店員さんかな？」

『ロッコ』の名前で、篤志はふと自分が握ったままの懐中時計のことを思い出した。

　──この人は、庄太郎さんの弟さんでもあるはずだ。

　篤志は懐中時計を差し出した。

「あの、これに見覚えはありませんか？」

「……っ、これを、どこで？」

　やはり、この懐中時計を知っているようだ。

　小さく呼吸を整えて、篤志は口を開く。

「庄太郎さんの使いで来ました」

「兄さんが、これを使ったのか？」

　信じられないという顔だった。

　だが、篤志の話を信じてくれそうだと思った。

「なにを言っているかわからないかもしれませんが、これからこのデパートである事件が起こるんです。だから──」

　避難してください──そう言おうとすると、優治郞はそれを手で制した。

「それはたぶん、ここでは言わない方がいい」

「でも、もう時間がないんです」

　焦る篤志に、優治郞は全てわかったというように頷いた。

「兄さんの使いなら、僕の〝仕事〟のことも知っているんだろう？　大丈夫、言いたいことはちゃんと伝わった。あとは僕に任せてくれていい」

　そう言って微笑ほほえむと、優治郞はペンと手帳を取り出してなにかを走り書きする。

「代わりといってはなんだけど、ひとつ頼まれてくれるかな。これを娘に届けてほしいんだ」

　手帳のページを破ると、それに便びん箋せんを添そえる。星座のマークが印刷されていて、どうやらここのイベントで購入したなにかだろうとわかる。

　篤志の返事を待たず、優治郞はそれを手の中に押し込んでくる。

「頼んだよ？」

「ま、待って──」

　呼び止めようとした瞬間、店内に放送が流れた。




『お客さまのお呼び出しを申し上げます。九条篤志さま、九条篤志さま、お連れさまがお待ちです。書店ブックカウンターへおいで願います』




　心臓が大きく跳ねた。

　──父さんたちだ。

　そちらに気を取られた瞬間、優治郞は背中を向けて駆け出してしまう。

「優治郞さん！」

　呼び止めても、彼は立ち止まってはくれなかった。

　追いかけようとするが、篤志の足は動いてくれなかった。

　──父さんたちを、助けないと。

　書店のカウンターへ向かうと、そこには懐なつかしい背中が並んでいた。

　口を開いても、とっさに声が出なかった。

　──生きてる。

　本当に、もう一度会えるだなんて信じられなかった。

　やがて彼らは篤志に気づいたらしく、振り返る。

　父と母の顔に、驚きの表情が浮かぶ。

「篤志？　本当に来たのか」

「どうしたの？　今日は家で勉強をするんじゃなかったの？」

　あの日の朝となにも変わらぬ、いつも通りの声だった。

　思わず涙が込み上げてきて、唇くちびるが震えた。

「父さん、母さん……」

　ようやく口に出すと彼らは苦笑した。

「どうしたんだ？　幽霊に会ったような顔をして」

「篤志、なにか怖い目にでもあったの？　泣きそうな顔よ？」

　心配そうに声をかけてくれる。

　たったそれだけのことなのに、いまさらながらこの人たちが自分を愛してくれていたのだと実感できた。

　──もう、失いたくない。

　やっと見つけたのだ。

　ひくつく咽のどを震わせて、篤志は口を開く。

「父さん、母さん、聞いてくれ。ここは危ないんだ。避難を──」

　言葉は、最後まで口に出すことができなかった。

　カチンと、懐中時計から無む慈じ悲ひな音が聞こえた。




　懐中時計の長針は、再び十二を示していた。




　手の中で懐中時計の長針がめまぐるしく回転し始める。

　懐中時計から光があふれる。

　時間がもとに戻っているのだとわかった。

「待ってくれ、まだ────」

　父と母の姿に手を伸ばす。

　もう少しで手が届くというところで、彼らの姿は掻かき消きえてしまった。

「……お客さま、どうかなさいましたか？」

　書店員が怪訝そうな声をかけてくる。

　目の前に父たちの姿はなく、歩く客の姿も半はん袖そでや薄手の上着などを身につけていて、服装が変わっていた。

　篤志は、震える声で問いかける。

「すみません、今日は、何月の何日でしょうか」

「……？　七月四日ですが」

「二○、一七年の、ですか？」

「ええ。そうですよ？」

　やっと手が届いたと思った奇跡を、篤志は取りこぼしてしまったのだった。





　　　　　◇






「ただいま……」

　家に帰ると、そこはやはり冷たい沈ちん黙もくがあるだけだった。

　両親の部屋を開けてみる。

　珈琲店では勤勉な篤志だが、自宅の掃そう除じにはそこまで意欲的ではない。一戸建てのこの家はひとりだと広すぎて手が回らないのだ。

　それに、下手にものを動かして形を変えたくないという気持ちもある。

　だから、この部屋の扉を開けるのも、実に半年ぶりほどになった。

　両親の部屋からは埃ほこりっぽい空気が漂っていた。

　半年間、閉め切られていた部屋の空気だ。

　ここに、もう誰もいないのだということがわかってしまった。

　部屋の壁に背中を預け、ずるずるとへたり込む。

　──僕は、失敗したのか。

　水の中に落とした墨のように、その実感が胸に広がった。

　顔を覆おおう。

　時間を戻すという極大のチャンスを与えられていながら、篤志は父も母も救えなかったのだ。

　どれくらいそうしていただろうか。

　ふと、篤志は自分が手に握っているものに気づく。

　──優治郞さんからの、手紙……？　亜理寿に届けてほしいと頼まれたものだ。

　時間がもとに戻っても、どういうわけか彼からの便箋とメモは手の中に残っていた。

「亜理寿ちゃん……」

　篤志は両親を救えなかったが、優治郞には危機を伝えられたはずだ。

　もしかしたら、彼だけでも生きているのではないか？

　その可能性が、そこから立ち上がる気力を与えてくれた。

　篤志は、家を飛び出していた。





　　　　　◇






　ここから『ロッコ』までは歩いて十五分程度の距離だ。

　その十五分がもどかしくて走ると、前方から見知った顔が歩いてきた。

「あ、篤志先セン輩パイ！」

　緋美子だった。

「先輩、いまからシフトですか？　『ロッコ』に行ったら先輩いないんですもん。緋美子、庄太郎さんの珈琲を注文する勇気はなかったので帰ってきちゃいました」

　どうやら『ロッコ』から家に帰るところのようだ。

　だが、篤志はその姿にギョッとして足を止めることになる。




　赤い髪の少女の足元には、黒い大きな犬が寄り添っていたのだ。




　かつてほどの禍まが々まがしさは感じられないが、黒妖犬に間違いない。

「緋美子さん、そいつ……！」

「……？　グリムがどうかしたんですか？」

　うろたえる篤志とは裏腹に、緋美子はまるで愛犬に接するように黒い犬の首に触れていた。

「危険じゃ、ないのかい？」

「危険って、なにかあったんですか？　グリムがいるから、緋美子は大丈夫だと思いますけど」

　まるで黒妖犬が守ってくれると言わんばかりの言葉に、篤志は激しく困惑した。

「ち、ちょっと待ってくれ。どうなっているんだ？　君は黒妖犬に狙われていた……はずだよね？」

　それが篤志と緋美子が出会った事件のはずだ。

　なのだが、緋美子はいよいよ心配そうな顔になる。

「篤志先輩、もしかして具合悪いです？　ちょっと変ですよ？」

　篤志は平静を取り繕うように頭かぶりを振る。

「すまない。緋美子さん、その犬が君のそばにいる理由がちょっと思い出せないんだ。話してくれるかい？」

「本当にどうしちゃったんですか、篤志先輩……？」

　気遣うような視線を向けながらも、緋美子は語り始める。

「ええっと、去年の暮れに篤志先輩が声をかけてきてくれたじゃないですか？」

　それは篤志の知らない過去だった。

　──いや、知っているはずだ。

　懐中時計で巻き戻した過去で、篤志は緋美子と出会ったのだから。

「あれから緋美子、貴たか美み伯お母ばさんにいじわるしないでって言い返して、そのとき篤志先輩も励はげましてくれて、そのとき怒った貴美伯母さんから助けてくれたのがグリムこの子だったんじゃないですか」

　緋美子との出会いが変わったせいだろうか。

　事件の結末そのものが、大きく変わっていた。

「まだ貴美伯母さんとはちょっとぎくしゃくしてますけど、もういじわるもされてませんし、お母さんたちにも心配かけてないですよ？」

「じゃあ、黒妖犬は君の味方になったのかい？」

「あ、その黒妖犬って名前、亜理寿ちゃんと会って初めて知ったんですよね。どうりで他の人には見えないと思いましたよ。グリムってお名前もあの子がつけてくれたんでしたよね」

　カラカラと笑う緋美子を見て、篤志は亜理寿の言葉を思い出した。

　──黒妖犬は不吉の象徴のように言われていますが、子供を守る守り神のような顔もあるんです──

　恐らく、これが黒妖犬本来の在り方なのだ。

　──そうか。亜理寿ちゃんが関わらなかったから、黒妖犬も退治されなかったんだ。

　事件の顚てん末まつが変わって、黒妖犬が拍ひよう子し木ぎによって祓はらわれた事実も変わったのだ。追い払われなかった黒妖犬は、緋美子を守ってくれるようになったらしい。

「そうか……。よかったよ」

「えへへ。全部、篤志先輩のおかげじゃないですか」

　心地好さそうに、緋美子は笑うのだった。

　それから、ふと篤志の後ろに目を向ける。




「あ、美奈ちゃん、やっほーです」




　その名前に、篤志は目を見開いた。

　──美奈って、笹倉美奈のことか？

　反射的に振り返ると、小さな女の子が篤志の隣を駆け抜けていった。

「緋美子さん、こんにちは！」

「おお、礼儀正しいですね。偉い偉い」

　緋美子が頭を撫でると、女の子は気持ちよさそうに目を細める。

　そこに、少し遅れて男性の声が届く。

「美奈、あまりひとりで走っていくな。パパが追いつけないだろう？」

　笹倉の声だった。

　振り返ると、スーツ姿の男性がこちらに歩いてきていた。

　ただ、怪我でもしたのか片手で杖つえをついている。

　女の子はぺろっと舌を出して、笹倉のもとに駆け寄る。

「ごめんなさい、パパ」

「いいさ。それより、きちんと篤志くんにも挨あい拶さつをしなさい」

　そう言われると、女の子は困ったように篤志を見上げた。

「こ、こんにちは、篤志おにいちゃん……」

「こんにちは、美奈ちゃん」

　なんとか、そう返すことができた。

　どうやら篤志が幻覚を見ているわけではなさそうだ。

　篤志は笹倉に目を向ける。

「笹倉さん、その足……」

「ん、ああ。ようやく松まつ葉ば杖づえを卒業できたんだ。なんとかひとりで歩けるようになってきたからね。そろそろ仕事に復帰できそうだ」

　そう言って自分の足を叩く。

　それから、どこか懐かしそうに篤志に笑いかける。

「そういえば、よく考えると君にお礼を言っていなかったな」

「お礼を言われるようなことが、ありましたか？」

　様子をうかがうように問いかけると、笹倉はおかしそうに笑った。

「いつだったか、君が美奈をきちんと見てやれと叱しかってくれたことだよ。あのときは煙けむたがってしまったが、君がああ言ってくれなかったら俺はこの子を失っていたかもしれない。本当に、感謝しているよ」

　篤志は目を丸くした。

「それじゃあ、その足はもしかして……？」

「……？　前に話したと思ったが。美奈と歩いていたときに乗用車が突っ込んできてね。まあ骨折くらいですんでよかったさ」

　息を呑む。

　──過去が、変わっている。

　篤志のやったことは、無駄ではなかったのだ。

　──じゃあ、優治郞さんも？

　彼には危機を伝えることができたのだ。

　ほんの二、三言交わしただけの緋美子や笹倉が救われているなら、彼だって。

「すみません、ちょっと急ぎの用事があるんで失礼します」

　ペコリと頭を下げて、篤志は駆け出した。





　　　　　◇






「亜理寿ちゃん！」

『ロッコ』の扉を開けると、篤志はそう声を上げていた。

　相変わらず客の姿がない珈琲店では、相変わらず窓際の席に小さな少女が分厚い本を広げていた。

　不思議そうに、少女は首を傾げる。

「篤志さん？　今日は、お休みじゃなかったんですか？」

　一瞬、彼女と出会った過去が変わってしまったのかと焦るが、亜理寿は篤志の名前を呼んでくれた。

　庄太郎が気を利かしてくれたのだろうか。それともこれも過去改変の影響なのだろうか。どうやら篤志は休きゆう暇か扱あつかいになっているようだ。

　ただ、そこでまたどう切り出すべきか困ってしまう。

　優治郞から手紙を預かってきたわけだが、いきなりこれを見せると困惑させてしまうかもしれない。

　かといって〝君のお父さんは生きているのか〟と問いかけるのはいくらなんでも無神経が過ぎるだろう。

　それから、ポケットの中に彼女の家族写真が入ったままなのを思い出す。

　篤志は折り畳まれた写真を取り出す。

「これ、大切なものなんじゃないかと、思って」

　写真を見せると、亜理寿は「あ……」と声を漏らして口を覆う。




「これ、わたしたちが最後に撮った写真です」




　その言葉に、篤志は目の前が暗くなるような感覚がした。

「最後っていうと、つまり……」

「はい。この写真を撮ったあと、すぐにふたりとも……」

　母親だけでなく、優治郞も亡くなっている。

　篤志は、顔を覆った。

「……すまない」

「別にもう気にしてません。篤志さんが謝ることじゃないです」

　いまの言葉を、無神経な質問に対しての謝罪だと受け取ったのだろう。亜理寿はなんでもなさそうにそう言った。

　だが、そうではないのだ。

　篤志は、優治郞も救えなかったのだ。

　そんな篤志の様子をどう受け取ったのか、亜理寿は写真を大切そうに抱きしめる。

「わざわざありがとうございます」

「……いや」

　感謝されるようなことなど、なにもないのだ。

　笹倉や緋美子を救えても、篤志は本当に助けたかった人たちを誰も助けられなかった。

　その事実に打ちのめされていると、カウンターの奧から篤志を呼ぶ声が聞こえた。

「おう、篤志、戻ったか」

「庄太郎さん……」

「ちと話がある。控え室に来い」

「……はい」

　言われるままに、篤志はカウンターの中へと入っていった。

　あとには、亜理寿がひとり不思議そうに首を傾げるだけだった。





　　　　　◇






　控え室に入ると、庄太郎は椅子に座るよう促す。

　それから、どこか申し訳なさそうな声で呟く。

「騙だますようなことをして、悪かったな、篤志」

「なにが、ですか？」

「懐中時計の話だ」

「……ッ」

　魔法を使った本人だからだろうか。その言葉から、彼は過去が変わる前の記憶を持っているのだとわかった。

　篤志はぼんやりとした視線を返す。

「……やっぱり、庄太郎さんの仕し業わざだったんですね」

　状況的にそれしかないとは思いつつも、やはり本人の口から聞くまで確信が持てなかった。

　篤志は手の中の懐中時計に視線を落とす。

「僕は、失敗しました。自分の親も、優治郞さんも、どちらも助けられませんでした」

　どちらも、あたたかかった。

　半年ぶりに会った両親は、篤志がわけのわからないことを言っても受け入れようとしてくれた。

　亜理寿の父親も、初めて出会った篤志の話を聞こうとしてくれた。

　なのに、肝かん心じんなことを伝えられず、結局誰も助けられなかった。

「どちらか片方なら、助けられたかもしれないのに……」

　両親のところへ行かず優治郞を追いかけていたら、あるいは優治郞を捜さずに両親を待っていれば、彼らに火災のことを伝える時間があったはずだ。

　なのにどちらも拾おうとして、両方とも取り落とした。

　つくづく、自分が嫌になる。

　庄太郎が、篤志の肩に手を乗せた。

「……すまん」

「なんで、庄太郎さんが、謝るんですか？」

　確かに、あらかじめきちんと説明してくれれば、もっと上う手まくやれたかもしれない。

　自分の両親や亜理寿の父親だって救えたかもしれない。

　だが、本来存在し得えない機会を与えてくれたのは庄太郎なのだ。恨む気持ちなど微み塵じんもなかった。

　それでも、庄太郎は申し訳なさそうに続ける。




「魔法っていうのはな、自分のためには使えないんだ」




「……え？」

　いつだったか、亜理寿も同じことを口にしたことを思い出す。

　しかしなぜいまそれを言うのかわからず、篤志はまばたきをした。

「駄目なんだよ。魔法にいいも悪いもねえ。魔法使いが好き勝手魔法を使えたら、世の中はめちゃくちゃになっちまうだろう。だからかな、自分のために使おうとするとどういうわけか上手くいかないんだ」

　呆気に取られ、半なかば思考が停止してしまうが篤志は条件反射のように問いかける。

「魔法が、使えなくなるってことですか？」

「いや、そういうわけじゃない。魔法自体は効果を発するんだけどな、どういうわけか最後には駄目になっちまう」

「……よく、わかりませんが」

　庄太郎は難しそうな顔で苦笑する。

「たとえば自分の怪我を治そうとすれば治るし、富とみを得ようとすれば手に入る。人の心を操るようなことだってできるんだ。なのに、また同じ怪我を負ったり、築いた財を失ったり、人の心なんて言わずもがなだな。因いん果が応おう報ほうってやつなのかもしれん」

　魔法で得られた奇跡は、仮かり初そめのものでしかないということなのだろうか。

　篤志は青ざめる。

　緋美子はまだしも、笹倉の娘はまた死んでしまうのではないか？

　そんな動揺を見み透すかしたように、庄太郎は首を横に振る。

「自分のために使った場合と言ったろう？　人のために使った魔法ってのは、消えてなくなることはねえんだ」

　それから、カウンターの方向へ目を向ける。

「亜理寿がうちの店に入り浸ってるのもな、実はそれが理由だったんだよ」

「それって、彼女のご両親のことですか……？」

　苦い表情で、庄太郎は頷く。

「あいつもな、自分のために魔法を使うことはできないってことは理解してるんだ。だからといってあの歳で親を亡くしたってのに、割り切れと言ったって無理だろう？」

　だから、諦められない亜理寿が納得するまで、庄太郎は店にいることを許したのだ。

「亜理寿ちゃんの願いを、庄太郎さんが聞いてあげるわけにはいかなかったんですか？」

　今回のように、一時間という限定された時間ではあったが過去に遡さかのぼることができる魔法使いなのだ。

　──そのために、毎日懐中時計のネジを巻いていたんじゃないのか？

　具体的にどういう意味があったのかは知らないが、毎日何度も地道に同じことを繰り返すことが、あの魔法に繋つながっていたのではないかと思う。

　それだけのことができるのなら、亜理寿のために魔法を使ってあげるわけにはいかなかったのか。

　篤志の問いかけに、庄太郎は困ったように笑った。

「俺だって、優治郞たちに帰ってきてほしくねえわけじゃねえんだ。自分のためか、他人のためか、その境さかいが曖あい昧まいな魔法ってのは結局自分のための魔法と同じなのさ」

　だから、彼には魔法を使うことができなかったのだ。

　あのとき、篤志を過去に送りだす前、庄太郎がしつこく意思確認のようなことをしていたことを思い出す。

　──亜理寿の願いを叶かなえてやりたい──

　きっと、そんなふうに口に出して明確にする必要があったのだろう。

　思えば、庄太郎は以前も亜理寿に〝魔法を使うルール〟を自分で決めろと言っていた。

　それは自分の願いと他人の願いを明確にするためだったのだ。

　ただ、庄太郎は知らなかったのだ。

　篤志にも、その時間で叶えたい望みがあったということを。

　肩を落とす篤志に、庄太郎は続ける。

「お前が助けられなかったのは、お前のせいじゃねえ。俺が優治郞に帰ってきてほしいと思ってたからだ。だから、気にするな」

　そして篤志の両親を助けられなかったのは、それが篤志の望みだったからだ。

　ただ、それでも……。




「僕は、あの人たちを、助けたかったです」




　助けられるかもしれなかったのに、できなかった。

　庄太郎の言葉通りなら、きっと篤志が成功したとしても結局は彼らを失うことになったのだろう。

　ただ、それでもほんの一時、たった一度すれ違うだけだったかもしれなくても、もう一度亜理寿と彼らを出会わせてあげることができたかもしれないのだ。

　消沈する篤志に、庄太郎は戯おどけるように肩を竦すくめる。

「おいおい、そんなしけた面つらをするなよ。全部が全部は上手くいかなかったかもしれねえが、お前は十分いろんなものを救っただろう？」

「…………」

　励ましてくれているのだとはわかったが、篤志は素直にその言葉を受け取ることができなかった。

　それを見越していたように、庄太郎はもう一度篤志の肩を叩く。

「お前は三人も救ったんだ。もう少し、胸を張ってもいい」

「三人……？」

　人数が合わないような気がして、篤志は首を傾げる。

　──笹倉さんと、緋美子さんと、あとは……。

「ああ、美奈ちゃんですか？」

　彼女が死んだ過去は、笹倉の怪我と引き換えに失われた。

　これから、笹倉美奈は父親と共に幸せな人生を歩むのだ。確かに、救われたといっていいのだろう。

　しかし、庄太郎は首を横に振った。

「いいや。もうひとりいるだろう？」

　それが誰なのか、篤志にはわからなかった。

　他に助けられた人間など……。




「亜理寿だよ。お前はちゃんと、一番の目的は果たしてきたじゃねえか」




　亜理寿の誕生日プレゼント。

　だが、それは父親の命と引き換えにするほどのものなのだろうか。

　納得がいかない篤志の背中を、庄太郎はポンと叩いた。

「渡してやってくれ。それで、お前もお前の報ほう酬しゆうを受け取ってこい」

「僕の、報酬……？」

　なにも果たせなかった篤志に、いったいなんの報酬があるというのか。

　庄太郎はそれ以上なにも言わず、店へと戻っていってしまった。

　篤志は、ポケットの中から手紙を取り出す。

　優治郞から託たくされたメモと手紙だ。

　後悔が消えてなくなるわけではない。

　それでも、亜理寿の両親から預かったこれを、亜理寿に届けなければならない。

　嘆なげいて蹲うずくまるのは、それからにしよう。

　篤志も、ようやくそこから立ち上がった。





















「東京でも、星空が見えるところがあるんですね」

　この季節でも夜になるとまだ冷える。

　小さく身み震ぶるいしながら、亜あ理り寿すは前髪をかき上げる。今日も片耳から下がるケルト十字のイヤリングが月明かりを受けて輝いた。

「上着があるよ。着るかい？」

　篤あつ志しは古びたジャケットを亜理寿の肩にかけてやった。

　黒こく妖よう犬けんに襲われたときに身を守ってくれたものだが、その過去も変わってしまったのだろう。牙きばの痕あとは見当たらなかった。

「ありがとうございます」

　亜理寿はペコリと頭を下げて上着に袖そでを通す。

　小さな少女には裾すそが膝ひざまで届く大きさで、袖も半分近く余あまっていた。

　篤志は亜理寿を連れてとある山に登っていた。

『ロッコ』のある街からは車で一時間以上も離れた場所だが──信じられないことに、今回は庄しよう太た郎ろうが車を出してくれた──東京で星を見られる場所となるとここくらいしかなかった。

　登山に適した山で、道もしっかりしている。バーベキュー用の広場もあるため、望遠鏡の設置も容よう易いだった。

　ここまで送ってくれた庄太郎はというと、労働して疲つかれたと駐車場で居眠りを決め込んでしまっている。もしかすると、彼なりに亜理寿の静かな時間を守ろうとしてくれたのかもしれない。

　幸い、昼間の雨が噓うそのように空は晴れ渡っている。

　望遠鏡は、庄太郎から借りた。彼の、というよりその祖そ父ふの私物らしい。

　ただ、こんなものを使うのは篤志も初めてなのだ。

　時計で方角を見る方法を調べ、星座表に照らし合わせながら望遠鏡の角度と方角を調整していく。

　星というものの多くは実際には地球よりもずっと巨大らしいが、地表から見ればただの点だ。ほんの一度にも満たない誤ご差さでもまったくの見当違いな方向を見てしまう。

　設置に勤いそしむ篤志を、亜理寿が不思議そうに見つめる。

「でも、どうして急に天体観測なんてすることになったんですか？」

「まあ、ちょっとおもしろい星が見られると聞いてね」

　篤志が望遠鏡をいじりながら視線を落としているのは、優ゆう治じ郞ろうからの手紙だった。

　てっきり亜理寿へのメッセージなのかと思ったのだが、あちこちに問い合わせるうちにこれが星座の見方を記した案内書らしいとわかったのだ。

　亜理寿は、やはり釈しやく然ぜんとしないというように首を傾かしげる。

「星、ですか」

　彼女にしてみれば、せっかくの誕生日に予告もなくこんな山奥に連れ出されているのだ。多少は説明がほしいところだろう。

　──でも、せっかくのプレゼントなんだ。サプライズにしてあげたい。

　それも、半年以上も温められてきた大切な贈りものだ。

　やがて、篤志は目的の星に望遠鏡を合わせることができた。

「はい、できたよ。覗のぞいてみて」

「はい」

　急せかすように、亜理寿を望遠鏡の前に立たせる。

　地球の自転速度というものはけっこうな速度だ。五分と経たたないうちに照しよう準じゆんがずれていくため、急いで覗いてもらう必要があるのだ。

　亜理寿はそっと望遠鏡のレンズを覗き込む。

「……綺き麗れいです」

　その声は、どこか陶とう然ぜんとして聞こえた。

　レンズの向こうでは、真っ青な恒こう星せいが輝いているはずだ。

　篤志は説明を読み上げる。

「ええっと、ヘルクレス座球状星団といってその名の通りヘルクレス座周辺に密集している星のひとつらしい。等級は五等星で、空気が澄んでいれば肉眼で見えるギリギリくらいの明るさの星だそうだ」

「なにか、特別な謂いわれでもある星なんですか？」

　いまの説明では、この星にはなんの特徴もない、小さな星だとしかわからない。

　篤志は頷うなずく。

「とても特別な星なんだ。ある人が素敵な名前をつけた星だよ」

「素敵な名前、ですか？」

　望遠鏡から顔を上げ、亜理寿が小首を傾げる。

　篤志はその瞳ひとみを真まっ直すぐ見つめてこう告つげた。




「──Alice──」




「え……？」

　自分と同じ名前に、亜理寿は目を丸くする。

「誕生日おめでとう、亜理寿ちゃん。その星は君の星だ」

　スターネーミングギフトというサービスがある。

　天文学界では毎日のように新しい星が発見されている。しかしその多くは記号を付けられているだけで、太陽系の惑星のような名前はつけられていない。シリウスやアルタイルといった固有名を持っているのは一等級並の特別な星だけなのだ。

　だから、そんな記号だけの星々に名前をつけられるサービスがある。

　さすがに正式な学術名として扱われるものではないが、天文台などではその名前で登録されることになる。

　あのとき、篤志が出会った優治郞はまさにその手続きを終えた直後だったらしい。

　そして自分の未来を知ったからか、篤志にその書類を託たくしてくれたのだ。改変前の過去では、火災でその書類が失われて庄太郎も探すことができなかった。

　まだ信じられないという顔をしている亜理寿に、篤志は優治郞から預かってきたもう一枚の紙片──手帳のメモを読み上げる。

「それと、優治郞さん……亜理寿ちゃんのお父さんから、メッセージを預かっている。唄みたいなんだけど、僕にはメロディがわからないから、そのまま読み上げるね」

　そう前置きして、篤志は静かに語った。





『Twinkle, twinkle, little starきらきら小さなお星様,　How you wonder what I amわたしはいつたい誰でしよう!』

『Up above the world so high空に高く輝きます,　Like a diamond in the skyダイアモンドのように.』




『When the blazing sun is gone輝く夕陽が沈んで,　When he nothing shines upon灯りがみんな失われると,』

『Then I show my little lightわたしの光が見えてくる,　Twinkle, twinkle, all the nightきらきらと夜通し煌めいて.』




『Then the traveller in the dark闇夜をたどる旅人も,　blessing you for my tiny sparkこの輝きが祝福する,』

『you can see which way to goあなたが道を見失うことはない,　because I twinkle soわたしがいつでも照らすから.』




『In the dark blue sky I keep藍色の空にわたしはいて,　And often through my curtains peepカーテンの向こうから見守つている,』

『For I never shut my eyeわたしは決して目を閉じない,　Till the sun is in the sky朝陽が空に昇るまで.』




『As my bright and tiny sparkわたしの小さくて明るい光が,　Lights the traveller in the dark旅人たちを照らすけれど,』

『Though you didn't have to know I amあなたはわたしが誰かを知らなくていい,　Twinkle, twinkle, little starきらきら小さなお星様.』






　読み上げてみて、亜理寿が唱となえる魔法の言葉と似ていると感じた。

　もしかすると、これも魔法の呪じゆ文もんだったのかもしれない。

　そして、最後に英文ではなく日本語で書かれた一文を読み上げる。

「誕生日おめでとう、亜理寿。私たちはいつでもこの星と共に、君を見守っている」

　手紙を読み終えると、亜理寿の頰ほおにひと筋の涙が伝った。

「お父、さん……」

　ひっくと、肩が揺れる。

　篤志はその顔を見ずに、そっと少女の肩を抱き寄せた。

　そこで堪こらえられなくなったのだろう。

「わあああああああああああああああああああッ」

　幼い少女は声を上げて泣いていた。

　──これで、よかったんですか？

　篤志は、優治郞から預かったものを、ちゃんと亜理寿に届けられたのだろうか。

　夜の空を見上げても、その答えは返ってこなかった。




　しばらくして泣き止やむと、亜理寿はぽつりぽつりと語り始めた。

「不思議の国のアリスってお話、篤志さんはご存じですか？」

「もちろん、有名な童話だね」

　アリスという女の子が庭で昼寝をしていると、目の前を時計を持った白うさぎが走っていくのを見かけるのだ。その白うさぎを追いかけて木のうろを覗き込むと、穴の中に落ちていって不思議な世界を冒険することになる。

　篤志がそう答えると、亜理寿は小さく頷く。

「著者のルイス・キャロルがあのお話を作るきっかけになった出来事が、百五十年前の七月四日──つまり、今日にあったそうです」

「だから、君の名前は亜理寿なんだね」

「……はい」

　恥ずかしそうに頷いて、それからこう続ける。

「その中に、ウミガメのスープという歌が出てくるんです。でも、その歌は本当は『夕べの星』という歌で、星の部分をスープに言い換えた変な歌なんです。その話を聞いて、わたしはこの歌が大好きになって。……お父さんは、それを覚えててくれたから」

　だから、星をプレゼントしてくれたというのだろう。

　亜理寿は自分の名前がついた星を見上げる。

　山の上とはいえ、ここも東京だ。望遠鏡なしには見ることができないが、彼女にはしっかりとあの青い星が見えているのだろう。

「わたしたち魔法使いにとって、星というのは特別な意味があるシンボルなんです」

　魔法陣だって星を描いているのだ。当然だろう。

「お父さんとお母さんはとても遠くに行ってしまいましたけど、いまでも守ってくれてるんだとわかりました。だから……」

　亜理寿はじっと篤志の顔を見上げる。

「篤志さん」

「僕が、どうかしたかい？」

　首を傾げると、亜理寿は真しん摯しな声で訴えてきた。




「篤志さんも、もう、無理しなくていいんです」




　目を丸くする篤志の袖を、亜理寿はキュッと握る。

「お昼の篤志さん、様子がおかしかったです。なにか、辛つらいことがあったんだってことくらい、わたしでもわかります。だから……」

「……まいったな」

　誕生日を祝いに来たはずなのに、逆に心配をかけていたらしい。

　──でも、そうだな。話しておかないと、いけないんだよな。

　篤志は亜理寿の肩に両手を乗せると、その瞳を真っ直ぐ見つめて口を開いた。

「亜理寿ちゃん。君に話しておきたいことがあるんだ」

　あのとき、篤志は確かに優治郞に──亜理寿の父に会えたのだ。

　もう少しで彼らを助けられたはずなのに、できなかった。

　そのときのことを、きちんと伝えてあげなければならない。

「半年前、十二月十八日のことだ」

「……ッ、はい」

　その日付に、亜理寿の表情もにわかに強こわ張ばる。

「あのとき、僕はあのデパートで火災が起こる直前に、君のお父さんに会ったんだ。だけど──」

　助けられなかった。

　庄太郎からもらったチャンスを、無駄にしてしまった。

　それを告白するのには勇気が必要で、思わず言葉を詰まらせてしまう。

　なのだが、亜理寿は意味がわからないという顔をした。

「あの、篤志さん」

　キョトンとして首を傾げ、こう言った。




「デパートの火災って、なんの話ですか？」




「え……？」

「十二月十八日は、確かに父の命日です。その日になにか事故でもあったのですか？」

「なにかあったのかって、デパートの火災事件があったじゃないか。覚えてないのかい？」

　亜理寿はやはり首を横に振るばかりだった。

　それどころか、逆にこんなことを言ってくる。

「父は病死だったんです。火災にあったなんて話は、聞いてません」

　にわかに、篤志は後あと退じさった。

　──デパートの火災が、起きなかったことになっている？

　だが、それならなぜ優治郞はいまここにいないのだ。

　そして、なぜ篤志の両親は生きていないのだ。

　困惑を深めていると、不意にポケットから電子音が鳴った。

　携帯だ。

　取り出してみると、その着信相手は信じられないものだった。

「父さん……？」

　どういうわけか、父の名前が表示されているのだ。

　彼らの死後、電話は解約したはずなのに。

「篤志さん、出なくていいんですか？」

　電話はいまも鳴り続けている。篤志は亜理寿と電話の間で視線を彷徨さまよわせるが、すぐに携帯を開いた。

「ごめん、ちょっと電話に出るね──……もしもし？」

　たちの悪いイタズラか、それともただの間違い電話か。

　怖る怖る通話に出ると、その向こうから懐なつかしい声が聞こえた。

『篤志、いま電話はいいか？』

「……父さん？」

　それは、聞き違おうはずもなく、自分の父親の声だった。

『なんだ、幽霊から電話でもかかってきたみたいな声を出して』

　あのとき、火災が起きるはずだったデパートで再会したときと同じ反応だった。

「幽霊って……いや、本当に父さんなのか？」

『噓うそで父を名乗ってどうするんだ』

「じ、じゃあ、母さんは？」

『香か苗なえか？　もちろんいるぞ。代かわるか？』

　なにが起こっているのか、篤志には理解できなかった。

　──じゃあ、あの冷たい家はなんだって言うんだ？

　自宅に彼らがいた気配はなかったではないか。

　寝室だって、埃ほこりをかぶったままだった。

「と、父さんたち、生きてるのなら、どこにいるんだ？」

『おいおい、勝手に殺すな。お前、疲れてるんじゃないか？　半年前から海外に転勤になっただろうが』

「転勤……」

　篤志の知らない現実だった。

「なんで……」

　理解が追いつかなくて、篤志の口からこぼれたのはそんな言葉だった。

　それでなにを察したのか、父が思い出したような声を上げる。

『そうだった。今日電話したのはな、ある人から今日、お前に電話をかけてやってくれと頼まれてなあ』

「ある人って？」

『父さんもいきなりそんなことを言われただけで、詳しくは知らないんだ。名前は確か──……』




『そうそう、美み坂さかさんだ。美坂、優治郞って言ったかな？』




「それ、本当か？」

『ああ。去年の年末に、デパートのプレオープンのイベントがあったろう？　そこで会ったんだが、妙みように必死な感じでな。なんだか無視できなくてかけてみたんだが、なんだったんだ？　お前、意味はわかるか？』

「わ、わかる。わかるけど、どうして……」

　困惑する篤志に、父は続ける。

『そうそう。それでその人からの伝言なんだが、トントだかトンツーだかって……』

「トントゥ？」

　クリスマスの妖精の名だ。

『ああ、そんな名前だったかな。よくわからんが、篤志からそれを借りたとかで、体調に異変が起きるかもしれないんだとか。お前、具合が悪いのか？』

「具合は、至いたって健康だけど……」

　生返事をしながら、篤志が見ていたのは自分の手だった。

　ある日、突然強くなってしまった握力。わかっているのは父と母の死と同時期からということだけで、原因らしいものはなにも思いつかない。

　優治郞が憂ゆう慮りよしたのは、これのことではないか？

　──でも、これは過去に行く前からだったし、なによりトントゥから祝福を受けたのはほんのつい先日のことじゃないか。

　順番がおかしい。

　それでも、それらを抱えて篤志は過去へ飛んだのだ。

　これはもはや卵が先か鶏にわとりが先かという話なのかもしれない。

　ただひとつ、確かなのは……。

　──優治郞さんは、父さんたちを、助けてくれたんだ。

　あのあと、懐中時計の効果が切れてからなにが起こったのか、それを篤志に確かめる術すべはない。

　それでも、庄太郎の言葉を思い出した。

　魔法というものは、自分のためには使えない。彼は確かにそう言ったが、こうも言っていたのではなかったか？

　──魔法自体は効果を発するが、どういうわけか最後には駄目になっちまう──

　火災事件が起きなかったのは、きっと優治郞がなにかをしてくれたのだ。それもトントゥの祝福を使わなければいけないくらい、大きなことだったのだろう。

　だから、過去は変わったのだ。

　ただ、それでも彼が亡くなってしまったのは、それが魔法使い自身の願いだったから。

　庄太郎が言いたかったのは、そういうことなのかもしれない。

　篤志は夜の空を見上げる。

　星になった彼らは、篤志のことも救ってくれていた。

『おーい、篤志、聞いてるか？』

　そこで、通話中であることを思い出す。

「ごめん、父さん。あとでかけ直す。……あと、ありがとう。電話してくれて、嬉うれしかった」

『お、おいおい……。なんだよ急に』

　父はまだなにか言っていたが、篤志は通話を切っていた。

　それから、不思議そうな顔をしてる亜理寿に目を向ける。

「お電話、もういいんですか？」

　──この子を守らなきゃいけない理由が、もうひとつできたな。

　一生かけても返せない、恩ができた。

　だから、篤志は少女の前にしゃがみ込み、視線を合わせて口を開く。

「どうやら、僕は君のお父さんに助けてもらっていたらしいんだ」

「そう、なんですか？」

　首を傾げる亜理寿の手を握る。

「そうなんだ。だから、僕はいつでも君の側そばにいるよ。君が困っていたら、真っ先に助けにいく」

　魔法使いのパートナーとしてではなく、ひとりの人間として。

　──この子が大人になって、僕の助けなんて必要なくなるその日まで。

　そう告げると、亜理寿の顔は見る見る赤く染まっていった。

　困ったように顔を背けて呟つぶやく。

「そんなことを言われると、恥ずかしいです」

　それから、ぼそりとこうつけ足した。

「……ふつつか者ですが、よろしく、お願いします」

「うん。よろしくね、亜理寿ちゃん」

「……はい！」

　その顔を見て、篤志は目を見開いた。




　亜理寿は、微笑ほほえんだのだ。












　あの家族写真と同じ、柔やわらかな笑顔だった。

　その顔を見て、ようやく篤志も庄太郎が言っていた報酬のことを思い出した。

　──君のその笑顔が見られたなら、僕が走り回ったことは無駄じゃなかった。

　きっと、これでいいのだ。

　そんなふたりを見守るように、紺こん碧ぺきの空にはAliceと名付けられた星がいつまでも輝いていた。









あとがき






　みなさま初はじめまして。そうでもない読者さま方はお久ひさし振ぶりです。『僕の珈琲コーヒー店てんには小さな魔法使いが居候している』をお届けに参りました、手て島しま史ふみ詞のりと申します。




　九く条じよう篤あつ志しには気になる女の子がいた。平日の真まっ昼ぴる間まからランドセルを背せ負おって珈琲店に居候している小学生がいるのだ。学校とか大丈夫？　そんなお節介を焼いたせいで〝魔法〟に関わる不思議な事件に巻き込まれていく、ちょっと不思議な喫茶店ファンタジー！




　とまあ、本作で言うところの魔法は異能バトル的な攻撃魔法ではなく、ケルトのドルイドが精霊から授さずかった神しん秘ぴみたいな、おまじないと儀式でささやかな奇跡を起こす部類の地味な方の魔法です。

　魔法にまつわる出来事やら精霊やら妖精やらが起こす小さな事件を、大学浪人生と小学生の凸でこ凹ぼこコンビが右往左往しながら解決していく様を楽しんでいただければ。

　ちなみにファミ通文庫さんでは三か月前に『フレームアームズ・ガール　可愛いってどういうこと？』というノベライズ作品を書かせていただいたんですが、実は先にお仕事してたのはこっちの方だったりします。

　企画の関係上、こちらの方があとになってしまいましたが、執筆的にはすごく手のかからない子だったりしました。

　普段、ラノベではあまりやれないようなことも試ためしていいということでしたが担当氏との打ち合わせもとんとん拍びよう子しで、しかもリテイクもほとんどなく、落ち着いてお仕事できましたっけ。

　そんなこんなで今回の企画はファミ通文庫ネクストということで背表紙のFBの文字も白色だったり、カバーの雰囲気も背景までみっちり描写してあったりと、いろんな意味で意欲作だったりします。

　末長くお付き合いいただければ。




　さて作者の今後の予定ですが、ひとまず十月にＧＡ文庫より新作『魔王の娘を嫁に田舎いなか暮らしを始めたんだが、幸せになるのはダメらしい（仮）』が発売予定。タイトルの通り、魔王の娘と幸せな田舎暮らしをしたい魔王軍幹部のゆるいファンタジーです。

　もうひとつ、秋頃、恐らく同じくらいにＨＪ文庫より『魔王の俺が奴ど隷れいエルフを嫁にしたんだが、どう愛めでればいい？３』が発売予定。……ふたつ並べるとどっちも魔王で字じ面づらがすごいことになりますが気にしたらダメですよ？

　他、年内の予定もいくつかありますが、現状でご報告できるのはこのあたりまででしょうか。年末ごろには読者さん方にも喜んでもらえるんじゃないかというご報告も少しあったりしますのでお楽しみにです。




　それでは今回もお世話になりました各方面へ謝辞。

　今回の企画にお声かけてくださいました担当Ｇさま。背景も含めて緻ち密みつで可か憐れんなイラストを仕上げてくださいました烏からす羽ば雨あめさま。カバーデザイン、校正、広報等に携たずさわってくださいましたみなさま。長時間居座った上にコーヒー入れるとこガン見しててすみませんでした某立川の喫茶店のみなさま。私が風か邪ぜ引いたらスーパー行ったり洗いもんしてくれた子供たち。なにより、本書を手に取ってくださいましたあなたさま。

　ありがとうございました！





二○一七年　七月　風邪ぶり返した夜に　手島史詞




アトリエ月の窓新館　http://teshima.exblog.jp/
















　作中、次の作品・著作を引用、または参考にさせていただきました。





　　　『マザー・グース』１～４　訳：谷川俊太郎（講談社文庫）

　　　『妖精Who's Who』著：Ｋ・ブリックス　訳：井村君江（ちくま文庫）






　また作中で使用した「スカボロー・フェア」の訳は、インターネットなどを参考に作品にあわせて一部変更し使用させていただきました。
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手島史詞

Fuminori Teshima




近著『魔王の俺が奴隷エルフを嫁にしたんだが、どう愛でればいい？』『竜と魔法の空戦記』ノベライズ版『デスクトップアーミー』『フレームアームズ・ガール』など。執筆中はコーヒーが欠かせません。でも本当は落ち着いたお店でくつろげるコーヒーが飲みたい。そんなわけでこんなコーヒー店があればいいのになあ、というお話です。
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